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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　──ほんのりと欠けた、朧おぼろ月づきであった。




　初夏の、夜。

　一昨日おとといの雨からゆるゆる増してきた湿しつ度どに伴ともない、月光の色合いもまた霞かすんでいる。その光に晒さらされた異国情じよう緒ちよの街並み──中ちゆう華か街がいの建物もうっすら濡ぬれているように見えた。

　まるで、水アク族アリ館ウムだ。

　赤と緑が際きわだって多い景色。

　唐から草くさや雷らい紋もんといった大陸のシンボルに、ぽこぽこと浮かび上がる幻げん影えいの水泡みなわ。

　ひとつ道を曲がって裏通りに入れば、刈包クワパオや豚ぶたまんの屋台が雑然と折りたたまれ、狭せまい軒のき先さきには鉢はち植うえが、自じ動どう販はん売ばい機きでは黄こう坂さか市し限定のジュースが少しずれたセンスの広告をつけて売られている。

　そして、そのどれもが遠い海の底に似た──静せい謐ひつな闇やみに溶とけていた。

　中華街は夜こそ似合うとは、誰だれの言葉だったか。誰もが眠ねむりについたこの時間、街は本当の姿を露あらわにしてるのかもしれなかった。




「…………」

　私は、そんな夜を見つめている。




　街の一角。

　空気が澱よどみ、異い臭しゆうのこもった裏通り。

　歴史とともに見向きされなくなっていった地域の、曲がりくねったアスファルトの向こう側。このあたりだと清せい掃そうも毎日は行われず、残飯のこびりついた発はつ泡ぽうスチロールの皿や、寂さみしげなプラスチックのコップが散乱していた。




「…………」

　私は、そんな夜に耳を澄すます。




　はたして、音はあった。

　ひたり、ひたり、と皮ひ膚ふに染しみいるような気配。

　水の音。妙みように粘ねん度どが高く、耳みみ障ざわりな水すい滴てき。聞いているだけで加速度的に脈が速まり、神経を微び細さいな雑音ノイズが走る。

　足あし下もとを、見下ろす。

　そこは。




「…………」

　私は、そんな夜の色を知る。




　──あかい。




　──アカイ。

　──アカイ。

　──アカイ。

　──紅あかイ。朱あかイ。赤イ。




　鉄錆さびた臭においが、鼻び孔こうを満たす。

　いかなる場所でも時代でも変わらぬ色と、その臭いに、どきりと心臓が跳はねる。

　恐きよう怖ふではない。

　その逆だ。

　心臓の鼓こ動どうは正直過ぎた。昂こう揚ようする脳も素す直なおであった。

　はっはと喘あえぐ吐と息いきがうるさい。興奮で突つき出た舌先は盛りのついた犬みたいだ。我がことながら情けない限りで、だけどもうこれは誤ご魔ま化かせない。

　私は、喜んでいる。

　悦よろこんでいる。

　歓よろこんでいる。

「…………」

　ああ、駄だ目めだ。

　積み上がった色が、視界いっぱいに広がる。

　暗くら闇やみなどものともせず、倒たおれ伏ふした人間の姿を見つめる。もはや人間というよりもただの血袋だ。これほどにおびただしい量をどこに溜ため込んでいたのかと、呆あきれるほどの血液がアスファルトに広がり、私の素す足あしをぬるく浸ひたす。

　とろとろと裏通りに染みていくアカイロが、鏡のように私たちを映す。




　そこには──




　首筋から血アカイロを流し、ぐったりと力を失った少年馳郎と。

　その馳はせ郎ろうを愛いとおしそうに抱だきしめて……白い帽ぼう子しともっと白いワンピースを、口元からの血で汚よごした私ナタが……嬉しそうに。

　とても嬉しそうに、嗤っていた。




　　　　＊




「──おい」

　不意に、声が鼓こ膜まくを叩たたいた。

　揺ゆさぶられた感覚が、現実を認にん識しきする。寝ね転ころんでいたソファの柔やわらかさ。窓から差し込む朝日が、瞼まぶた越ごしにも眩まぶしい。

「おい、起きろよ」

「…………、っ」

　目を、開く。

　むすっとした顔の少年が、すぐ目の前で腰こしを屈かがめていた。

　年は、十七ほどか。短い癖くせっ毛とちょっととがった唇くちびる。頰ほおに走った火傷やけどの痕あとのわりに、人好きがする印象なのだが──全体としては、妙に情けなかった。

　まず、ぷくっと膨ふくらんだ小鼻がみっともない。

　心配と憤ふん懣まんとで、どっちつかずの表情がみすぼらしい。

　こう言っては可か哀わい想そうなのだが、何をやっても情けなくなってしまうのが、もはやこの少年の芯しんまで染みついてしまっているようだ。

　ただ、こちらを窺うかがう真っ直すぐな瞳ひとみが、少女には嬉しかった。

　少女の、一番好きな瞳ひとみだった。

「……馳郎、だな？」

　おそるおそる、口を開く。

「おいおい。ほかの誰に見えるんだよ。つか、いつまで経っても朝食に来ないし、心配して来たんだが……なんか、夜よ更ふかしでもしてたのか、お前」

　返事で安心したのか、戌いぬ見み馳郎が大きく息をつく。

　あたかも『心配なんてしてなかったよ』とでも言いたげなわざとらしい仕草に、思わずナタも唇をほころばせた。そういうところが、この少年は可愛かわいいと思う。

　もちろん、そういうところ以外も大好きなのだけど。

「いや、昨日は早く寝ねたよ。そもそも私に睡すい眠みんは必ひつ須すではない」

　かぶりを振ふった。

　意識を覚かく醒せいさせながら、周囲を見回す。傾かたむいたシーリングファンに、あちこち錆び付いた窓やがたのきた机といったいつもの景色が、少女をほっとさせた。

〈戌見ＣＰClose　protectionサービス〉事務所。

　二ヶ月前から、少女が住み込みで助手を務めている、千円ボディガードの根城だ。

「……うん、ちょっと夢見が悪かっただけだよ。実害はなさそうだし、キミも気にしないでほしい」

「にしちゃ、えらくうなされてたぞ」

　珍めずらしく、馳郎が食い下がった。

　そんなに、自分はおかしな寝ね相ぞうをしてたのだろうか。

「氣チイが足りない……とかないよな？」

　これは、ほんの少しだけ、少年が声を潜ひそめた。

「それは問題ない。前の事件だと〈おに〉の横おう溢いつする氣チイでかなり補給できたしな。日常生活ぐらいならそこらの公園や人ひと混ごみから漏もれる氣チイだけで十分まかなえる」

「……そっか」

　やっと納なつ得とくしたように、少年がジャケットの肩かたを落とす。

　いまさらになって、照れくさくなったのか頰の火傷のあたりを搔かいて、くるりと踵きびすを返した。

「じゃ、朝飯にするぜ。お前が来るまでに鮭さけ焼いとくから」

「ん、いいのか？　赤字出しすぎたし、もう三日は卵かけご飯だけで我が慢まんするとか言ってた気がするんだが」

「る、るせえ」

　歯を剝むき出した少年に、ナタはころころと笑った。

「すぐ行くよ」

　ひらひらと手を振って、〈たまゆら荘そう〉の隣となりの部屋へ、少年を送り出す。魚の臭いとか大家がうるさく言いそうな気もしたが、せっかくの厚意だし、素直に受け取っておくことにする。

　それから少しの間、ナタはソファを離はなれなかった。

「…………」

　代わりに、そっと唇を撫なでた。

　今度こそ錯さつ覚かくではない証しよう拠こに、少女は身を震ふるわせていた。

「なんだ……これは……」

　唇が、わななく。

　少女が覚えていたのは、飢き餓が感かんではなかった。

　その逆だ。




　下腹部からこみあげる、途と轍てつもない満足感に──少女は打ち震えていたのだった。







　第一章　依頼人は黄昏に







　　　　１




　市立黄こう坂さか高校。

　その日の放課後、新校舎最上階に位置する生徒会室手前の階段で、長机と椅い子すの怪かい物ぶつが蠢うごめいていた。

　いや、怪物というには、いささかユーモラスに過ぎただろう。

　さながらエッシャーのだまし絵のごとく、奇き跡せき的なバランスで積み重なったいくつもの長机と椅子は、紛まごう事なき黄坂高校の学生が支えていたのである。

「……も……少……し」

　ぶるぶると膝ひざを震わせ、一歩ずつ学生は階段をのぼっていく。

　そのたびに長机と椅子が揺れて、今にも崩くずれなんとするものだから、微び調ちよう整せいでさらなる腕わん力りよくを必要とする次し第だいである。一度下ろせばよいのではというのもあさはかな話で、ここまで疲つかれ果てた身体からだに、もう一度持ち上げる体力や気力が残っているはずもない。

　もちろん、戌いぬ見み馳はせ郎ろうであった。

「がんばれ戌見後こう輩はい！　闘たたかえ戌見後輩！　残る階段はたったの五段。そこから生徒会室まではたったの三メートルだ！　我々はキミを応おう援えんしてるぞ！　いけ！　闘え千円ボディガード！」

　生徒会室の扉とびらあたりで、なんとも無責任な手がぶんぶんと回る。

　ショートカットの少女であった。なぜか体操服にスパッツ姿。いっそ清すが々すがしいまでの笑え顔がおで、まるで体育祭みたいに無む邪じや気きに応援している。

「……は、は……はい……」

　くぐもった返事が、傾いた長机の下から響ひびいた。

　一歩ずつが、まるで死し刑けい階段でも上がるかのよう。

　やっとのことで階段をのぼりきると、そのままよろよろと生徒会室へ踏ふみ込み、少年の身体が前にのめった。

　それでも騒そう音おんはたてず、そっと床ゆかに下ろしたあたり、見上げたプロ根こん性じようというべきか。

「はぁい、お疲れさまですわぁ」

　のんびりとした上品な声が、少年を慰なぐさめる。

　こちらはゆるくウェーブした長い髪かみに、とろんと眠ねむそうな垂れ目がちの少女だった。生徒会室でたったひとつ残った机と椅子に座り、優ゆう雅がに紅茶を嗜たしなんでいる。およそ高校の生徒会室にはふさわしからざる高級品のティーカップとポットであったが、どうもこれは少女の私物であるらしい。

「本当に助かりましたわ。急にエレベーターが壊こわれたせいで、通常料金ではここまでの運送を頼たのめないということでしたから」

「うんうん！　あたしも戌見後輩が見つからなかったらどうしようかと思ってた！」

　対して、さっき手を回していたショートカットの少女は、いかにも得心したとばかりに手を組んでうなずく。

　生徒会長・春はる荻おぎ一いち姫ひめと、生徒会庶務・手て鞠まり朝あさ葉ばの名物ペアだった。

　端はたから見ていれば、穏おん当とうなお嬢じよう様さまと理り不ふ尽じんな体育会系少女の組み合わせだが、今回の馳郎への依い頼らい自体は一姫の発案なわけで、どちらがより横暴とも言い切れない。

「……い、いえ。毎度、ありがとう、ございます。……ただ……せめて、バラバラに運ばせて……くれれば……」

「いやー」

　息を切らせた馳郎に、なんとも朗ほがらかな笑顔で手鞠はうなずいた。

「だってさあ。どこまで載のせられるか試ためしてみたかったんだもん。戌見後輩も一回で終えた方が楽かなあと思っちゃって！」

「手鞠先輩ーっ！」

　少年の絶ぜつ叫きようが、虚むなしく生徒会室に散さん華げする。

　ちなみに、最初一脚きやくずつ運ぼうとした少年の手元へ、ひたすら机と椅子を積み上げていったのは彼女の仕し業わざである。

　もっとも馳郎にしても、現在制服にカモフラージュ中である〈カエアン〉の人工筋肉システムを使えば、この程度の荷物はたやすい仕事だったのだが──たとえ業務であっても、必須でないなら白はく翁おうの遺産には頼たよらない、という少年自身の信念に阻はばまれたものだった。

（……こりゃ明日あしたは全身筋肉痛か）

　がくがくと痙けい攣れんする太ももも隠かくさず、自らが運んできた長机の山にへたばっていると、

「──無ぶ様ざまですね、先せん輩ぱい。どのへんがボディガードなのやら」

　冷たく声がかかった。

　聞き覚えのある声音であった。

　二、三度瞬まばたきしてから、ぎこちなく少年が向き直った延長線上で、はたして声の主はこちらを見下ろしていた。

　しなやかな細身。ぴしりと学がく帽ぼうをかぶり、黄坂高校のものとは異なる漆しつ黒こくの制服に身を固めている。襟えり元もとを一番上まで閉しめ、長めの髪は白い首元にさやさやと揺ゆれて、相手のシックな魅み力りよくを引き立てることに一役買っていた。

　その姿に、馳郎が息を止めた。

「北ほく斗と──っ！」

　空うつほ北斗。

　馳郎とは因いん縁ねん浅からざる──というよりも、つい先月、命がけの戦いを経て、彼が守り通した護衛対象であったのだ。

「お前、なんで──」

「おおっと、そういえば空うつほくんと戌見後輩は知り合いだったな！」

　こくこくとうなずいて、手鞠がびしっと人差し指を北斗に突つきつける。

「もともと一年生から、生徒会役員募ぼ集しゆうの時期だったのでね。ちょうど転校生として来たばかりの空うつほくんに白羽の矢が立ったわけさ」

「……は、はあ」

　うなずきつつも、転校生が突とつ然ぜん生徒会役員という流れには微び妙みようなものを感じて、馳郎が北斗へと小声で尋たずねる。

「……お前、実はいじめられたりしてないよな？」

「自分から立候補したんですよ」

　あっさりと、北斗は答えた。

「ふえ？　なんで？」

「…………」

　今度は少し黙だまりこくってから、北斗は馳郎だけに聞こえるように返したのである。

「……クラスメイトとの関かかわり方が分からないので、何か公的な立場を持つのが早道かと思って」

　恥はじらうように学帽のつばを押さえ、顔をうつむけた。

　馳郎も、言葉を失う。

　もともと白はく鳳ほう六ろつ家けの一員であり、あの兄──空うつほ隼はや人とによってずっと拘こう束そくされていたことを思えば、当然だったかもしれない。

　だから、

「……そっか」

　淡あわく、微笑した。

　北斗も、変わろうとしているのだ。

　自分から一歩目を踏み出したそのささやかな勇気が、少年にはとても嬉うれしく、誇ほこらしかった。同時に、ボディガードとしてそんな相手の未来を守れたことに、少しだけ胸を張ってもいいような、そんな気がしたのだった。

「……というかお前、結局男子の格好のままで来てるのかよ」

「……今いま更さら、実は女の子でしたとは言えないだろう」

　互たがいにひそひそ声で話す、馳郎と北斗である。

　無論、話題は北斗の本来の性別のことだ。家庭の事情から、幼少時より男子の姿で過ごしてきた北斗は先月の事件でもその格好を通していたのだ。高校にも男子として登録されている以上、本人の言うように突とつ然ぜん撤てつ回かいするわけにもいくまい。

「……一応、プールの授業とかは、健康上の問題とか適当な理由をつけて休めるよう用意してる。変な心配は無用だよ」

「……そ、そうか」

　頰ほおの火傷やけど跡あとを搔かいて、馳郎はうなずいた。

「ほう、ずいぶんその新人と仲が良いんだな」

「ん？」

　振ふり返ると、入り口あたりにやたら優等生然とした眼鏡の学生が佇たたずんでいた。

　馳郎にとっては幼なじみ。生徒会にしてみれば、副会長たる少年。

「七なな門かど。──何、その紙切れ」

　馳郎に指し摘てきされて、副会長・七門正まさ紀きは指に挟はさんだ紙切れをぺらりと翻ひるがえした。

「うむ、たった今エレベーターを修理してもらってな。会長──というわけで、こちら領収書です」

「は？　七門くん、どういうこと？」

「はい？」

　馳郎だけでなく、会長である一姫と手鞠も、その発言に目を丸くした。

　対する七門は、ああと手を打って、これは失敬とばかりに言葉を継ついだものである。

「そういえば言ってませんでしたか。ここのエレベーターの保守会社、僕の身内でして。特別に頼み込んで、すぐ来てもらいました」

　しれっと並べ立てる副会長を、全員がまじまじと見つめた。

　残念さと有能さの悪あく魔ま合体と評判の──まさに彼ならではの所しよ業ぎようであったか。

「じゃ、じゃあお前、俺の、苦労、は……」

「──で、」

　茫ぼう然ぜんとした馳郎の隣となりを見て、七門はなんとも満足げに唇くちびるをほころばせた。

「大変いいものを見せてもらった。馳郎の友人が増えたことも、生徒会にやっと僕以外の男子が増えたことも嬉しい限りだ。この喜びを表現するには──ああ、これはもう裸はだかの付き合いをするしかないな！　クロスアウッ！」

　かけ声とともに、突然白いシャツが視界を塞ふさいだのだ。

　制服を脱ぬいだと理解するまで、一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　彼の奇き行こうに慣れている一姫と手鞠──および不本意ながら小学生からの付き合いである馳郎はともかく、今はまったく未体験の、もうひとりの人物がいたのである。

「──っうっわああああああああああああああああああ！」

　北斗は、その白い顔を一瞬で赤く染めた。

　途と端たん、額に鈍にぶい光が走った。

「きゃ！」

「うわ！」

　一姫と手鞠が顔を手で覆おおう。

　突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、長机や椅い子すをばたばたとなぎ倒たおし始めたのだ。窓を閉じている以上、自然現象ではありえない奇き禍かに、さしもの生徒会長たちも面めん食くらった。

　その隙すき間まを縫ぬって、ひとりの少年の影かげが跳ちよう躍やくする。

「ところかまわず脱ぐな、このすかぽんたんがーっ！」

　馳郎の身体からだが宙を浮うき、渾こん身しんのドロップキックをかましたのだ。




　はたして初夏の大空に響ひびくような、すぱこーんといういい音がこだましたのであった。




　　　　＊




　数分後、

「──おかしな風でしたわねぇ」

　髪を押さえて、一姫がぱちぱちと瞬まばたきした。

　ちなみに、さきほどクロス脱アウッ衣した七門は死体のように横たわり、自ら脱いだ制服だけを顔の上から掛けられている。あたかも死者を弔とむらうかのごとき風ふ情ぜいであったが、この場の誰だれもが本当にそうであったらと願ったに違ちがいない。

「……ご、ごめんなさい」

「嫌いやですわぁ。北斗さんは関係ないでしょう？」

　頭を下げた北斗に、ひらひらと少女は手を上下させる。

　実際のところ、関係は大ありなのだが、これは彼女には分からない事情だった。ぺたぺたと学帽の下──額のあたりを北斗が撫なでて、その隣から別の動きが生まれた。

「あ」

　と声をあげて、手鞠が馳郎の方を向いたのだ。

「そういえば、今日はナタちゃんは来ないの？」

「ああ。あいつ、最近は留守番を買って出てくれていて──」

　言いかけて、馳郎は口ごもった。

「ん、どしたの？」

「いや……」

　首を傾かしげた手鞠相手に、言葉を濁にごす。

　ナタの行動について、思うところがあったのだ。

　自じ称しよう仙せん人にん。白い帽ぼう子しと、もっと白いワンピースを纏まとって、いつも楽しそうに笑っている少女の面おも影かげ。

（……あいつ、そういや自分から来ないって、わざわざ言い出したんだよな）

　いつも通り、一いつ緒しよに朝食を摂とった直後だった。

　たまたま学校の話になったところで、少女はこんな風に口にしたのだった。




　──『ああ。前も言ったが、しばらくは留守番でかまわんさ。ヒマだと思ったら、適当に街をぶらつくことにするしね』




　それが、ナタの言い分だった。

　学校に飽あきたのかと思っていたが、よくよく考えてみれば、すぐ物事に飽きるような性格ではなかった。どちらかといえば、数え切れないほどいろんなことに執しゆう着ちやくするタイプだ。人間社会の出来事が珍めずらしいのか、こちらからしてみれば実に他愛ないこと──空を行くヘリコプターや、子供の操あやつるラジコンを見つけるだけで、不思議なほど喜んでいた。

　校舎屋上の景色がお気に入りなのだと言って、何度注意しても、あそこの柵さくから地上を見下ろすのをやめようとしなかった少女。

（だったら……）

　と、馳郎は思う。

　だったら、あいつなりに遠えん慮りよしてくれたのか。

（…………）

　それも違う気がする。だいたい、こちらの事情を慮おもんぱかって身を退ひいてくれるナタなんて、想像しにくい上に、ちょっと可愛かわいすぎるだろう。

（いやまあ、別に可愛くないワケじゃ……）

　そこで、思考を閉とざす。

　かあ、と顔が熱くなった。思わぬ体温上じよう昇しようにあわてて口元を押さえ、表情を隠かくそうとしたところで、

「──頰、ゆるんでますよ」

「ふわっ!?」

　不意に北斗の指摘を受けて、馳郎が大きくのけぞった。

　そんな少年へ、呆あきれて北斗は息をつく。

「前から思ってますけれど、先せん輩ぱい、ナタさんにはすごく甘いですよね。まるで砂糖をこれでもかとつぎ込んで、こってりした生クリームをのっけたチョコレートケーキみたいです。ダイエットには不向きすぎます」

「い、いや、別にそういうのじゃなくて！」

「じゃあどういうのですか」

　北斗が詰つめ寄る。

　冷たい後こう輩はいの眼まな差ざしに、馳郎はぱくぱくと口を開閉した。

　が、今度は助け船が入ったのだ。

「──まあ、許してやってくださいませ」

　一姫であった。

「馳郎さんは、昔からご自分がむっつりだということにも気づかれない方ですから」

「会長、擁よう護ごしてくれてない!?」

「あら、擁護の必要がありまして？」

　花のような一姫の微笑が、むしろとどめだった。生徒会長は笑え顔がおで人を殺すとは、黄坂高校なら知らぬ者とてない至言であった。

　七門の隣によろよろと討うち死にしかけて、

「……とりあえず、ナタは今度、また誘さそってみますよ」

　そう漏もらした馳郎に、今度は手鞠が手をあげた。

「はいはーい！　そのときは絶対呼んでよね！　あたしのつくったコスプレ衣装まだ着てもらってないんだから！」

「それ、まだ諦あきらめてなかったんですか……」

「ノーノー！　諦めるなんてありえない！」

　アメリカンドラマみたいに大げさに両手を振って、手鞠はかぶりを振る。

　実際のところ、ほとんど隔かく週しゆうで趣しゆ味みの変わるこの上級生には極きわめて珍しいことだったのだが、体操服の少女は腰こしに手を当てて、さも当然とばかりに言い放ったのだ。

「いいかなー戌見後輩？　コスプレはナタちゃんに着せるために始めたんだぞ！　ナースさんから巫女みこさんから各種深夜アニメのヒロインまでよりどりみどり。ばったんばったん着き替がえさせるのがあたしのジャスティスで初期衝しよう動どう！　だったらいくら飽きっぽくても、最初の目的を達成しなきゃ止やめられないっての」

　けらけらと、太陽みたいに笑う。

「────、」

　それが本当に眩まぶしくて。

　ナタの存在が、この場では当たり前なのだと、そう思えて。

「……まあ、そのときはよろしく」

　ついつい本気で嬉うれしくなってしまって──まるで照れ隠しのように、馳郎は頭を下げたのであった。
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「馳郎先輩、いつもああなんですか？」

　少年が去った後、北斗が訊きいた。

　生徒会室には、先輩の手鞠が残っている。パイプ椅子に座ったまま、窓から差し込む赤い光を受けて、体操服の少女は気持ちよさそうに伸のびをしていた。

「ん、ああって？」

　背もたれで後ろ向きになった手鞠に、北斗はかなり考え込んでから、口を開く。

「いや……こう、馬ば鹿かっていうか。皆みなさんどうして付き合ってらっしゃるんです？」

「ぷっ」

　手鞠が、思い切り噴ふき出した。

　これでも、北斗は台詞せりふを選んだつもりのようだったからだ。ともすれば慇いん懃ぎん無礼とも映る後輩が、案外罵ば詈り雑ぞう言ごんに慣れていないのがよく分かる。

「な、なんですか」

「いやいやいや、言いたいことはよーく分かる。ありゃ確かに馬鹿だもんね。底そこ抜ぬけの馬鹿だ」

　腕うで組ぐみして、うんうんと手鞠はうなずく。

「でもまあ、あれぐらい馬鹿だと付き合いやすいだろ？」

「そんなものですか」

「そんなもんさ」

　なんとなく釈しやく然ぜんとしない感じの北斗をよそに、よいせ、とパイプ椅い子すを傾かたむける。

　反動で、手鞠が立ち上がった。

「んじゃ、あたしはこれから中ちゆう華か街がいに行ってくるぜ！」

「中華街に？」

「今日はちょっと買い物があんの！　うっひひひ、んじゃまたねー！　これ鍵かぎだから、閉めたら職員室までよろしく！」

「あ、ちょっと先輩！」

「んじゃね！」

　引き留とめようとした北斗に、大きく手を振ふって。

　手鞠朝葉は、体操服のまま生徒会室を飛び出していったのだった。
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　生徒会室を退出した後、馳郎はそのまま校門に向かった。

　放課後になってずいぶん経たつので、あたりに人の気配はない。グラウンドからは運動部のかけ声も聞こえたが、彼らが下校するにはまだ中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。一姫たちも、もう少し生徒会の仕事を終えてから帰宅するとのことであった。

　黄昏たそがれ。

　誰だれぞ彼。

　静かに、緩ゆるやかに、なにもかもが紅くれないに染まる頃ころ合あい。

「…………」

　なんとなく足を止めて、馳郎はその色合いに引き込まれた。

　頭の隅すみでは、今日の割引はどこのスーパーがお得かなあとか、半ば自動的に考えてしまってもいるのだが、それとは別に少年の意識は鮮あざやかな夕ゆう映ばえに占しめられてしまっていた。

　きっと。

　こういう景色が、馳郎は好きなのだ。

　そして、多分、ほんの少しだけ嫌きらいなのだ。

（炎ほのおに……似てるから、かな）

　ぼんやりと、思う。

　自分の人生を一変させた、紅あかい炎。

　なけなしの千円札を握にぎりしめて買い物にいったデパートが、事故で全ぜん焼しようしてしまった事件。わずかな生き残りだった馳郎が、庇かばってくれた男からとんでもない遺産を押しつけられたのも、このときであった。

　白翁という名の、遺産を。

（……俺の場合、そんなのばっかりだよなあ）

　少しだけ、苦く笑しようする。

　どうしようもないことに巻き込まれて、いつのまにか抜ぬけ出せなくなって、思ってもなかったものを押しつけられて。二ヶ月前の事件でも思ったが、なんだか自分の人生にはそういう運命が刻まれているみたいだ。




　──『とろくせえからだよ、ハセ公』




　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りをある声がよぎった。

　まるで犬みたいなあだ名で、自分のことを呼んでいた面おも影かげが。

（あいつは──）

　その面影を、追おうとしたときだった。

「──いた！」

　突とつ然ぜん、絶大な力が、後ろ襟えりにかかったのだ。

　首根っこを引きちぎる勢いで、さほど軽くもないはずの少年の身体からだが、いとも簡単に宙へ浮ういたのである。

「────っっっっっ！」

　声が出ない。

　後ろ襟を摑つかまれているだけとはいえ、その筋力は常識外れ。気管を押しつぶすほどに圧あつ迫ぱくされ、ばかりか相手はぐんと膝ひざを折り曲げた。

（跳と、ぶ!?）

　思考より早く、加速度Ｇが脳と内臓を揺ゆさぶる。

　アスファルトが瞬しゆん時じに遠ざかる。ほとんど人間大のジェットコースター。視界と血液まで加速度Ｇで黒くブラツ偏向クアウトし、意識があっという間に遠ざかる。

（ま、ず──）

　完全に気絶するギリギリで、本能が押しとどめた。

　圧迫された喉のどが、ひとつの名前を絞しぼり出す。

「〈カエアン〉……！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉』

　機械音声が、応こたえた。

　学生服が裏返り、本来のスポーツジャケットの姿を取り戻もどし、その内側から仕掛マニピけ腕ユレータを繰くり出したのだ。

　折りたたまれたナイフが、自動的に襲しゆう撃げき者へと反はん撃げきする。

　しかし、

「邪じや魔ま」

　あっさり、そのナイフが弾はじき飛ばされたのだ。

　鋼鉄も断たち切るはずの特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんが、相手の指先ひとつで、半ばから叩たたき折られたのである。信じられない光景に驚きよう愕がくする暇ひまもなく、路地裏へと着地した相手が、馳郎の身体をぶんなげた。

　乱暴に、地面へと叩きつけられる。

　もっとも、さきほどの勢いからすれば、今度は可愛かわいいものだった。こちらを痛めつけるというよりも、単純に腹いせまぎれに放ほうり捨ててみたという感じであった。

「な、にを──」

　尻しり餅もちをついたまま顔を持ち上げた馳郎が──しかし、あんぐりと口を開く。

「……お前……っ！」

「相手見なさいよ。何、女の子相手に刃は物もの振ふるってんの、この変質者」

　卦けった糞くそ悪わるそうに、少女が言う。

　外見の年ねん齢れいは、十六ほどか。馳郎よりもやや幼く見える外見に、深しん紅くのチャイナドレスがよく似合っていた。くりくりした目の端はしにはうっすらと紅を差し、手首にはしゃらしゃらと鳴るリングをはめている。

　しかし、最も印象的なのは、右耳に付けた黒玉のイヤリングであった。

　夜そのものを結けつ晶しようさせた色合いと、まるで生きているかのごとき不思議な気配を放つイヤリング。

　その、持ち主は──

「……蓮リヤ花ンフア」

　名を、馳郎が呼ぶ。

　忘れるはずもない。

　同時に、この少女ならば、先の異様な筋力も当然だった。

　二ヶ月前の事件で初めて知り合った鬼き仙せん──吸きゆう血けつ鬼きこそが、彼女の正体なのだから。

「お前、なんで俺を」

「ちょっと話を訊ききたかったのよ」

　すん、と蓮リヤ花ンフアが鼻を鳴らした。

　こちらの首根っこを摑まえて、あわや窒ちつ息そくかというレベルで振り回したわがまま放題も、少女にとってはひどく自然なことらしかった。

　馳郎にしても、今いま更さら人間の常識を振りかざしても分かる相手ではあるまいと、ただ疲つかれたように息をついた。

「そんなの携けい帯たい使えば良かったろうが」

「持ってないわよ」

　あっさりと、蓮リヤ花ンフアは答えた。

「は？」

　ぽかんと、馳郎の口が開く。

「え、ちょっと待てよ。お前ら、一応リコから支し援えんを受けてるんだろ。だったら携帯ぐらい、いくらでも持てるだろ？」

「なんでそんなの必要なの？　自分に首輪をつけるようなものじゃない。何、やっぱり変態なのあんた」

「や、まあ、それは──」

　少女の言い分に、思わず黙だまり込む。

　クラスにひとりくらいは、そういう信条で携けい帯たい電でん話わを持たない者もいる。だけど、この少女の口から出てくると、あまりにぴたりと似合っていて納なつ得とくしてしまったのである。

「……まあ、いいや。じゃあ訊きたいことって何だよ」

　いろいろ抗こう議ぎするのも諦あきらめて、少年が言う。

　すると、蓮リヤ花ンフアはすっと目を細めたのである。

「それなんだけどね。──ナタは今いないの？」

「ん？　あいつなら事務所の留守番やってもらってるけれど」

　またナタのことか、と思った。生徒会と蓮リヤ花ンフアが同じことを訊いてくるのが珍めずらしくて、少年は瞬まばたきする。

「……ふうん。そっか」

　考え込むように、蓮リヤ花ンフアが形の良い唇くちびるに指をあてた。

「……おい、なんだよ。またぞろ、あいつをどうこうしようってんじゃないだろな」

　馳郎が、声を低くする。

　もともと、この蓮リヤ花ンフアはナタを追って、大陸の妖よう山ざんから下りてきたという相手だ。

　現在ではリコとの取り引きによって、安易にこちらへ手を出さぬよう取り決めているが、完全に安心できる相手というわけでもない。──いや、さきほど力ちから一いつ杯ぱいに振ふり回された恨うらみも、少しは混じってるけれど。

　すると、

「…………」

「な、何だよ」

　じっと見つめてくる蓮リヤ花ンフアに、馳郎がごくりと唾つばを飲み込む。

　黙っていれば誰もが目を見張る美少女なのだが、片手でこちらの首をもぎ取れる怪かい物ぶつだと知って、悠ゆう々ゆうと観賞できるはずもない。

　数秒ほどそうして、少女はすっと顔を上げた。

「あんた見てると、どうにも逐ちく一いち話すより、その目で見てもらった方が早そうなのよね。あたしもいちいち話すのとか面めん倒どうくさいし。それより殴なぐった方が早いし」

「いや待て。どう聞いても不ふ穏おん当とうな台詞せりふが交じってたぞ」

「よし、決めた」

　少年の言葉を無視して、ぽんと蓮リヤ花ンフアが自分の手を叩いた。

「ほら、千円あげる」

　一枚の紙し幣へいが、少女の白い指に翻ひるがえったのだ。

　馳郎の目が、その紙幣に合わせて泳ぐ。

「は？　何これ──」

　対して、少女は極きわめて明快に答えたものである。

「雇やとってあげるって言ってるのよ。下手へたに問答を繰り返すより、一いつ緒しよに調べてもらった方が早そうだもん」

「いや待て！　待て待て！　こっちも受けるかどうか決める権利ぐらいはあるっつの！　こんな滅め茶ちや苦く茶ちやな方法で連れてこられたあげく、手前勝手な依い頼らいまで聞いてやる必要はねえだろ！」

　何しろボディガードは、馳郎にとっての夢の職業だ。

　憧あこがれの職についている実感あればこそ、千円ボディガードという破格の値段に胸を張れる。まともな護衛依頼でないとはいえ、さきほども生徒会の仕事をかたづけたばかりなのだし、無体な依頼人まで面倒を見る道理はない。

　が。

　これは、にんまりと蓮リヤ花ンフアが笑ったのだ。

「──先月、中ちゆう華か街がいで庇かばってあげたのは誰だれだっけ？」

「うぐ」

　馳郎が喉を詰つまらせる。

　北斗の一件だった。あの〈おに〉の少年──少女を庇うため、馳郎は中華街と蓮リヤ花ンフアを利用したのである。一日とはいえ住居も提供してもらっていたことを思いだし、たちまち馳郎の形勢が悪化する。

「……で、でもな」

「仕事中は飯付き」

　少女が指を立てると、あまりにも絶ぜつ妙みようなタイミングでぎゅるるるる……と馳郎の腹が鳴った。この裏切り者と思いつつ、生理現象相手には文句も言えぬ。ナタと同居を始めてから膨ふくらんだ生活費は、当然のごとく食費に跳はね返っていたのである。

　ふふん、と少女の笑えみが、勝利の確信を深めた。

「……あ、その、俺は……」

「だったら」

　と、ほのかな笑みを含ふくんだ声が、ここぞとばかりに駄だ目め押おしする。




「あたしの懇こん意いにしてる中華料理屋で好きなだけ奢おごってあげる。食べ放題ならどう!?」




　まさに、渾こん身しんの一いち撃げきであった。

　いまだ成長期たる少年にとって、これ以上の取引材料もあるまい。

　数秒して。

　がくり、と首がうなだれた。

「……わ、分かりました」

　敗北の重みに両手をついて、あっさりと尊厳が投げ捨てられたのであった。




　　　　３




　朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアについて、馳郎が知ってることはあまりない。

　どうも、鬼仙のお嬢じよう様さまっぽいとか。

　さっきのやりとりからも分かるように、異常なまでの筋力の持ち主だとか。

　そういう表層的な事こと柄がらが、馳郎の認にん識しきしている精せい一いつ杯ぱいだ。大陸から日本までナタを追いかけるような探たん索さく者に選ばれた理由とか、少女には少女なりの複雑な人生があるはずなのだが、そのあたりはさっぱり分からない。

　今も、遠い国の鼻歌をうたいながら、中チヤ華イナ・街タウンを闊かつ歩ぽする少女はなんとも魅み力りよく的な謎なぞを秘ひめたままだ。

（……やっぱ、相そう互ご理解は必要かなあ）

　ぼんやり考えていて、ふと脳のう裏りをある面おも影かげがよぎった。

「あ、そうだ。前の執しつ事じはどうしたんだ？　ほれ、いつも糞とかどうとか余計な枕まくら詞ことばばっかり付け加えてた、口の悪いやつ」

「少シヤ影オインのこと？」

　ぎらん、と少女の瞳ひとみがこちらに向いて輝かがやいた。

「あ、あ……た、多分、それ」

「あいつなら、前の事件の報告で大陸に帰ってるわよ。──もう戻らなきゃいいのに」

「……お、おう」

　最後の言葉が照れ隠かくしなどではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの殺気を横おう溢いつさせた発言だったので、かくかくと馳郎はうなずいた。

　うん、立場を間ま違ちがえていた。自分はこの少女と対等な協パー力トナ者ーなどではなく、相手の気まぐれひとつでひねり潰つぶされかねない虫ケラなのだ。そういえば鬼仙が人間に抱いだく感情は家か畜ちくかペットのようなものとか言ってた気もする。

（……つうか、潰されかけたの俺だし）

　二ヶ月前の事件と、ついさきほどの行状を思い出す。

　これ以上突つっ込むと、むしろ自分の命が危ない。

　話題変へん更こう。

　こう、なるべく平へい穏おんなやつ。

「ええと、蓮リヤ花ンフアは普ふ通つうにご飯食べたりするのか？」

「ん？　そんなの気になるの」

　思おも惑わくが成功したのか、今度の声こわ音ねは幾いく分ぶん柔やわらかかった。

「んー、別に必ひつ須すってわけじゃないのよね。あんたも知ってるだろうけど、あたしらは直接氣チイを吸えば、生命活動──といってもあんたらの科学で使う用語とはちょっと違うけれども──には問題ないし」

「へえ、便利なのな」

「場合によりけりよ」

　馳郎の感想を、少女鬼き仙せんはひらひら手を振って否定する。

「直接氣チイを吸えるといっても、条件付きの場合も多いもの。花からしか吸えないとか。定期的に高山の空気を吸わないと駄だ目めとか。まあ、よっぽどの変わり者の支族でない限り人間からは吸えるけれど、こっちはこっちで相あい性しようがあるわね。合わない相手から大量に吸うと、しばらく気分が悪くなるわ」

「気分が悪くなるぐらいだったら、別にかまわないんじゃねえの？」

「──あんただったら、おなかすいてるからって生の蛙かえるにかぶりつく？　それに人間社会だときっちり隠いん蔽ぺい工作しないと事件になっちゃうでしょ。あたしたちだって面倒くさいわよ、そんなの」

「ああ……なるほど」

　少女のたとえで、馳郎も納得した。

　以前、ナタが黄坂市にやってきた際、氣チイに餓うえてそこら中の人間から吸いまくってしまったことがあったが、あの直後少女は近くの路地裏で倒たおれ込んでいた。今考えてみると、そういう相性の問題もあったのかもしれない。

（生の蛙とかは……蒼そうさんあたり食べちゃいそうだけど）

　同じ〈たまゆアパら荘ート〉の隣りん人じんを考えて、馳郎は淡あわく苦く笑しようした。

　およそ貧びん乏ぼうぶりでは馳郎と張る唯ゆい一いつの人材だ。もっとも、千円ボディガードのほか大量のバイトやらにあけくれる馳郎と違って、向こうはひたすら自じ堕だ落らくに過ごしている。最近に至っては、図書館から図ず鑑かんを借りだしてきて、どれが食べられる雑草かなどと言い出している始末だ。

　大家探たん偵ていを自じ称しようする天あま草くさしじまといい、あのアパートにはフリーダムな人間が多すぎると、時々馳郎も思う。

「…………」

　すん、と鼻をうごめかす。

　夕暮れの中華街には、さまざまな屋台の香かおりが混じり合っていた。蒸むされた肉まんや中華ちまき、ほどよく飴あめ色いろになった焼き豚ぶた、腸ちよう詰づめに使われたハーブ、はたまたココナツミルクや杏あん仁にん豆どう腐ふの甘い匂におい。

　刺し激げきされて、もう一度鳴りだしかけた腹をそっと押さえる。

（……今日は、生徒会の手伝いでろくに昼食も食えなかったしなあ）

　事実上、馳郎が生徒会の第二庶しよ務むとして見られているのは、こうした扱あつかわれ方のためである。〈春の嵐あらし〉などとも呼ばれたりする生徒会長・春荻一姫の暴ぼう虐ぎやくを一身に引き受けた少年は、こっそり学校中の同情を集めていたりもする。

　そんな物思いにふけっていたから。

　歩きながら、蓮リヤ花ンフアが漏もらした一言も、聞き損そこねたのだ。

「まあ、例外もあるんだけどね……」

「え？」

「いいの。別に今回関係ないし」

　それで、話が打ち切られる。

　もう数分ほど歩いたところで、少女が視線を移した。

「あ、ここ、ここ」

「ん？」

　つられて、馳郎も隣となりを振ふり向いた。

「日本に来て、やっと舌が合った店でさ。ま、約束通り奢るから、遠えん慮りよしないで食べていってよ」

　蓮リヤ花ンフアが入っていったのは、裏路地の、小さな中華料理屋だった。

　こまめに掃そう除じはされているようだが、いかにも下町の古いラーメン屋といったおもむきで、少女が気に入りそうな雰ふん囲い気きはまるで皆かい無むだ。

「……うん、オチが見えたぞ」

　ひそやかに、呟つぶやく。

　毎度毎度辛つらい目にあってる馳郎だが、学習機能がないわけではない。期待して肩かたすかしをくらうことなど日常茶さ飯はん事じだ。

（これは日本に来てラーメンが好きになったとか、下手へたしたらインスタントラーメンが好物とか、そういうアレだな）

　確か、日本のラーメンはもはや中国本場のそれとは別物だとか、テレビか何かで聞いた気がする。大陸からやってきたばかりの少女が、思いがけず気に入ってしまっても不思議はあるまい。

（……ま、それはそれでいっか）

　とも思う。

　もとより空腹が理由で受けた仕事だ。飢うえを癒いやせるなら十分だし、それなりのラーメンなら馳郎としては十分なご馳ち走そうだ。考えていて、自分でちょっと悲しくなってきたが、ひとまずそのへんは棚たな上あげする。

「んじゃ、いつものお願い。とりあえず量だけふたり分」

　店に入るや、蓮リヤ花ンフアが勝手にメニューを決める。

　いつもので通じるということは、先に言ってた通り懇意にしてるのだろう。

「お前、しょっちゅうここ来てんの？」

「週に二、三回ぐらいかな。朝から夜までやってる店だし」

「へえ。さっき食事は必須じゃないって言ってたから……じゃあ、趣しゆ味みってこと？」

「趣味」

　その言葉に、ちょっと驚おどろいたように少女が瞬まばたきした。

「趣味。趣味かあ。──ん、いいなそれ。これからそう言おうっと」

　なんだか、小さな子供が思いがけないプレゼントでも貰もらったように、そんなことを口にしたのだ。

　まさかそんな反応が来るとは思わなかったので、馳郎も面めん食くらった。

「……お前、趣味ってなかったの？」

「ずっと山の上だったもの。爺じいさん婆ばあさんは辛しん気きくさく何百万回目かの囲い碁ごやったり、延々と同じ風景の絵を描かいたりしてたけど、あたしが同じコトしてるのって想像できないでしょ」

「うん、できない」

　正直に答えると、ころころと蓮リヤ花ンフアが笑う。

　仕草や横顔は確かにお嬢様っぽいのだが、そういうざっくばらんさが馳郎には心ここ地ちよかった。

「……この国は、いろんな色に満ちてるわね」

　かすかに、少女が目を細めた。

　そうすると、どこかナタに似ていた。遠くを見るような、通り過ぎた過去を見るような瞳。ひょっとすると、彼女たちだけではなく──鬼仙という種族に特有の在り方なのかもしれないと、唐とう突とつに馳郎は思った。

　この世界と、切り離はなされたモノの在り方。

「──それこそ、無む駄だって言わないのか？」

　少シヤ影オインみたいにと言いかけて、こちらは鬼き門もんだと寸前で省く。

　すると、少女はにっこり笑ったのだ。

「あたし、無駄って好きだもの」

「好き？」

「うん。それって格好良いじゃない。ばんばんつくって、ばんばん飽あきて、ばんばん使い捨てればいいわ。山を削けずって海を埋うめ立てて宇宙そらまで手を伸のばして、そういう無駄が人あな類たたちの生き方だっていうなら、存分に楽しめばいいのよ。それは勝者の権利だし、勝者がやりたい放題にやるのは世界の摂せつ理りってもの。変に閉じこもって、鬱うつ々うつされる方がたまらないわ」

　エコや倹けん約やくといった風潮に真正面から喧けん嘩かを売るような言葉だが、それもこの少女らしかった。

「なんつうか、弱肉強食って言葉好きだろお前」

「あ、それ初耳だけどいいわね！　前に張り紙にあった暴飲暴食ってのも素す敵てきだったわ」

「褒ほめ言こと葉ばじゃねえよ!?」

　思わず突っ込んだときだった。

「あ、きたきた！」

　振り向いて、少女が勢いよく手をあげたのだ。

　しかし。

　店員がテーブルへ置いた皿に、馳郎は大きく目を剝むいた。

「………………………………え？」

　間ま抜ぬけな、呼気が漏れる。

　なるほど、皿の上の料理は、実に美味おいしそうに焼けていた。色つやといい匂いといい、申し分ない。きっと厨師コツクは一流なのだろう。盛りつけに使われた香シヤン菜ツアイの彩いろどりも素す晴ばらしいの一言だ。

　ただし。

　蛙であった。
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　どうしようもなく、蛙であった。

　両脚あしをふんばったヒキガエルにも似た料理が、皿の上に鎮ちん座ざしていたのであった。

「さあさ。約束通りおごりだから好きなだけ食べちゃって。ここの脚のねー、コリコリしたところがイケるのよ」

「…………」

　思考停止。

　だらだらと、冷や汗あせがこめかみを伝う。

「お、お前……」

　かろうじて、言葉がカタチになった。

「お前！　さっき腹が減ったからって、蛙なんかにかぶりつくかって言っただろ！」

「何言ってんの。蛙は焼くか煮にるかしないと駄だ目めでしょ」

　蛙だった一部を箸はしで持ち上げて、平然と蓮リヤ花ンフアは言ってのけたのだ。

　誤解に、やっと馳郎は気づいた。

　うん、店に入る前、蓮リヤ花ンフアも言っていたではないか。舌が合うと。つまり、それは日本に来てから覚えたような味じゃなくて──

「──いまいち、理解されないのよね、この趣味。大陸戻もどる前にこの店教えたのに、あいつ箸もつけなかったし」

　ぷう、と少女の頰ほおがふくらむ。

　この場合、あいつが誰だれかというのは、考えるまでもないだろう。

「……ええと、鬼き仙せんはみんなこういうのが好物、ってわけじゃないんだな」

「……いいじゃない。あたしは好きなんだから」

　ちょっとだけ恥はずかしそうに頰を染めて、蓮リヤ花ンフアが蛙かえるの脚にかぶりつく。その表情だけ見ていれば可か憐れんと言えなくもないのだが……。

「…………」

　ほかほかと、蛙は湯気をあげている。

　匂いだけなら、最高級だ。さっきから空腹感はレッドゾーンを振り切っている。ちらちらとこちらを見つめている視線は、はたして同好の士を求めてのものか。むしろ生け贄にえを求める邪じや教きようの巫女みこに見えるのは、馳郎の気のせいだろうか。

　だが。

　もとより、戌見馳郎に食事を残すなんて贅ぜい沢たくができるはずもない。

「…………っ」

　覚かく悟ごを決めて、少年はぶったぎられた蛙の脚を口に放ほうり込んだのだった。
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　地平線に、日が落ちて。

　消えかかった青い光がまだ空に残っている時間、大家である天草しじまは〈たまゆら荘そう〉へ戻っていた。

　小学生みたいな身体からだに鳥とり打うち帽ぼう、インバネスコートのホームズスタイル。

　なにせ、大家探たん偵ていなのだ。

　実際のところ、原典にホームズがそのようなスタイルだったという記述はないのだが、これは幼い頃ころからのしじまの憧あこがれである。もっとも、そんな『本業』であるところの探偵業はもっぱら開店休業状態であり──少なくとも千円の仕事自体は舞まい込んでいる馳郎を、しじまはひそかにライバル視していたりする。

（なんとか秘ひ訣けつを学びたいな～）

　学んだところで、探偵が格安の何でも屋に変わるだけなのだが、これはしじまも気がついていない。

　ビニール袋ぶくろを片手に、玄げん関かんを通り過ぎようとしたところで、少女が顔をあげた。

　音もなく──玄関からひとりの人ひと影かげが現れたのだ。

「あれ、ナタちゃん？　おーい！」

　ぶんぶんと手を振る。

　返事はなかった。

　聞こえなかったはずはないのだが、ナタは振ふり返ることなく、そのまま滑すべるように薄はく暮ぼへと溶とけ込んでいった。

「あにゃにゃ？　どうしたんだろ、ナタちゃん……」

　ふにゃふにゃと手を下ろして、しじまは首を傾かしげた。

　まあ、なんか返事をする気分じゃなかったのかなと、強ごう引いんに結論づける。女の子にはいろいろあるし。

　探偵としては失格そのものの推理だったが、それきりでしじまは思考を停止した。

　ビニール袋を、くるんと回す。

「うん、こっちもこっちで大家の仕事があるしね」

　自分に言い聞かせるみたいに、少女がひとり合が点てんする。

　中身はタマネギやらカレー粉やらを始めとした食材であった。

　どうせ、隣りん人じんである赤あか月つき蒼そうは、今夜もろくな食事の用意ができてないのだろう。だったら、あの自じ堕だ落らく男に栄養をつけてやるのも仕事の内だと、しじまが（勝手に）スーパーで買ってきた品である。

　なにせ、自分は大家なのだから間ま違ちがいない。

　この数分後、意い気き揚よう々ようと進軍した少女は、鬱うつ陶とうしがった赤月に追いやられるのだが──結局それきりで、いくつかの怪かい奇き事件に解明のきっかけを与あたえた大家探偵物好きも、この件から離れてしまった。

　ただ。

　ある印象だけが、頭の隅すみにこびりついていた。

　まるで操られているような歩き方だったな、となんとなく思ったのであった。
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　──恐おそろしいことに、食えてしまった。




　むしろ旨うまかった。

　後からやってきたイナゴの唐から揚あげやサソリの串くし焼やきも、驚おどろくほど美味ではあった。ぱりぱりと砕くだける食感はポテトチップスみたいだったし、香こうばしさが口の中に広がるのは海老えびの唐揚げとよく似ていた。

　最後に出されたお茶もほどよい熱さで、口の中はさっぱりしている。

「……ああ」

　小さく、ため息。

　食後の満足感こそ恐ろしいと思いつつ、馳郎は店を後にしていたのである。

　今は、あてどもなく蓮リヤ花ンフアの背中を追いかけているきりだ。

「なんか、大切なものを奪うばわれた気がする……」

「別にいいでしょ。美味しかったんだから」

　顔を押さえた少年へ、蓮リヤ花ンフアが唇くちびるをとがらせる。

「美味しかったけど！　美味しかったから奪われた気がするんだろ！」

「面めん倒どうくさいヤツね。いい経験ができたんだから素す直なおに喜んだらどう？　大陸の店でもあれだけちゃんと下した拵ごしらえしたのは、なかなか食べられないんだから。それに、食べ放題って約束も守ったでしょ」

　言うことばかりは正論なので、うつむくしかない馳郎である。

「……ありがとうございます」

「よろしい。あんたはそうやって犬みたいに尻しつ尾ぽ垂れてればいいんだから」

　ふふんと得意げに微笑して、蓮リヤ花ンフアが指をくるくる回す。

　その円えん環かんを見み遣やってから、

「──で、俺を雇やとった用事って何なんだよ」

「んー、それなんだけどね」

　不満げに馳郎のあげた質問へ、蓮リヤ花ンフアは軽く腕うでを組んだ。

　ひょい、とその視線が背後へ移された。

　馳郎の、さらに後ろだった。

「……あ、やっぱり来た」

「え？」

　通りの陰かげから新たな人物が転がり出たのだ。

　いや、はたしてそれは人だったろうか。

　丸かった。

　もはや人間というよりも球体生物というべき姿に、おまけのような手足が生えて、ぴしっと軍隊のごとき敬礼を取ったのだ。

「オス！　蓮リヤ花ンフア様、やっと見つけたっス！」

　馳郎と、およそ同年代と思おぼしい少年である。

　着込んだジャージもぱんぱんにふくれあがっていて、足に履はいたスニーカーが視覚に隠かくれてしまうほどだった。

「ご苦労様」

「いやいやご苦労様じゃねっスよ！　ここ数日報告がないもんですから、長老様とかガチ怒いかりっスよ！　ヤバイっスよ！」

「別にいいじゃない。長老とかいってもここの縄なわ張ばりを守ってきただけの代理人みたいなもんでしょ。いちいち口挟はさまれる覚えはないわよ」

　蓮リヤ花ンフアが軽く鼻を鳴らす。

　それが利きいたのか、球体の少年はおろおろと視線を動かし──隣となりで所在なげにしてる馳郎へと向けた。

「あ、そうだ！　こちらのみすぼらしい餓が鬼きはなんなんスか？　なんか、えらい趣しゆ味みのわるいジャケットっスね」

「例の白翁よ」

「うひょう!?」

　人間大のボールがぽんと跳はね上がる。

「おおおおお、これは初めまして！　白翁様、超ちよう格好いいっス！　そのジャケットとかホント最高っス！」

「…………」

　物もの凄すごい手の平返しだった。

　いっそ清すが々すがしいレベルである。変わり身の速さに、馳郎は目め眩まいさえ覚えた。一いつ瞬しゆん、ノイズのような機械音声があがったのは、〈カエアン〉による精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎであったろうか。

「な、なに、お前」

「これはご挨あい拶さつが遅おくれまして！　俺様、蓮リヤ花ンフア様の中ちゆう華か街がいでの案内人を務めてます包パオと申します！　どうぞどうぞお見知り置きを」

　片手で自らの拳こぶしを包む拱きよう手しゆとともに、包パオがへこへこと頭を下げる。

　その間へ割り込むようにして、蓮リヤ花ンフアが口を挟んだ。

「分かったでしょ。こっちはちゃんと白翁も連れて、お仕事の真っ最中なわけ。さっさと帰って、長老に報告でもなんでもすればいいわよ」

「や、でも、せっかく白翁様と会ったわけですし、ここはせめてお茶の一いつ服ぷくでも！」

「潰つぶすわよ？」

　氷ひよう刃じんのごとき鋭するどさで、蓮リヤ花ンフアが告げる。

　効果は覿てき面めんだった。

「うひょおおおう!?」

　ゴロゴロゴロ、と擬ぎ音おんが聞こえそうな勢いで、男は路地裏に退場していったのだ。

　それはもう驚くほどの速度で、馳郎がこっそり路地を覗のぞいたときには、もう背中も見えなかった。

「……なんだったんだあれ」

「気にしないで。ただの馬ば鹿かだから」

　すげなく、蓮リヤ花ンフアが言い捨てる。

「でも、白翁を連れて──とか言ってたよな。お前が俺を雇うのって、なんか白翁の立場が必要な用事ってわけ」

「…………」

　蓮リヤ花ンフアの目が、ほんの少し細まる。

　こういうときだけ頭が回るのね、とでも言いたげな瞳ひとみであった。

「それだと、まずい？」

「……んー、ものによるかな」

　ボディガードの仕事に、白翁の立場を利用することを馳郎は厭いとわない。しかし、それを前提とした依い頼らいをよしとするかは、また別問題だった。

　それを察したか、少女がもう一度口を開いて、

「もし、あんたが文句あるって言うんだったら──」

「だけど。さっきの飯、旨かったしな」

「…………っ」

　面めん食くらったように、蓮リヤ花ンフアが瞬まばたきした。

　きっかり三秒、きょとんとした少年を見つめてから、急にうつむく。

「……買収に、乗ってくれるってわけ？」

　長い髪かみをいじりながら、そう呟つぶやいたのだ。

「まあ、そういうことで」

「ふうん。じゃあ、また奢おごってあげる」

「いや、それは勘かん弁べんしてほしいんだけど！」

　大きく手を振った少年の言葉をはたして聞いていたものか、少女は勝手にうなずいて、夜空を見上げた。




「……うん。そろそろいいぐらいかな？」




　校門で出会ったのが夕暮れだったので、すでに時間は午後八時を回っている。六月とはいえ、街はとっぷりと夜に沈しずんでいた。多くの屋台は店じまいしており、独特の匂においも薄うすれかかっている。

　すう、と少女が瞼まぶたを閉じた。

「蓮リヤ花ンフア？」

「少シヤ影オインみたいに昼は駄だ目めってほどじゃないけど──やっぱり夜の方が好きかな。あたしも鬼き仙せんだし」

　ふわりと、唇がほころぶ。

　その笑えみすら、違ちがって見えた。

　内側から、ひんやりと冷気が漂ただよってくるようだった。

「研とぎ澄すまされてくるの。──身も心も、不死属性も」

　瞳は、徐じよ々じよに色を変えるようだった。

　瞳どう孔こうは輝かがやく黄金、縁ふち取どる色は血のごとき紅くれない。

　火か眼がん金きん睛せい。

　大陸の魔ま眼がんを体現して、少女は振ふり向かぬまま馳郎の手を取った。こちらの芯しんまでぞくりとするような、ひんやりした手であった。

「て、お前──」

「──こっち！」

　少女が、跳とんだのだ。

　つい数時間前の、校門での再現。しかし、今回はあの比ではなかった。

　その跳ちよう躍やくたるや、ひと飛びで数十メートルを超えたのだ。

「──うあっ!?」

　右手が、ひきちぎれるかと思った。

　風の〈おに〉──北斗との一件で空に飛ばされたこともある。しかし、あれは気流によって吹ふき飛ばされたもので、極きよく端たんなたとえではあるが乗り物による移動に近い。

　これは、純然たる筋力だ。

　ゆえに、馳郎にかかる負担は桁けた違ちがいだった。

「ぶおあはっ！」

『自動オート起動・ブート。血流閉へい鎖さプログラム０１──〈シャッター〉』

　コンマ数秒で、ジャケットの内側がパンプアップする。

〈カエアン〉が咄とつ嗟さに緊きん急きゆう用エアバッグを起動させて、血流の移動を抑よく止ししたのだ。そうでなければ、今度こそ気絶していたに違いない。

　余談だが、これは前回の空中戦の反省をふまえて、リコと〈カエアン〉が製作した新装備である。本来、飛行用ユニット〈イカロス〉と連動するプログラムだが、先の蓮リヤ花ンフアの行動から、この数時間ほどで改造をはかったらしい。

「さ、サンキュー、〈カエアン〉」

『これまでのことで、おそらく二回目もあると予想出来ましたから』

　スマートな機械音声とともに、強い風が少年の癖くせっ毛をなびかせる。

　どうやら、近くのビルの屋上へ飛びのったらしい。

　少女は手を離はなし、柵さくの向こうに立っていた。

「て、お前無む茶ちやを──」

「あれぐらい耐たえてよ」

　ぴしゃりと言ってのけるが、蓮リヤ花ンフアの意識はもはや馳郎をとらえてはいない。

　爛らん々らんと狩かり人ゆうどのごとく、屋上から中華街を見下ろしている。夜景には点々とネオンが灯ともり、はたまた中ちゆう華か灯とう籠ろうが赤や黄色の光を放ち、少女の微笑を照らしている。

「星みたいね」

「え？」

「人間は、地上に星空をつくるのね。信じられないぐらいの労力を費ついやして、いっぱいの光をばらまいて。まるで馬鹿みたい」

　馬鹿のひとりだと言われながら、馳郎は文句をつけることができなかった。

　そう呟く少女の瞳が、とても愛いとおしそうだったから。

　しかし。

　すぐに、その黄金いろが深くなる。

　何かを見つけたのだと、少年も悟さとった。

「……いた」

　と、囁ささやきがこぼれた。

　中華街の一点。馳郎にも見えないどこかを、蓮リヤ花ンフアは睨にらみつけている。その視線で、夜を貫つらぬいている。

「……今日こそ、逃にがさないから」

　吸きゆう血けつ鬼きとは、狩人の別名でもあったか。

「おい、なんのこった？」

「追ってるのよ」

　再び少年をひっつかんで飛ひ翔しよう。

　今度は幾いく分ぶんか柔やわらかく、ビルの真下へと飛び降りる。

　放ほうり投げるように馳郎を離して、少女はびっと自分と反対側を指さした。

「あんた、右の通りから回り込んで！」

「え？　おお、分かった」

　一応は雇やとわれの身である。

　少女の言葉に従って、馳郎は右の通りから路地裏へと回り込む。

　すえた臭においが、鼻についた。黄坂市の中華街は結構な広さで、区の三分の一を占しめるほどだ。このあたりは電灯も少なく、人通りも少ないため、あまり治安のよろしくない地域ではあった。

　観光客が放置した残飯や紙コップもそのままで、生ゴミを踏ふまないよう用心深く、速度も落とさないようにして、もう一度角を曲がりかける──

『──マスター』

　不意に、ジャケットが喋しやべった。

　いつもと同じその響ひびきが、少年の足を止めた。

「……え？」

　それだけでは、すまなかった。

　悪あく臭しゆうに紛まぎれた、とある臭いを、少年は嗅かぎ取った。

　感じてしまえば、自然と身体からだのスイッチが切り替かわっていた。

（…………っ！）

　喉のどが、えずく。

　石でも吞のみ込んだように、胃の底が重くなる。

　視線は、路地の奥へ──ぽっかりと沈み込んだ闇やみへと据すえられていた。

　縦横わずか数メートルばかりの狭せまく区切られた暗黒に、見てはならないものが詰つまっていると、少年のあらゆる感覚が訴うつたえていた。

　……ああ。

　聞いてはならない音が、こだましている。

　ぴちゃぴちゃ。

　ぴちゃぴちゃ。

　ぴちゃぴちゃ、と音がしている。

　粘ねばっこい水が、執しつ拗ようにアスファルトを叩たたく音。鼓こ膜まくにべっとりとへばりつくような、そのまま神経まで染しみ込んでしまいそうな音。車道の水たまりに口づけて、汚お水すいを貪むさぼるかのような音。

　ぴちゃぴちゃ。

　びちゃびちゃ。

　ぐちゃぐちゃ。

　ぴちゃぴちゃ。びちゃびちゃ。ぐちゃぐちゃ。ぴちゃぴちゃ。びちゃびちゃ。ぐちゃぐちゃ。

「あ……ああ……」

　馳郎の声ではない。

　それは、闇からの呻うめきだ。

　路地の奥で抱だきかかえられ、虚うつろな目をこちらに向けた者の呻き。

　よりにもよって、その言葉はこう続いたのだ。




「戌見……後こう輩はい……？」




　体温が──下がる。

　頸けい動どう脈みやくから、大量のドライアイスをぶちまけられた気分。こめかみから首もとまで、どっと噴ふき出た汗あせの冷たさ。

　そして、

「……美味おいしい」

　こくこく、と抱きかかえた側の喉が、艶なまめかしく動いた。

　夜目にも、異様なまでに白い喉だった。ろくに見えやしないのに、染みひとつないと確信できた。美しいとか悩なやましいとか以前の、いっそおぞましいほどの白だった。その喉の下部には細い金属の首チヨ輪ーカーが締しまっており、少女の姿をことさら嗜虐的に飾かざっている。

　その髪かみも、また。

　黄金を梳くしけずったかのような、月の光で造形したかのような、憂うれいのある金きん髪ぱつ。

　鮮せん烈れつすぎる姿は、常人の意識を刈かり取るほどだった。少女以外の色が、周囲の空間から褪あせていくようにさえ思えた。

　だが。

　戌見馳郎は、もっと重大なことに心を奪うばわれていたのだ。

　掠かすれた声が、口をつく。

「手て鞠まり……先せん輩ぱい……！」

　そう。

　抱きかかえられているのは、黄坂高校・生徒会書記──手鞠朝葉であった。

　紙みたいな顔色で、手足からぐったりと力が抜ぬけている。その首筋からこぼれた血が、さきほどから地面に滴したたっているのであった。

　そして。

　そして、

「……あなた」

　抱きかかえた少女が、顔をあげる。

「あの子の匂におい、する」

　その顔は──アカイ。

　その唇くちびるが──アカイ。

　その瞳ひとみも──アカイ。

　紅と黄金の双そう眸ぼうは、見間ま違ちがうはずもない火眼金睛。

　ぞっとするほどのアカイロに口元を染めて、首チヨ輪ーカーの少女は、いとも無む邪じや気きに笑って見せる。
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　──はたして、この時。。


この瞬しゆん間かん、戌見馳郎は、本当の地じ獄ごくに足を踏み入れた。









　第二章　滅びのヒメ
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　ぷつん、と少年の内側で、何かがちぎれた。




　──音が、消えた。

　──色が、消えた。




　極限まで集中力が高まると、人間の脳は余分な処理を排はい除じよするという。

　今の場合、馳はせ郎ろうにとって最も重大な任務を果たすために──それ以外の情報を、少年の身体が拒きよ絶ぜつしていた。

　思考起動スイツチ。

〈カエアン〉の人工筋肉が、馳郎の跳ちよう躍やくを加速させる。縦ではなく横。完かん璧ぺきに制せい御ぎよ・増ぞう幅ふくされたベクトルによって、数メートルはあった間合いが刹せつ那なで消去。

　まさに、神速。

　汚よごれた壁かべもアスファルトも、モノクロに溶とけて。

　首チヨ輪ーカーの少女から手て鞠まりをかっさらうべく、馳郎が半ば無意識に腕うでを伸のばす。

　しかし、

「……鳥ニイアオ」

　ぽつり、と首チヨ輪ーカーの少女が囁ささやいた。

　そっとあげた手首から金属の腕うで輪わがずれて、自然に肌はだが裂さけた。

　その切り傷より渦うずのごとく大量の血が舞まい上がり──なんと、数羽わのアカイ鳥と化したのだ。奇き怪かい極きわまる現象に馳郎が驚きよう愕がくするよりも早く、それらの鳥が少年の身体に襲おそいかかったのである。

「────っ!?」

　身をひねるのが、精せい一いつ杯ぱいだった。

　上下左右、それぞれの軌き跡せきで飛ひ翔しようした妖よう鳥ちようの一羽が、肘ひじをかすめる。途と端たん、それは少年の腕を搦からめ捕とるアカイ鎖くさりに変じた。一いつ瞬しゆん動きが鈍にぶった少年を、たてつづけに妖鳥が捕らえ、それらもまた堅けん固ごたる血の鎖となった。

（硬かた、い!?　これも──不死属性ってヤツか!?）

　もとは液体のはずなのに、〈カエアン〉の人工筋肉をもってしても、びくともしない鎖であった。

「獅子シージー、蛇シエ」

　さらに少女が呟つぶやくや、手首の切り傷から血液が舞い上がる。

　言葉通り、それは真しん紅くの獅子となり、朱しゆ色いろの蛇となって少女に付き従った。獅子は鋭するどい爪つめで地面を削けずり、蛇は打ち並んだ牙きばを剝むきだした。

　しゅるしゅると、長い舌が眼前で蠢うごめく。

　馳郎の顔を、呼気が打った。

　血液でつくられたこの獣けものたちは、呼吸もしてのけるのだった。

「……あなた、何？」

　改めて、少女がことりと首を傾かしげた。

　近づくと、なおさら異様な白さが強調される。無む垢くというよりも病的。病的というよりも魔ま的。火か眼がん金きん睛せいの妖よう眼がんと、黄金の髪もあいまって、もはやこの世のものとも思われない。

　ぎり、と奥歯を嚙かんだ。

「……何も、糞くそも、あるか」

　絞しぼり出すように、馳郎は言う。

　こちらを縛しばりつけた血の鎖の生ぬるさも、得体の知れぬ少女への恐きよう怖ふも、胃の底から噴き上げる怒いかりが塗ぬりつぶしていた。

　鎖を引っ張り、吼ほえた。

「俺の先輩に、何してやがる！」

「これ？」

　少女の視線が、腕に抱だいた少女を見下ろす。

　ひどく無機質な眼めであった。とろりと口元からこぼれた血が、喉のどを伝って胸むな元もとまでを汚す様がたまらなく淫いん靡びで──同時に、美しい人形が人間を壊こわすかのような、おぞましく、背徳的な光景でもあった。

　美しすぎて、ほかのものが眼に入らない。

　ともすれば、その光景に意識を奪われそうになる。

　手の平に、爪を食い込ませる。その痛みがかろうじて判断能力を保たせてくれた。

「放せ！　鬼き仙せんは、氣チイだけ吸うんじゃないのかよ！」

　馳郎の言葉に、少女が一度瞬まばたきした。

「鬼仙。知ってるの？」

「…………」

　無言になった馳郎に、少女はかまわず続けた。

「おかしくないよ」

　と、かぶりを振ふる。

「だって吸きゆう血けつ鬼きだもの。血を吸うのが当たり前でしょう？」

　不思議そうに、少女が言う。

（……当たり前？）

　それは、馳郎が出会ってきたこれまでの事件とは違ちがいすぎる。

　いいや。

　それとも、これは鬼仙ではないのか？

　本物の吸血鬼だとでもいうのか？

「でも、もういい」

　と、少女がうなずいた。

「あなたの方が、あの子の匂い、濃こいもの」

　少女の白い手が伸びる。

　蕩とろけるように、唇がほころぶ。

　その朱しゆ唇しんからこぼれた牙は──人間の本能を揺ゆるがす餓えイタミを秘ひめて。

　押されるように、少年が叫さけんだ。

「〈カエアン〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０３〈リッパー〉。──二重ダブル起動・ブート。攻性プログラム０５──〈フレイム〉！』

　一か八ばちかだった。

　ジャケットから伸びた三本の隠かくし腕が、特とく殊しゆ鍛たん造ぞうナイフを弾はじき出す。今回はそれだけでなく、サブ動力から発生させた強きよう烈れつな熱で、いずれの刃やいばも赤く輝かがやいていた。

　すなわち、溶ヒー断ト・ブ刃レード。

　闇やみ夜よを、赤熱の軌跡が灼やき裂いた。

　じゅうと音を立てて鎖がちぎれ、妖よう蛇だもまたナイフを穿うがたれた場所から蒸発した。解放された馳郎が跳躍し、真紅の獅子と交差する。ジャケットの脇わき腹ばらが大きく裂けたが、それでも少年は止まらなかった。

「先せん輩ぱい！」

　着地とともに体勢を低くして、タックルざまに手て鞠まりを奪うばう。

　そのまま思い切り地面を蹴けって、少女から無む理り矢や理りに距きよ離りを取った。

「手鞠先輩！　俺です！　戌いぬ見みです！」

　走りながら揺さぶり、声をかけても反応はない。

　がっくりとうなだれた手鞠の身体からだは、怖こわいぐらいに軽かった。どうかすると、そのまま腕の中で息を止めてしまいそうだった。

『呼吸、心しん拍ぱく、どちらも極めて微び弱じやく。早急な治ち療りようと安静が必要です』

「っく──！」

　機械音声の判断に、心臓をわしづかみにされる。

（なら、このまま逃にげ──）

『マスター！』

　その警告に振り返った先で、

「……ああ、やっぱり美味おいしい」

　首チヨ輪ーカーの少女が、細い指先を口元にやっていた。

　じんじんと脇腹が熱い。肘をあてると、ぬるりという感かん触しよくがあった。その裂れつ傷しようからこぼれた血を少女がすくい取り、含ふくんだらしかった。

　ぼうっと立ち尽つくしたまま、少女は微笑わらっていた。

　とても華はなやかに。

　とても嬉うれしそうに。

　とても、人間とは思われない笑えみで。

（どう、する？）

　馳郎の頭が、ぐるぐると巡めぐる。問題は腕の中の手鞠だった。自分ひとりならともかく、手鞠を抱き上げた状態で逃げ切れるとは思えない。

　同時に、衰すい弱じやくした手鞠を下ろす選せん択たく肢しもありえなかった。

「……蜘蛛チーチウ」

　少女が囁く。

　それに従って、再び手首から血液が舞い上がり、今度は巨きよ大だいな蜘蛛となった。

　おそらくは馳郎を逃がさぬためだろう。蜘蛛から分ぶん泌ぴされたおびただしいアカイ糸は、たちまち路地裏を塞ふさぐ血の網あみとなり、獲え物ものを捕らえるための魔ま性しようの巣と化した。

「っ──！」

「…………」

　沈ちん黙もくのまま、少女が歩み寄ってくる。

　闇のように真っ白な少女。

　その手が、伸びる。

「……あたしと、来て」

　とてもかぼそく、少女の声こわ音ねが鼓こ膜まくに響ひびいた。

（……え？）




　──『ボディ、ガード？』




　かすかに、その印象が誰だれかとかぶったのだ。

　つい二ヶ月前、この中ちゆう華か街がいで出会った、とある少女と。

「お前……ナタと……」

　そう、言いかけたときだった。




「ど、けえええええええええええええええええええっ！」




　空から、彗星が降り落ちた。

　首チヨ輪ーカーの少女を逃がすためか、蜘蛛の反応はわずかに遅おくれた。あるいは自分の糸の強度を信しん頼らいしていたのか。実際、路地裏に張り巡らされた糸の強度は、鋼鉄を遥はるかに超こえていた。

　結果。

　血の網ごと。

　蜘蛛が、彗すい星せいに挽ひき潰つぶされる。

　一いつ瞬しゆんの停てい滞たいさえなく、シャボン玉でも潰すかのようだった。

　そのまま斜ななめに墜つい落らくした彗星は、路地裏のアスファルトをクレーター状に砕くだき、衝しよう撃げきの余波で近くのビル壁かべにひびをいれた。咄とつ嗟さに手鞠を庇かばった馳郎が、ハンマーでぶん殴なぐられたかのように、数メートルも吹ふき飛ばされた。

　彗星とは、巨大な漆しつ黒こくの金属球であった。

　しゅうしゅうと摩ま擦さつの煙けむりをあげる金属球が、鎖くさりでぴいんと引っ張られる。クレーターに半分近く埋うまっていたのが、その一ひと振ふりであっさりと抜ぬけ出て、引き戻もどされたのだ。

　同じく降り落ちてきた、チャイナドレスの少女の手元にであった。

　球体の大きさが少女の上半身にも勝まさるため、ひどくおかしな縮尺に見えた。

「蓮リヤ花ンフア──！」

「何やってんのよ馬ば鹿か！　こっちが人ひと払ばらいやってる間ぐらい、きちんと足止めしなさいっての！」

　理り不ふ尽じん極きわまる発言とともに、蓮リヤ花ンフアは首チヨ輪ーカーの少女へと振り向く。

「……彗すい星せい錘すい」

「へえ、あんた知ってるの？」

　片眉まゆをつりあげ、蓮リヤ花ンフアが言った。

「人の縄なわ張ばりでずいぶん好き勝手やってたみたいじゃない。おかげで、こっちにまでとばっちりが来たわよ。ここで帳ちよう尻じりあわさせてくんない？」

　鬼き宝ほう・彗星錘を手に、ゆっくりと狙ねらいを定める。

　その威い力りよくはすでに証明済み。ビルのひとつやふたつぐらいは、たった一振りで薙なぎ倒たおしてみせるだろう。蓮リヤ花ンフアの性質も鑑かんがみれば、もう数秒も我が慢まんしているとは思えない。

「…………」

　首チヨ輪ーカーの少女と、蓮リヤ花ンフアとが対たい峙じする。

　どちらも火か眼がん金きん睛せい。真正の鬼仙同士の戦いだとしたら、それは街の一角さえも消しよう滅めつさせかねないのではないか。

　あわてて、馳郎が口を挟はさんだ。

「ちょ、ちょっと待て。こいつ、一体何なんだよ」

「ん、そんなの知らないわよ」

「知らない!?」

　馳郎の言葉に、蓮リヤ花ンフアは軽く鼻を鳴らす。

「ただ、数日前からこの中華街で厄やつ介かいな氣チイを振りまいてたの。おかげで結構な数の観光客が気分悪くなるやら倒れるやら。最初はあたしがやったと疑われて、苦情が殺さつ到とうしてたんだから。捕つかまえようにもずっと逃げられてたし、いい加減頭に来たから、協力者を募つのることにしたわけ」

「……それで、俺かよ」

「うん。さすがに白翁なら文句つけられないでしょ。鬼仙側でも中華街側でもない中立だし。──ついでにあんた、なんか襲われやすそうな顔してるもの。あたしの骨相学、結構当たるのよ」

「…………」

　華やかな微笑で言われるのだから、たまらない。この少女が白翁の金や権力をあてにするとは思ってなかったが、こうして聞くとなおさらひどい理由だった。

　それから、腕うでの中の重みに、改めて唾つばを吞のみ込む。

「蓮リヤ花ンフア。こいつに、先輩の血が吸われたぞ」

「は？　血を吸った？」

　蓮リヤ花ンフアが、瞬まばたきする。

　次の一秒で、みるみるその頰ほおが夜目にも紅あかく染まったのだ。

「な、なにそれ！　ありえない！」

「リャ、蓮リヤ花ンフア!?」

「これまで、そんな報告受けてなかったわよ！　どういうこと!?　あんた、一体何よ！」

「…………」

　首チヨ輪ーカーの少女は、返事をしない。

　ただ、さきほどまでと同じように、ぼうと佇たたずんでいるきりだ。血でできた獅し子しを従え、一いつ切さいの感情を窺うかがわせない在り方は、ありとあらゆる干かん渉しようを拒きよ絶ぜつしているようにも見える。

「ウー」

　ただ、短く囁ささやいた。

「あたしの、名前」

　それは蓮リヤ花ンフアと馳郎、どちらに向けた言葉だったろう。

　低く、血の獅子が唸うなった。

　主あるじは虚きよ無む。しかして従者は野性を滾たぎらせ、殺意を漲みなぎらせた。

　蓮リヤ花ンフアの身体もまた、それに倍する闘とう志しを渦うず巻まかせる。

「────っ!?」

　突とつ然ぜん、目め眩まいと脱だつ力りよく感が、馳郎を襲おそった。

　ふたりの鬼き仙せんがともに氣チイを吸収しだし、その影えい響きようが少年にも現れているのであった。アスファルトの隙すき間まに生えた雑草はみるみる萎しおれ、ありとあらゆる『力』がふたりを中心に吸い込まれていくようだった。

　とりわけひどいのは……やはり彗星錘だ。

　あれを維い持じするだけで、この周囲の空間は枯こ渇かつしかけている。

　鬼仙とは、まさに捕ほ食しよく者としてすべての生物を平らげる存在なのだと、無言の内に訴うつたえかけている。

　同時に、

（ま、ずい──）

　直感は、さらに強く、致ち命めい的てきなレベルで少年の心臓を突ついた。

　このふたりが向かい合った光景が、これまでとは比ひ較かくにならないほどの悪お寒かんを喚かん起きしたのだ。ほとんど物理的なまでの不安が、少年を押しつぶさんばかりであった。




　──この少女はまだ、何かを、隠かくし持っている──




　そして、もうひとつ。

「…………っ！」

　腕の中で生じたかすかな震ふるえが、少年の決意を後押しした。

「ふうん」

　蓮リヤ花ンフアが、舌なめずりして彗星錘を持ち上げ直す。

　そのタイミングで、馳郎は命じたのだ。

「……〈カエアン〉！」

　少年の囁きに、大地が応じた。

　首チヨ輪ーカーの少女と蓮リヤ花ンフアの中間地点。そこから突とつ如じよとして、金属の隔かく壁へきがそそりたったのだ。

　厚みにして数十センチ、高さは数メートルはあろうかという隔壁が、馳郎と蓮リヤ花ンフアの身体からだを完全に覆おおい尽つくす。

「え──!?」

「こっち！　蓮リヤ花ンフア！」

「ちょ、ちょっとあんた！　何してんの！」

　隔壁の向こう側で、少年と少女のやりとりが交こう錯さくする。

　数秒と待たず、獅子が前に出た。血液でできたはずの爪つめは、金属の隔壁をいともたやすく断たち切った。

「…………」

　しかし。

　襲うべき対象は、もはやそこになかった。

　血の獅子が隔壁を切り落とした向こう側で、馳郎たちの姿は、すでに路地裏から消えていたのであった。

「……逃にがさない」

　ふたりの消えた地面を──その下に隠された通路を見つめるようにして、ウーと名乗った少女は呟つぶやいたのであった。




　　　　２




　落下は、およそ十数秒も続いた。

　地中に吸い込まれ、一瞬の浮ふ遊ゆう感覚に襲われた直後、複数の金属筒と通風口がつながり、即そく席せきの滑すべり台となって馳郎たちを滑かつ落らくさせたのだ。

　おおよそ数百メートルもそのまま滑らされ、ラストで少年たちが放ほうり出される。

「ふおあわわっ！」

　手鞠を庇った反動で、顔面からコンクリートに激げき突とつする馳郎。

　対して、蓮リヤ花ンフアは見事なバランス感覚を示し、チャイナドレスの裾すそをさばきつつ、ふわりと着地して見せた。

　が、

「な、何よこれ──！」

　周囲を見回し、少女が口を開く。

　真っ暗な坑こう道どうだった。

　いや、ぽつぽつと薄うす明あかりは灯ともっているのだが、あまりにも暗い。土をくりぬき、かろうじて一部構造に補強をいれただけで、そのほかにまともな装置も人ひと影かげも見あたらなかった。

「……うう、廃はい棄きされた地下道だよ」

　顔面を押さえて、馳郎が答える。

「完成前に、ほかの地下鉄と干渉するのが見つかって、放ほう棄きされた場所。あそこにはちょうど、この地下道を利用してつくった脱だつ出しゆつ用ゲートがあったから」

　場所によって、馳郎が黄坂市に施ほどこした仕し掛かけは違ちがう。

　たまたまあの場所には、ここへのゲートがあったというだけのことだ。実のところ、中ちゆう華か街がいは白はく翁おうの権力をもってしても手を出しにくい場所らしく、こうした小細工ができたのも町外れだったからに過ぎない。

「て、そうじゃないわよ！　なんで、逃げる必要があったわけ！」

　嚙かみつくような蓮リヤ花ンフアをよそに、馳郎は腕の中の手鞠をそっと下ろす。

「〈カエアン〉、オペレーション」

『イエス、マスター』

　仕掛マニピけ腕ユレータから、今回は検けん診しん用の各種装備と小さな注射器、さらには点てん滴てきのチューブが伸のびた。

　心音や血圧を確かめると、ただちに高こう濃のう度ど栄養剤ざいの点滴が開始される。

　色を失った少女の横顔を、少年は祈いのるように見つめた。

「何、その子のため？　そういや先せん輩ぱいとか言ってたっけ？」

「あんな勢いで氣チイを吸われたら、保もたねえだろが」

「だったら、あんただけ先に──」

　言いかけた蓮リヤ花ンフアが、ふと少年に視線を移した。

「そういえば、あんたは大だい丈じよう夫ぶなわけ？　あたしが彗すい星せい錘すいを使ったときにも、結構な氣チイを周りから吸い取ったはずだけど」

「ん？　ああ」

　言われて、馳郎は軽く肩かたを回した。

　ある程度の疲ひ労ろう感かんはあったが、それ以上のものではなかった。先の目め眩まいもぶりかえしそうな気配はない。ちなみに、彗星錘はこの地中へと滑落する寸前に解除され、少女のイヤリングへと戻もどっていた。

「うん、大丈夫っぽい。耐たい性せいがついたんじゃないかって、ナタは言ってたけど」

「ふうん？　そんなこともあるんだ」

　蓮リヤ花ンフアは怪け訝げんな顔をしたが、それも一いつ瞬しゆんだった。

『……マスター』

　と、ジャケットから機械音声があがったのだ。

『手鞠様から、好転反応がありません』

「────っ！」

　馳郎が、息を止めた。

『心しん拍ぱく、血圧、ともに低下する一方です。現在の装備では原因を特定できません』

「現在の装備でってなら、医い療りよう設備のあるところなら──」

「見せてよ」

　少年の提案に、ひょっこりと少女が顔を出したのだ。

「蓮リヤ花ンフア？」

「……やっぱり、おかしいわね」

　呼吸の浅い手鞠の顔を、蓮リヤ花ンフアが撫なでる。

「おかしい、って？」

　ごくりと馳郎が唾つばを吞のみ込む。

　蓮リヤ花ンフアの物言いが、最悪の事態を想起させたからである。吸きゆう血けつ鬼きならば、当然思い起こされる不ふ吉きつな性質。

「まさか、手鞠先輩も鬼仙になったり──」

「冗じよう談だん。鬼仙に血を吸われたからって、鬼仙になるわけじゃないわ。そんな簡単に鬼仙がつくれるんだったら、世界は鬼仙のバーゲンセールよ」

　言って、蓮リヤ花ンフアは口元に手をあてた。

「だけど、さっきよりも氣チイを感じない。今誰だれかが吸ってるわけじゃない以上、数分もすれば氣チイ自体は回復傾けい向こうに入るはずなのよ。生きてる以上、勝手に氣チイは巡めぐるもんだし。……なのに、これって」

　しばらく考えてから、かぶりを振ふる。

「ひょっとしたら、あたしの知らない不死属性かも」

「そんなの、あんのか？」

「いくらでもあるわよ。五岳がく三山とか言うけれど、その中で今でも交流があるのは二岳三山だけだもの。残りの三岳は交流どころか外界との接せつ触しよく自体断ち切ってるわ。あたしが生まれる百年以上前のことだから、そっちの鬼仙はひとりふたりしか会ったことがないの」

「……じゃあ、もう何百年も前の話か」

　それじゃ知らないのも仕方ないと、馳郎も肩を落とす。

　対して、

「…………」

　蓮リヤ花ンフアは、妙みようなニュアンスを漂ただよわせて沈ちん黙もくした。

　その意味が分からずに、とりあえず馳郎が手鞠の方に向き直ったときだった。

「……歳」

「は？」

　ことりと、少年が首を傾かしげる。

　何か言われたのは確かなのだが、脳が受容を拒きよ絶ぜつしたのだ。蓮リヤ花ンフアはますます唇くちびるをへの字にして、意地を張るみたいにもう一度口にした。

「……十……六歳」

「へ？」

　繰くり返しだった。

　業ごうを煮にやした少女は、今度こそ聞き逃のがしようのない声こわ音ねで、叫さけんだのである。




「だから！　あたしは！　十六歳だって言ってるの！」




「…………」

　馳郎が、沈黙する。

　確かに、言葉は鼓こ膜まくに届いていた。

　たっぷり数秒をかけて、理解に至るや否いなや、少年は大きく飛び上がっていた。

「お、お、お前、俺より年下だったのか！」

　馳郎の発言に、我が慢まんできなかったように少女が牙きばを剝むいた。

「ふ、ふざけないでよ！　ふざけないでよ！　ふざけないでよ！　鬼仙だって若いときがあるのは当然でしょ！　あたしは生まれたときから鬼仙なんだから、なおさら当たり前じゃないの！」

　鋭するどい牙とともに、少女が手を振り上げる。

　まさに野や獣じゆうであった。サバンナの真ん中で放り出された子供みたいに頭を覆う馳郎。しかし、こちらも想像したような鉄てつ槌ついが降ってこないので、おそるおそる顔をあげた。

　再び、蓮リヤ花ンフアが腕うでを組んで、考え込んでいたのである。

「蓮リヤ花ンフア？」

「ひょっとして……少シヤ影オインのヤツがいつまでも帰ってこないのも……同じ理由かも」

「は？　あいつが一体何を？」

　訊きき返した馳郎に、蓮リヤ花ンフアは顔をしかめた。

　彼女にとっても、それは最悪の予想だったからだ。

「もともとね。少シヤ影オインが大陸に戻ったのは、ナタの監かん視しをあたしたちが行うって、ほかの支族たちに納なつ得とくさせるためだったのよ。それが失敗したなら、新しい鬼仙がさしむけられたとしても、まったくおかしくないでしょ」

　その理由に、馳郎もさあっと血の気が引くのを感じた。

　あの、ウーと名乗った少女も言っていたからだ。




　──『あなたの方が、あの子の匂におい、濃こいもの』




　つまり、あの子とは……！

「じゃあ、あいつもナタを捕とらえに……！」

「今、ナタと連れん絡らくはとれるの？」

「あ、ああ。やってみる」

　馳郎がうなずくと、その耳にコール音がこだました。

　当然、〈カエアン〉には通信機能も採用してある。万が一の際、両手が塞ふさがっていても会話できるよう、骨伝導──外がい耳じ道どうを直接震ふるわせる軟なん骨こつ伝導仕様である。幸い、地下とはいえ最低限の電波は通じていた。

　コールを二十回まで待って、少年はがっくりと肩を落とした。

「……家には、いないみたいだ」

「まずいかもね。予想があたってるなら、最悪の場合、あれは〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉を持ってきてるわ」

　馳郎の喉のどが干ひ上あがる。

　問答無用で、最終兵器たるナタを従わせるための鬼宝。

　あのときのことは、少年の脳のう裏りに刻み込まれている。忘れられるはずもない。泣き出しそうな顔で自分へ鬼宝を振るっていた少女の姿は、少年の深い深いところに楔くさびとなって刺ささっている。

　再び、あれを止められないなら──どうして、ボディガードなど目指した意味があるだろう。

　まして、目の前の少女にどう言えばいいのだろう。

　いつも無む駄だなぐらいに潑はつ剌らつとした先輩は、ほんのかすかに制服の胸を上下させるばかりで、刻々とその顔色を薄うすれさせている。もはや青白いを通り越こして、透とう明めいに消えなんとしているようだ。

「すいません、先輩……」

　──あなたの方が、あの子の匂い、濃いもの。

　あの言葉は、もうひとつの事実も露あらわにしていた。

　つまり、あの少女は手鞠からナタの匂いを嗅かいで、襲おそいかかったのだ。

　だったら、手鞠がこういう事態に陥おちいったのは、自分たちのせいだ。あのとき、ナタを守ると決めたリスクを、自分じゃなく手鞠に負わせてしまったのだ。

　ぎゅっと、拳こぶしを握にぎり込む。

　手のひらの皮が破けるほどに、強く。

「……すいません」

　もう一度、謝る。

　それきりで、顔を持ち上げた。

　悔くいる時間など、自分には許されていない。

「蓮リヤ花ンフア」

「何よ」

　唇をとがらせて、鬼仙の少女が反応する。

「あいつを、捕つかまえるんだよな」

「そのつもりよ。あいつらの支族がどういうつもりか知らないけれど、ほかの支族にむざむざナタを渡わたすわけにいかないもの」

　白はく鳳ほう六ろつ家けと同じく、鬼仙も一枚岩というわけではない。少女の話しぶりから、なんとなくそのことは馳郎も察知していた。

「だったら、俺も協力する」

「当たり前でしょ。今はあたしのボディガードだもの。少シヤ影オインの馬ば鹿かがいない間は、馬車馬のように働いてもらうわよ」

　ふんと少女が唇をとがらせる。

　その傲ごう慢まんさに、なぜだか馳郎は安心した。

「そうだな──」

「待って」

　蓮リヤ花ンフアが、制止する。

　馳郎も、気づいた。

　ぼと、と音がしたのだ。

　音の方向を振り返り、〈カエアン〉のセンサーとコンタクトを同期する。

　すぐ、正体は分かった。

「あ。さっき落ちたシャッターのあたりで、土が剝はげたみたい」

「なんだ」

　ほ、と息をつく。

　緊きん張ちようがゆるみ、ふたりして顔を見合わせ、思わず苦く笑しようしてしまう。

「とりあえず、ここを出ようか」

「ええ。こんな陰いん気きなところにいたら、それこそモグラになっちゃうわ」

　珍めずらしいことに、蓮リヤ花ンフアも軽い冗談を飛ばした。

　そのときだった。

　……ぼと。

　と、もう一度音がしたのだ。

　一度だけでなく、それは幾いく度どとなく連れん鎖さし、反はん響きようし──蓮リヤ花ンフアと馳郎を囲む全方向へ一気に拡散した。

　ぼとぼと。

　ぼとぼとぼと。

　ぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼとぼと──！

　あちこちから、液体が浸しん潤じゆんする。

　鉄錆さびた臭においが充じゆう満まんし、滴したたったそれらの液体は、たちまちカタチを成した。

　すなわち、馳郎と蓮リヤ花ンフアを囲む数十の人形たちへと。そのすべてが血液からできあがった、のっぺらぼうの怪かい人じんだった。

「これ、って──」

　馳郎が言い切るよりも、早く。




「見いつけた」




　三日月のように、のっぺらぼうの人形たちは自らの唇くちびるを引き裂さいた。
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「──最っ悪」

　蓮リヤ花ンフアが舌打ちする。

　もはや、地下道の前後は、血の人形たちによって塞がれている。彼らの放つ臭しゆう気きによって、思わずむせかえりそうなほどだった。

「さっきみたいに本体がすぐそばなら、ぶったたくだけで良かったのに。これ全部あんたのせいだからね！」

「て、言ってる場合じゃねえだろ!?」

　馳郎も身構えた。

　のっぺらぼうの人形たちは、じりじりと間合いを詰つめてくる。

　そのひとつずつからは、さきほどの獅し子しほどの迫はく力りよくは感じられない。しかし、これだけの数となれば補って余りあった。運動能力は不明にしても、異様に尖とがった爪つめは、人間の骨肉程度簡単に断たつことだろう。

「じゃあ、彗すい星せい錘すいでまとめてぶったたけば──」

　少女が彗星錘の核かく──イヤリングに手をかける。

「だ、駄だ目めだ！　またそんなの使ったら先せん輩ぱいが死んじゃうっつの！　つうかそうじゃなくても地下構造ごとぶっ壊こわれるだろ！」

「む」

　前者はともかく、後者の主張に蓮リヤ花ンフアが眉まゆをひそめる。

　あの少女を殴なぐれなかったのが、よっぽど腹に据すえかねていたらしい。

「俺がやるっての！」

『要リクエ請スト・二重デユアル起動・ブート。──〈リッパー〉〈フレイム〉』

　仕掛マニピけ腕ユレータが選びしは、溶ヒー断ト・ブ刃レード。血液でつくられた相手ゆえに、高熱が通じることは分かっていた。

　馳郎本人は手鞠を抱だきかかえ、宣言する。

「一点突とつ破ぱするぞ！」

　走り出す。

　同時に、仕掛マニピけ腕ユレータが縦横に走った。最初にこちらを阻はばもうとした人形たちが、それに断ち切られて蒸発し、紅あかい霧きりと化す。

（いける──！）

　背中を蓮リヤ花ンフアに守ってもらえれば、このまま突破は難しくない。

　そう、判断したときだった。

　足が、途と中ちゆうで止まったのだ。

　ぎこちなく、視線が下へと向かった。

「──手鞠、先輩」

　腕の中の少女が、そこから手を伸のばし──馳郎の喉を絞しめ上げているのだった。

　火か眼がん金きん睛せいでこそなかったが、瞳ひとみは真しん紅くに燃えていた。

（これ──は──）

　気管と頸けい動どう脈みやくを締め付けられ、苦しみとともに意識が遠ざかる。

　凄すさまじい力だった。

　首元に仕込まれた〈カエアン〉の装そう甲こうに、めりめりと手鞠の指が押し込まれていく。まともな人間が出せる力ではない証しよう拠こに、少女の皮ひ膚ふは張り裂け、爪は剝がれ、それでも少年の首を絞め上げているのであった。

「……逃にげ……ないで……」

　強こわ張った喉のどが、奇き妙みような声こわ音ねをあげる。

　どう考えても、少女自身の意思ではなかった。

「っ──ごめん！　手鞠先輩！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０４──〈ボルト〉』

　仕掛マニピけ腕ユレータから放たれた電でん撃げきが、少女の身体からだを打ちのめす。

　後こう遺い症しようを引き起こさないよう調整された電撃ではあったが……二度の痙けい攣れんとともに、なんとか手鞠の動きが停止した。

「馳郎!?」

「大だい、丈じよう夫ぶ」

　けほけほとむせかえり、馳郎が答える。

　しかし、足を止めたことが致ち命めい的てきだった。
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　手鞠を抱きかかえたまま、しゃがみこんだ馳郎の周囲から、一気に人形たちが押し寄せたのだ。

「──ああもう！」

　舌打ちとともに、蓮リヤ花ンフアが跳とんだ。

　大地の方が縮むごとき、縮地の歩法。

　血液人形の懐ふところへするりと右の弓きゆう歩ほから入り込み、鶴つるのくちばしのように曲げた手首が人形の肘ひじを打った。虚きよ歩ほへの体重移動とともに左ひだり肩かたによる靠こうが迫せまる人形を弾はじき飛ばし、さらに螺ら旋せん勁けいを練り上げた人形の頭部を打だ撃げきせしめた掌てのひらは、絶ぜつ招しよう・虚きよ歩ほ白はつ鶴かく掌しようの変形。

　余勢を加速させた少女の身体が回転し、さらに左斜ななめから巻き上げた踵かかとが人形の顎あごを吹ふき飛ばした。

　現実時間にしておよそ一秒に満たぬ内に、都合四体の人形が、ドミノ倒だおしのごとく崩くずれ落ちたのだ。

「世話が焼けるわね！　何してんのよ！」

　接せつ触しよくで氣チイも奪うばわれ、液体へと戻もどる人形たちの中心で、蓮リヤ花ンフアがぱんぱんと手を叩たたいた。

　ヒトの形をした、竜たつ巻まきのようだった。

　その冴さえと美しさに、馳郎も一いつ瞬しゆん目を奪われた。

　長い時間によって突つき詰められた理合と、それを再現しうる才能の融ゆう合ごう。これまで、その力ちから業わざゆえに気づいてなかったが、少女の武術もまた超ちよう越えつの域に入っていたのである。

「ん？　何、ぼうっとしてるの？」

「……おお、サンキュ」

　こくこくと、少年がうなずく。

　だが、そうする間にも、人形は増えていった。

　馳郎たちを取り囲む血の人形たちは、一度立ち止まってしまった少年たちにもう二度と機会は与あたえぬと言うかのように、慎しん重ちように間合いを潰つぶしてくる。

　まるで、壁かべが迫ってくるかのようだった。

「やば──」

「やっぱりぶっ壊す？」

「だから、二言目には壊すとかどうとか言うなよ！」

　とはいえ、馳郎にも打開の術すべはない。じりじりと集まってくる人形たちののっぺらぼうには、ぽつぽつと薄うす明あかりが映り込み、そのおぞましさに拍はく車しやをかけている。

　ぎり、と少年が奥歯を嚙かんで。

「──なななななななななななななななな何スか、コレ!?」

　突とつ然ぜん、わめき声があがったのだ。

　つい数十分ほど前にも、聞いたような声だった。

　振ふり向いた先──自分たちが突破しかけていた地下道の向こう側で、なんとも球体じみた姿をした人ひと影かげが凍こおりついていたのである。

（あれ、って──）

　中ちゆう華か街がいで、自分たちに声をかけてきた包パオとかいう男だった。

「あんた、ここを根城にしてたの!?」

　蓮リヤ花ンフアが、大きく目を剝むく。

「いや……だって、ちょうどいい場所だったし、誰だれも来ないから俺様も相棒も気持ちよく眠ねむれてたんで……。それが、急におかしな氣チイを感じちゃったっスから……」

　しどろもどろに訴うつたえる包パオ。

　かまわず、蓮リヤ花ンフアが強く叫さけんだ。

「だったら、こいつら足止めしなさい！」

「は、はいいい？」

　愕がく然ぜんと包パオが悲鳴をあげるが、蓮リヤ花ンフアはそんな逡しゆん巡じゆんさえ許さない。

「早く！」

「オ、オス！」

　ぶんぶんとぎこちなくうなずくや、丸まっちい顔が指をくわえたのである。

　ピーッ、と高い音がかき鳴らされた。

　指笛。

　その意味は、はたして数秒で知れた。

　地面が、黒く蠢うごめいたのだ。

「とうわっ!?」

　馳郎が、思わず小さく跳ちよう躍やくしていた。

　黒と思われたのは、同じ色のネズミたちであった。津つ波なみのように一度に押し寄せた大量のネズミたちは、さしもの人形たちの足をことごとくすくい──あたかも動く絨じゆう毯たんのごとく、馳郎たちの身体を奪い去ったのである。

「よし！　逃げるわよ、馳郎！」

「お、おう！」

　通路の地図は、あらかじめ〈カエアン〉に入力されていた。

　体勢を立て直した人形たちが追いかけてくる前に、脇わき道みちへと入り込む。そこで、蓮リヤ花ンフアが思い切り手を振り上げた。

「おお……りゃあああああああああああああっ！」

　岩がん盤ばんへ腕を叩きつけ、無む理り矢や理りに引っこ抜ぬいたのだ。

　あわや崩ほう壊かいをも招きかねない荒あら技わざだったが、剛ごう力りきのまま岩盤で地下道を塞ふさぐ。

　人形たちも、そのバリケードを越こえてこちらにやってくることはかなわぬらしかった。

　一瞬息をついて、しかしまた血液で浸しん潤じゆんしてこられては元もとの木もく阿あ弥みなので、走りながら馳郎たちは話す。

「さっきのネズミ……お前の特技なわけ？」

「うっさいな！　俺様と俺様の相棒の完かん璧ぺきなる御み業わざを、なんでいちいちお前に解説してやらないといかんの!?」

「包パオ。そいつ、白はく翁おうだって忘れてない？」

「あ、はい白翁様！　俺様の技わざです！　小こ猫ねこか小犬ぐらいまでなら操あやつれるっス。それ以上でかいと無理ですんでどうぞよろしく！」

　くるりと手の平返しである。

　ぺこぺこ頭を下げてる態度も合わせれば、いっそ芸術的な豹ひよう変へんぶりであった。

「包パオは半はん鬼き仙せんなのよ」

　蓮リヤ花ンフアが、ため息混じりに言う。

「半分？」

「うん、人じん仙せんともいうわ。一応修しゆ行ぎようはしてみたけれど、鬼仙にも地ち仙せんにもなれなかった半はん端ぱ者で、オマケ程度の不死属性を手に入れたってこと。まあ、現代で修行しても、ほとんどがこっちなんだけどね。氣チイも吸わないし、鬼仙より〈おに〉に近いかも」

「オ、オマケって！」

「オマケがいいとこでしょ。さっきの動物操作以外は、ちょびっと回復能力が高いぐらいで、もう打ち止めじゃない」

「くくー……！」

　言い返せず苦く悶もんする包パオが、転がるように走りつつ、やっと本題を思い返す。

「あ、そうだ！　結局、ありゃ一体何なんスか!?　長老がぶつくさ言ってた侵しん入にゆう者ってヤツの仕し業わざっスか！」

「そうみたいね」

　面めん倒どうくさそうに、蓮リヤ花ンフアが答える。

　その隣となりで、馳郎が腕の中へ視線を落とした。

「手鞠先輩は、どうなってるんだ？」

「分からない。さっきも言ったけれど、鬼仙が……その……吸ったからって、鬼仙になるわけじゃないもの」

　幾いく分ぶん言葉を濁にごしつつ、少女が顔をそむける。

　さっきの、手鞠が少年を襲おそったことを思い出したのかもしれない。

「お前の知らない不死属性……ってヤツか」

「うん。……不死属性だったら、ナタと合流すれば、なんとかなるんじゃない？」

「ナタが？」

　少年の質問に、こくりと少女がうなずく。

「ナタの不死属性は鬼仙を無効化するもの。場合や状じよう況きよう、相あい性しようにもよるけれど、解除できる可能性が高いわ」

「…………」

　馳郎が押し黙だまる。

　最終兵器として──あるいは拷ごう問もん道具として──ナタが怖おそれられた、その理由。

　あらゆる鬼仙の『力』をほどき、果ては人間に戻してしまうという不死属性。

　包パオが、またくるりと血相を変える。

「ちょ、ちょっと待って。ナタってあの最終兵器の!?　勘かん弁べんしてくださいっスよ！」

「いいからあんたは黙ってなさい！」

　きゃんきゃんとやりあう、少女と球体包。

　それを遠く聞きながら、

「……ナタ」

　少年の、苦く渋じゆう混じりの声が、地下道に響ひびいたのであった。
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「……逃にがした？」

　路地裏にしゃがみこんだまま、首チヨ輪ーカーの少女──ウーは囁ささやいた。

　長い黄金きんの髪かみを揺ゆらし、肌はだは病的なほどに白かった。その手をしとどに濡ぬらす真しん紅くの血は、今も地面に染しみ込んでいる。

「……そう、逃がしたの」

　もう一度、少女が言った。

　相手はいない。

　片手で汚よごれた路地に触ふれたまま、少女はひとりごとを口にしている風にしか見えない。少女の美しさが並外れている分だけ、光景はそら恐おそろしいものに映る。異国の陶器ビスク人形ドールが、ひとり芝しば居いでもしているかのようでもあった。

「…………」

　少女は、無言で唇くちびるに触れる。

　とろりと、その瞳ひとみが甘く霞かすんだ。

　ほんのりと色づいた頰ほお。半開きになった唇。蠢く舌先はこれ以上なく艶つややかなのに──まるで、子供が夢見るような表情だった。

「……ああ、ひさしぶりに吸ったから」

　舌先に残った味に、ウーは酩めい酊ていする。




　──『だって吸きゆう血けつ鬼きだもの。血を吸うのが当たり前でしょう？』




　あの少年には、そう言った。

　だけど、厳密にはほんの少し違ちがっている。

　当たり前だから、血を吸ったんじゃない。彼女にとって最も愛いとおしい匂においに、我が慢まんしきれなくなったからだ。もはや消え失うせかけた口中の香かおりを、何度も何度も少女はねぶり、しゃぶり、柔やわらかな舌を転がして味わい尽つくす。

　手鞠朝葉のそれではない。

　そんな下げ賤せんの血など、貪むさぼりたいはずもない。自分が欲しいのはただひたすらに純じゆん粋すいで、どこまでも貴い彼女の血だけだ。

　いまだ知らない、彼女の血イノチ。

　思うだけで──ウーの内側から、熱が込み上げた。

　誰だれかに、直接触れられているようだ。見えない手に、ぐちゃぐちゃと内臓を搔かき混ぜられる感覚。悪お寒かんも痛みも不快感もない交ぜになって、少女にえもいわれぬ昂こう揚ようとまったく別のイメージを思い出させた。




　知らない手。──なんて、気持ち悪い。




　知らない顔。──なんて、醜みにくい。




　知らない舌。──なんて、なんて、吐はき気のする。




　──ああ、誰か。




　──誰か、私を■してほしい。




　やがて。

　ふわりと、少女は立ち上がった。

　表情は、さきほどと打って変わった虚きよ無む。

　ただ滑すべるように歩み出す。それだけで、深夜の中ちゆう華か街がいが劇場の一幕に変へん貌ぼうする。

　金色の波打つ髪はけして中華の色合いとそぐわない。だけどこの少女に限ってのみ、ひどく似つかわしく見えた。

　ぽたぽたと、手首から滴したたっていた血が自然に止まる。

　傷口さえも、みるみるうちに塞がっていく。

「……あたしが、助けてあげるわ」

　誰が、その呟つぶやきを聞いただろう。

　風に紛まぎれる声は、確かにこんな響きを残したのであった。




「だって……あたし以外に、お姉ちゃんが救えるはずないもの」
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『……ナタ』

　呼ばれた、気がした。

　誰か、とても大事な人だった気がした。

　夢の中でははっきりと分からないけれど、確かに胸の中で、温かな何かが灯ともる感覚があった。




　──だから。

　──唐とう突とつに。




　ナタは、目覚めた。

「あ、良かった！」

　状況にそぐわぬ、のんきな声が耳じ朶だを叩たたいた。

　棒立ちだった自分に気づき、即そく座ざにナタは身構える。膝ひざの力を抜いて、かすかに腰こしを落とす。思考を挟はさまず、条件反射的にそうしてしまうぐらい、少女の身体からだに武術は染みついている。

　しかし。

　今の相手は、それ以外の思考を、すべて奪うばい去った。

　見覚えのある相手だった。

　少女にとって忘れがたい──記き憶おくの核かくとも言うべき場所に刻み込まれた──

「キミ、は……っ！」

「わわわ、勘かん違ちがいしないで！　今回は君を捕つかまえに来たわけじゃないの！　いや最初はちょっぴりそんなつもりだったんだけど、大おお幅はばに計画が狂くるったんで、そっちはとりあえず棚たな上あげなの！」

　いかにも軽い感じの、長身の青年がぶんぶんと手を振ふる。

　髪は長く、極ごく上じようの墨すみを思わせて黒い。服装は上下が一体となった緑の深しん衣い。中国で古くより着られてきた衣服は、女性とも紛まごう麗れい貌ぼうによく似合っていた。

「…………」

　ナタは、緊きん張ちようを緩ゆるませない。

　ただ、ゆっくりと周囲を見回す。

　ひどく暗く、いくつものコンテナが大おお雑ざつ把ぱに置かれた、無機質な空間だった。

　剝むき出しの煉れん瓦がには、潮の香りが染みついている。海が近いのだ。確か、中華街のすぐ南が港になっていたはずであった。

　多分、倉庫街。

　淡あわく肌の痺しびれる感覚は、何らかの結界を張っているものだろう。

（海から……来たのか……？）

　とりとめなく、そんなことを思った。

　この青年には、飛行機などよりも船がふさわしいと。

　それも現代の船せん舶ぱくではない。遥はるか古代、ひとたび荒あら波なみに晒さらされれば、そのまま海の藻も屑くずとなることを誰もが覚かく悟ごしていたころの帆はん船せんが。

　くら、と目め眩まいが少女の視界を歪ゆがませた。

「おやおや大だい丈じよう夫ぶ？」

「近づくな」

　優やさしげに笑った青年を、手をあげて制止する。

　その笑え顔がおをとどめたままで、青年も素す直なおに従った。

「……何故なぜ、キミがここにいる？　私は、どうしてここにいる？」

　顔を押さえたまま、ナタは言う。

　記憶があるのは──〈たまゆら荘そう〉で、馳郎の帰りを待ちつつ、事務所の出すい納とう帳ちようをつけていたところまでだ。靴くつの汚れなどを見れば、結構な距きよ離りを歩いてきたようだが、そのあたりはすっぽり抜ぬけている。

（私は、あそこで……）

　ただ、夢の名残なごりとでもいうべきものが、腹の底にわだかまっていた。

　──飢き餓が感かん。

　──そして、反発するような満足感。

　相反するふたつの感覚に、思わず少女は口を押さえたのであった。

「……飢うえてる？　それとも逆？」

　不意に、青年が訊きいた。

「……黙だまれ」

「おお怖こわい。だけど知らないままでいいのかな？　その感覚って放ほうっておいても大丈夫なものだって思う？　言っておくけれど、ナタくんが夢遊病みたいにほっつきあるいたのは僕のせいじゃないからね。僕はあくまで、ふらふらしてたナタくんを、ほんの少しこっち側に誘ゆう導どうしただけ」

「…………」

　ナタは、厳しく青年を睨にらみつける。

　この少女が、こういう風に人と接するのは、ひどく珍めずらしいことだった。

　あの空うつほ隼はや人とと敵対したときでさえ、少女から発せられた感情は純粋な闘とう志しに近かった。憎にくしみや怒いかりよりも、ただ切実な祈いのりのようだった。

　しかし、今は。

　やがて……ナタは、小さく息をついた。

「最初の質問に答えてほしい。なぜ、キミがここにいる？」

「うーん。やっぱ説明しないと駄だ目めかあ」

　深衣の青年が、頰を搔く。

「まあうん。最初は君も想像してる通りでね。──日本辺境に逃にげた最終兵器君を、捕まえるつもりだったんだよ？」

　にこにこと笑ったまま、言ってのける。

　もっとも、当然その答えを想像していたナタは、これ以上激することもなかった。

「だったら、ここでそうするといい。当然、キミなら〈七鍵勅書〉も持ってきているんだろう？」

「おやおや」

　青年が、軽く瞬まばたきする。

「ずいぶんつっけんどんな答えだなあ。それやると、ナタくんも〈混こん沌とん回帰〉の不死属性使って抵てい抗こうしちゃうでしょ？　僕が人間に戻もどっちゃうのと、君を従えられるのと、どっちが先かなんて分かったもんじゃない」

「……さっきなら、私は無抵抗だったはずだよ」

「うん、まあね」

　肯こう定ていする青年。

「ここはほら、そこで使わなかったことを誠意のあらわれと見てほしいな」

「…………」

「み、見てほしいな!?」

「キミの誠意を信じるくらいなら、鰯いわしの頭でも信じた方がマシだ」

「ほほう、鰯の頭？」

「信じるに値あたいしないものを、この国ではそう言うそうだ。いいから、要点だけ話せ」

　敵意を隠かくさずにナタが言う。

　対する青年は、陽気な笑顔のまま丁てい寧ねいにうなずいた。

「では、包つつみ隠さず。……実はね」

　続けて彼の話した言葉に──ナタが、大きく目を剝いた。

「──キミは！　キミらは！　まだそんなことをやっていたのか！」

「そんなこととは失敬だなあ。これでも僕のちょっと長い人生を費ついやした夢なんだよ。一度や二度の失敗で諦あきらめるはずもないでしょ？　そうでしょ？」

　心外だなあとばかりに、青年が頰ほおを膨ふくらませる。

　しかし、ナタはもはやそれどころではなかった。

　愕がく然ぜんと立ちつくし、呼吸を止めた最終兵器ナタへと、さらに青年は問いかける。

「ねえ。この数日、どんな夢を見てた？」

「…………」

「夢遊病は今日が初めてじゃないだろう？　あれと君は、感応しあっているはずだ。なにせ、そういう風に設計しているからね。彼女の感じる欲よく望ぼうは、君の感じる欲望。ただし彼女の方が生まれからして、君よりもずっと正直だ。──いずれ君は、夢と同じことをしでかすよ？　それとも、あれが君を捕まえる方が早いかな？」

「…………」

　ナタは、沈ちん黙もくする。

　じっとりと、手の平が濡ぬれていた。まるで、つかのまだけ、ただの人間に戻ったかのようだった。

　息を吐はく。

　吸う。

　呼吸を、臍へその下まで落とす。

　歯車を狂わせかけた精神こころを、必死で調整する。

「だから……協力しろと言うのか？」

「あはは、まあ、そういう感じでお願いできたらいいかなーって。ああ、もちろん、こちらの〈七鍵勅書〉は能力解放以外に使ったりしないよ。お互たがいその方がいいだろう？　自由意思を奪うと、君の能力低下しちゃうし。その状態だと、ちょっとあれの相手はきついと思うんだ」

　なんともおどけた口調だが、青年の言葉の底には、肌はだを切り裂さくような冷れい徹てつさが沈しずんでいた。

　いや。

　実際に、そうなのだ。

　五岳がく三山の鬼き仙せんの中でも、この青年はとりわけ特とく殊しゆで──危険な存在だった。

（……馳郎）

　あの少年と過ごした時間が、ひどく遠く思えた。

　助けを求めるべきであっても、この相手だけはあまりに性質たちが悪すぎる。この青年と少年が出会うところを想像するだけで、ナタの血は残らず凍こおりついた。

「相変わらずだな」

　振り切るように、少女は言う。

「キミは変わらないな、太タイ乙イー真シエ人ンレン」

「変わらないよ。だって鬼仙だもの」

　朗ほがらかに、青年は肯定した。

　真人。

　鬼仙の中でも──仙せん人にんの中でも、その称しよう号ごうをもって呼ばれる者はごくわずかだ。人を捨てても、なお人としての在あり方を捨てず、真知を得たとされる者たち。

　ふわふわと、青年は笑っている。

　そして。

　こう、付け加えたのだ。




「だって……君たちを作ったのは、僕なんだもの」
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　馳はせ郎ろうたちが地上へ出たのは、それからしばらく後のことだった。

　路地のマンホールを持ち上げ、ゆっくりと顔を出した頃ころには、すでに午後九時を過ぎていた。

「や、やっと出られた……」

「なんで、あんなややっこしいのよ」

　ぐったりとした包パオに続き、蓮リヤ花ンフアも憤ふん然ぜんと文句をつける。

　その後から出てきて、馳郎は困ったようにかぶりを振ふった。

「仕方ないだろ。もともと放ほう棄きされてたのを利用しただけで、本格的な工事まではできてないんだよ。──というか、包パオさんは寝ね床どこにするぐらい、しょっちゅう潜もぐってるんじゃないんですか」

「お、俺様が使ってた抜ぬけ道、最初に蓮リヤ花ンフア様に塞ふさがれたんですもん！　せっかく相棒が見つけてくれたのに」

　がっくりうなだれた包パオへ、肩かた口ぐちに乗ったネズミが慰なぐさめるようにちいちいと鳴く。どうやら、そのネズミが相棒らしい。

　知能があるのかどうかは分からないが、妙みように絵になる光景ではあった。

「で、なんか迎むかえが来るとか言ってたけど──」

『今、参りました』

　蓮リヤ花ンフアの言葉に、馳郎のジャケットが機械音声で答えた。

　一いつ瞬しゆん、光が射さす。

　大型の黒いバンが、三人のすぐ近くの車道へ停車したのである。

　妙に車高が高く、昆こん虫ちゆうみたいにずんぐりした機体だった。第一印象としてはむしろトラックに近い。外装やカラーリングであまり目立たないように細工しているが、日本では珍しいタイプの車種であった。

「……これ、って？」

「〈カエアン〉の遠リモ隔ート操コント縦ロール。さ、怪あやしまれない内に乗って」

　開いたバンの後部から、三人が乗車する。

　外見からの想像以上に、内部は広かった。キャビンには多くの機器が積まれており、その近くへ展開したベッドに、馳郎は手て鞠まり朝あさ葉ばを横たわらせる。

　少女を治ち療りようすべく、すぐさま複数のアームが排はい出しゆつされた。

「……相変わらず、変なもの持ってるわね」

　蓮リヤ花ンフアが、大きく息をつく。

　初めて見る包パオは、目を丸くするばかりである。

「リコのお下がりだってさ。あのティルトローターつくってから、バンの方はあまり使わなくなったからとかなんとか」

『より正確には、多目的秘ひ匿とく装そう甲こう車〈ヘリオス〉と申します』

　機械音声がさらりと告げる。

　不ふ穏おんな単語が交じっていた気もするが、そこはつとめて無視する。そもそも〈カエアン〉の自動操縦という段階で、日本の公道を走ってはならない代しろ物ものなのだが、職質やら何やらを避さけるためにリコなりの手は打っているらしい。

「で、どうするの？　結局ナタには連れん絡らくとれなかったんでしょ」

「……うん」

　馳郎がうなずく。

　地下を移動してる間も、馳郎の〈戌いぬ見みＣＰサービス〉事務所へ何度か電話をかけたのだが、結局ナタが出てくることはなかったのだ。むしろ、七度目ぐらいで痺しびれを切らした大家・天あま草くさしじまがマスターキーで侵しん入にゆうし、「ナタちゃんならなんか出て行ったわよ！」と、ぷんすか怒ど鳴なり返したぐらいである。

「……なんだかぼうっとしていた、か」

　その際の、ナタの挙動を思い浮うかべて、馳郎の顔が暗くなる。

「やっぱり、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉か、それに類する何かの可能性は高いわね」

　蓮リヤ花ンフアも腕うでを組み、片目をつむった。

　中ちゆう華か街がいのあの少女──ウーの出しゆつ没ぼつと同時間なのは、けして偶ぐう然ぜんではあるまい。ウー本人が〈七鍵勅書〉を使っているのかどうかはともかく、関連性も含ふくめて考えなければならなかった。

「ウー。ウーねえ」

「どうした？」

「んー、何かひっかかって……どっかで聞いたような気もするんだけど」

「じゃあ思い出したら教えてくれ。──それと、お前から見て、今の先せん輩ぱいの状じよう況きようはどうだ？」

「む」

　言われて、蓮リヤ花ンフアは横たわった制服の少女へ目を細めた。

「……とりあえずは小康状態、かしらね。氣チイが薄うすれるのは止まってるわ」

　ほっ、と少年が息をつく。

「……そっか」

「一応言っておくけれど、さっきの操あやつられたのだって分からなかったんだし、あまりあたしの見立てを信用されても困るからね」

　拗すねたような少女の物言いに、しかし、馳郎は笑え顔がおで口を開いた。

「うん、ありがとう」

「────っ」

　虚きよをつかれたみたいに、少女は黙だまり込んだのだ。

　すぐ、その眼まな差ざしが別の感情を孕はらんだ。

　怒りであった。

「あんた、馬ば鹿かなの？」

　続く一秒で、少女はそんなことを口にしていた。

「ん？」

「だって、そうでしょう。もともと、あんたを巻き込んだのはあたしよ」

　激情とともに、少女が言う。

「それもはした金で、あんたを利用する気満々でやったの。結果として、あんたは死にかけた。あのおかしな少女に迫せまられて、血の人形に殺されかけたあげく、昏こん倒とうした先輩を抱だいたまま地下道を逃にげ回るハメになった。その間にナタまでいなくなった」

　突つきつけるように、次々と言い放つ。

「それがお礼？　ちょっと先輩の様子を見てもらったからって？　ボディガードだかなんだか知らないけど、頭が沸わいてるにもほどがあるでしょ！」

（あーあ、やっちゃった）

　放言とともに、少女の胸にはかすかな後こう悔かいが広がっていた。

　この性格で、今までどれだけの敵をつくってきたことだろう。少シヤ影オインにも諫いさめられてきた性質だが、もとより蓮リヤ花ンフアには我が慢まんなどできないのだ。思ったことはそのまま口にするしかない。

　感じたことは、そのまま吐はき出すしかない。

　いつものこと。

　いつも通りのこと。

（……これで、またひとりだなあ）

　さんざん吐き出して、諦てい念ねんとともに蓮リヤ花ンフアは背を向けた。

　まあ、勝手なのは自分の方だと──それぐらいの意識はある。つまるところ、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアは他人と一いつ緒しよに歩むことなどできないのだ。退ひくも進むも自分ひとり。異国で倒たおれるとしても、きっとひとりの方がいい。

　きっぱりとした、その想おもい。

　バンから出ようとしたところで、その背中を、少年の声が叩たたいたのだ。




「……お前、いいヤツなのな」




「っ──!?」

　それがあまりにも予想外の返答であったため、蓮リヤ花ンフアは立ちすくんだ。まるで雷かみなりにでも打たれたみたいだった。

「あ、あんた、人の言うこと聞いてなかったの!?」

　思わず振り返って、叫さけんでいた。

　それこそ、オペラの独唱ソロでも張れそうな声量。

　叩きつけられた馳郎は、困こん惑わくしたように眉まゆを寄せたのだ。

「いやだって……蓮リヤ花ンフアこそ、そんなの言う必要ないだろう？　利用したいんだったら、黙って利用すればいい。わざわざこっちの不利益を並べて、取り引きを打ち切ろうとするのは、どう考えても人が良すぎると思うけど」

「あんたの馬鹿さが我慢できなかっただけよ！」

「ああ。だったら、きっと馬鹿なんだな。リコにもしょっちゅう言われるし」

　真ま面じ目めくさった感じに、馳郎はうなずいてみせる。

　茫ぼう然ぜんとした蓮リヤ花ンフアの前で、ジャケットの少年は困ったように頰ほおの傷きず跡あとを搔かいた。

「それに、お前が依い頼らいしてくれなかったら、手鞠先輩も救えなかったよ。先輩が巻き込まれていたのは、お前と関係ないだろ」

「まだ、救えたわけじゃないでしょ」

「うん、それはそうなんだけどさ」

　毒づきに、頭を搔く。

「だけど、可能性をくれたのはお前だ。だったら、俺が礼を言う理由には十分だと思う」

「…………」

　まじまじと、少女が目を丸くする。

　沸ふつ騰とうしていた怒りは、すっかり気の抜けた炭酸みたいになっていた。いまさら、バンの扉とびらを開けて出ていくほどの気力は残っていなかった。

「……ふん」

　髪かみをいじって、視線をそらす。

「じゃあ、ナタはどうするわけ？　このままいなくなっても、あんたは放置するの？」




「──見つけるよ」




　はっきりと、少年が言った。

　少女がはっとするぐらい、これまでとはまったく違ちがう声こわ音ねだった。

「絶対に見つける。見つけて、あいつがトラブってるなら、なんとかしてみせる。あいつがどう言っても、そうするって決めてる」

「……ふうん。ご執しゆう心しんだこと」

　蓮リヤ花ンフアが、軽く肩かたをすくめた。

　同時に、

（…………あれ？）

　と、思った。

　どうしてだろう。

　ちくりと、胸に痛みが走ったのだ。

　妙みように甘くて後をひく、蓮リヤ花ンフアが初めて経験する痛みであった。

　そのことを深く考えるより早く、バンの中で、おずおずともうひとりの手があがった。

「あ、あの、俺様はこのへんで帰っていいっスか？」

「……何？」

　じろ、と振ふり向くと、ひと睨にらみで包パオが震ふるえ上がった。

「じょ、冗じよう談だんっス！　粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごで頑がん張ばらせていただきます！」

「うん。だったらあんた、さっきのネズミたちに街中走らせて、あの侵入者を捜さがせないわけ？」

「む、無理っス！　俺様、ウーってやつの顔見てないですし、そんだけ氣チイを使ったら干ひからびちゃうっス！　まともな鬼き仙せん様みたいな膨ぼう大だいな氣チイもないし、回収手段もねえんスから！」

「できそこないだもんね」

「ひ、ひどい！」

　うねうね身をよじる気持ち悪い球体を、すげなく蓮リヤ花ンフアが無視する。

　馳郎は、横たわった手鞠に、再び向き直っていた。

　いくつもモニターに表示され、変化していく数字を、祈いのるように見つめている。少年にそれらの数字の意味が逐ちく一いち分かっているはずはないのだが、それでも目を離はなさないことが自分の義務とでもいうようだった。

（……先輩、か）

　蓮リヤ花ンフアは、淡あわく思う。

　彼女にも先せん達だつはいる。身につけた武術は、『山』の師し範はんによって教授されたものだし、兄弟で子しや姉弟子もそれなりにいた。

　だけど、それはなんとなく馳郎と手鞠の関係とは違うような気がする。

（……『学校』って、いうもののせい？）

　彼女は、知識としてしか、『学校』を知らない。

　同年代の少年少女が自動的に集められ、人生の結構な時間を共有する──そういう場所を、実感として想像できない。

　ナタは、行ったことがあるんだろうか。

　この少年に、連れていってもらったのだろうか。

（……この『先せん輩ぱい』と、話したりした？）

　改めて、手鞠を見下ろす。

　いまだ、少女の顔色は青白いままだった。

　氣チイの減少が止まったとはいっても、少女が回復したわけではない。

　また、いくら白はく翁おうの資産や科学力が群を抜ぬいていても、この少女を治ち療りようすることはかなわないだろう。これは鬼仙──数百年前に科学と袂たもとを分かった、呪のろいと魔ま術じゆつの領域だからだ。

「──あ」

　そこまで考えて、少女は声を上げた。

「蓮リヤ花ンフア？」

　聞きとがめた馳郎をよそに、蓮リヤ花ンフアは拳こぶしを口元にあてて、呟つぶやいた。

「だったら、追えるかも。……うまくすれば、その子も治療できるかもしれない」

「え！」

　くるりと、もう一度少女は球体へ向き直る。

「包パオ！」

「は、はひっ！」

　直立不動の球体へ、蓮リヤ花ンフアはこう問うたのだ。

「あんた、長老と連れん絡らくとれる？」

「それはまあ取れますけど……時間が時間ですし」

「時間？　あたしに侵しん入にゆう者対策の進しん捗ちよくを訊きいてたのに、夜だから連絡取れないとは言わせないわよ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな物言いで、今度は少年へと話しかける。

「馳郎、中ちゆう華か街がいに戻もどることになるけどいいわね？」

「あ、ああ。──でもその、長老って？」

　いろいろかっとばした少女の言葉に、馳郎が説明を求める。

　すると、

「んーとねえ」

　首をひねり、しばらくしてから少女はこう口にしたのだ。

「あんたに分かるように言うと、要するに……そう、魔法使いよ」




　　　　＊




　──同じ頃ころ。




　もう一組の男女は、少し離れた歓かん楽らく街を歩いていた。

「おおお、絶品！　素す晴ばらしい！」

　陽気な声音とともに、青年の舌がショッキングピンクのアイスクリームをなめずる。

[image: ]

「冷たくて甘くて酸すっぱくて！　やはりたまには下界に来るもんだね。氷ひよう菓かの技術がここまで来ていたとは！　いやいやそれともこれ日本だからなのかな!?」

　舌した鼓つづみを打ち、瞼まぶたをつむって恍こう惚こつと打ち震える。

　深夜営業のアイスクリームショップで買った平へい凡ぼんなラズベリー味が、青年にとっては甘かん露ろに勝まさるかのようだった。実際、この青年に限っては文字通りの意味となるのだった。

　長い睫まつ毛げまで震わせてから、くるりと後ろを振り向いた。

「あれれ、どうしたのかな。顔色が暗いよ。ひょっとして君も食べたい？」

「──どうして明るくなれると思う。私を捕つかまえるのが、日本に来た目的と言ったのはどの口だ」

　背後の少女は、厳しい声音で問うた。

　ナタと、深しん衣いの青年──太タイ乙イー真シエ人ンレンだった。

　ふたりは今、中華街から少し離れた、黄坂市の歓楽街を歩いている。いくつものネオンが煌きらめき、サラリーマンやホスト、ホステス、はたまたガールズバーの呼び込みたちが笑いさざめく中では、ふたりの姿もさして浮ういては見えない。せいぜいが風変わりなコスプレか何かという程度である。

「おやおや嫌きらわれたもんだ」

　困ったように、太乙タイイーが頭を搔く。

「まあ、そこのところは許してくれよ。結局失敗したんだから」

「なるほど。今度はキミを殺してみよう。成功すれば文句も言われないし、失敗しても許してくれるらしい」

「や、耳に痛いね」

　悪びれず、太乙タイイーはアイスクリームを持った手で耳を塞ふさいで見せた。その拍ひよう子しに、クリームの一部が指に垂れて「わわわもったいない」と、指先ごとちゅうちゅう吸ってみせる。

　そんなおどけた態度に対して──ナタの表情は硬かたいままだ。

（……本当に、私を捕とらえるのを諦あきらめたのか？）

　実のところ、いまだにナタは太乙タイイーを信用していなかった。

　できるはずもない。

（だって、こいつは──）

　自分をつくりかえた相手。

　対鬼仙の、最終兵器を創造した真人。

　ある意味において、かつての大戦を終わらせた、最重要人物のひとり。

（…………）

〈七鍵勅書〉がある限り、この青年が自分を捕らえるのは容易なことだ。自由意思を失わせると戦力が落ちるからと言ってはいたが、逆に言えば戦力が必要でなければあっさり青年は自分を裏切るだろう。

　いや。

　裏切るなどという意思も、あるかどうか。

　おそらく太乙タイイーがそうするときは、一いつ切さいの悪意を浮かべないだろう。まるで、道行く人々が服でも着き替がえるかのように、一日の行事以上の感かん慨がいさえ覚えまい。

（……そういう、ヤツだ）

　ひとつ、深呼吸した。

　気分を入れ替かえる。

　どの道、ここで考えすぎても、何かが解決するわけじゃない。

「じゃあ、どうやってあれを捜す気だ？」

「ああ。それなら……感じないかな？」

　と言って、太乙タイイーはアイスクリームを舐なめたのだ。

「感じる？」

「言ったろう。ナタくんとあれは根源的なところで感応し合っている。ある意味で双ふた子ご以上といってもいいだろう。ほら、試ためしてみたらどう？」

「…………」

　半信半疑で、ナタは瞼を閉じる。

　変化は、数秒で訪おとずれた。

　咄とつ嗟さに、少女は口元を押さえたのだ。

　濃のう厚こうで豊ほう潤じゆんなとある香かおりが、口中と鼻び孔こうとを満たしたのである。

「──血の、匂においだ──」

「へえ」

　太乙タイイーが興味深そうに瞳ひとみを光らせる。

　ナタは動かない。試しに始めただけなのに、少女の精神は一気に深みへと沈しずみ込んでいった。通りの喧けん噪そうも聞こえているのにまるで気にならなくなり、代わりに自分の内側からまったく別の情報ケシキが湧わき上がった。

（────っ！）

　ほとんど、それは刃は物ものにも等しかった。




　──歯であった。




　血と涎よだれを垂れ流す乱らん杭ぐい歯ば。

　そのイメージが、突とつ然ぜん少女の肉体にねじこまれたのだ。

　柔やわらかな腹部を吐はき気と怖おぞ気けと飢き餓がと悪お寒かんが一度に齧かじりつき、異様に我が慢まん強づよいナタでさえも白い膝ひざを折って、ワンピースの胸を搔かきむしった。

「な……あ……が……っ」

「おやおや」

　道中でうずくまった少女を、青年が優やさしく路地裏へと連れて行く。一見飲み過ぎたかにも思える風景だし、この歓かん楽らく街がいで気にするものもいない。いささか少女が年若すぎることについても、警察官でもない限り、見て見ぬふりをするのが常道だ。

　ネオンの灯あかりから離はなれて、

「視えるかな？」

　声こわ音ねと表情だけは極きわめて穏おだやかに、太乙タイイーが尋たずねる。

　返事など、できるはずもなかった。

　いくつもの強きよう烈れつな衝しよう動どうが現れては消え、消えたと思えば激しさを増して打ち寄せ、少女の柔らかな中身ココロを挽ひき潰つぶした。

　よじった手が、びしゃりとアスファルトの水たまりを叩たたく。

　跳はねた水すい滴てきが少女の白い頰ほおを汚よごし、ナタはその微び細さいな感覚へ、懸けん命めいにすがりつく。

　少女ワタシをもみくちゃにする泥でい流りゆう。蹂じゆう躙りんする腐ふ臭しゆうの夢。黒の中の黒の中の黒に、ぽっかりと笑う口が浮かんでいる。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　がらんどうの、笑い声。

　つくりものの声。




　──……よう。




　聞こえた。

　鼓こ膜まくにべっとりとへばりつき、二度とは離れない声だった。




　──……したいよう。したいよう。したいよう。したいよう。したいよう。




　いや、違ちがう。

　声なんてものじゃない。

　頭ず蓋がいを鐘しよう楼ろうに見立て、思い切りバットでぶん殴なぐったかのよう。思念の音ボリ量ユームは瞬しゆん時じに増大。一気にマックスをぶち抜ぬけて、ナタの脳のう髄ずいを占せん拠きよする。




　削けずりたいよう潰したいよう毟むしりたいよう千切りたいよ遊びたいよ砕くだきたいよ裂さきたいよ傷つけたいよ啜すすりたい舐ねぶりたい嗅かぎたい吐はきたい抉えぐりたい捻ねじりたい喚わめきたい叫さけびたい堕おちたい喰くらいたい嚙かみたい灼やきたい轢ひきたい絞しめた弄もてあそびた怒おこりた笑いた泣きた嬉うれし鳴き乱れ辱はずかしめ躙にじり貪──！




　ひりだされる、欲よく望ぼうの絶ぜつ叫きよう！

　ヒトのカタチを保っていることさえ不思議に思えるほどの、高密度の切望サケビであり、凝ぎよう縮しゆくされた嗜好ベクトルであった。

（こ、れ……は……）

　その渦うずに翻ほん弄ろうされながら、ナタ自身の思考が明めい滅めつする。

（こん……なの……誰だれが……！）

「──視みえるかな？　聞こえるかな？」

　どこかで、声がした。

　一メートル足らずの現実での距きよ離りと、感応し合った数キロとの違いが、ナタにはもはや分からなかった。

「──それは彼女の衝動だよ。ちゃんと制せい御ぎよしてくださいね？　ここで暴れ出されたら、ちょっと困っちゃうから」

　微び苦く笑しようしたまま、青年の手が深衣の懐ふところへと入る。

　それにも、ナタは気づかない。

　注ぎ込まれたあまりの欲望に、脳髄が熱湯に浸ひたされたよう。ぶるぶるとこみあがってくる激情の渦が、今にも少女の身体からだから溢あふれだしてしまいそうだった。

（溢れ──る──!?）

　自分自身の身体を抱いだいたまま、痙けい攣れんする。

　到とう底てい、ヒトの抱かかえられるような熱量ではなかった。もしも抱えられるモノがいたとすれば、それはヒトでも鬼き仙せんでもなく、正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつに違いなかった。

　怪物に触ふれられたモノは、怪物となる。

　洋の東西を問わず語り継つがれる、古い伝承。

「……ナタくん、情報を」

　冷ややかに、青年が言う。

「彼女の居場所についてでも、彼女の状じよう況きようについてでも、何でもいい」

「……あ……あ……が……」

　そう、それが目的だ。感情の奔ほん流りゆうに押し流されながら、必死に情報を検けん索さくする。彼女の視覚や聴ちよう覚かくから、手がかりとなりそうなものをピックアップする。

　薄うす暗ぐらく、しかし色とりどりの建物。

　地面に打ち捨てられた、中ちゆう華か風ふうちまきや肉まんの包装。

（──中ちゆう華か、街がい？）

（──町外れの、どこか？）

　空転する思考が、それでも解答を弾はじき出そうとする。激痛や葛かつ藤とうと関係なく、身体を操作する武術の在り方と、少女のそれは似通っていた。ひどく自動的で、他律的な兵器の在り方。

　だが。




　──だあれ？




　不意に。

　思念が、こちらを見つめた。

（────っ！）

　ザグン、と突つき刺さされたかと思った。




　──視てるよね？

　──あたしを視てるよね？

　──ねえ、あなたはだあれ？　ねえ。




　主しゆ客かくは転てん倒とうする。

　見ていた側は見られる側に、見られた側は見る側に。演者は観客へ、観客は演者へ。

　そして、獲え物ものは狩かり人ゆうどへ。

　つぶらな眼球が、こちらを射い貫ぬく。

　見えない指が、少女の柔らかな眼球へ触れる。

　透すき通った角かく膜まくをゆっくりと抉り、水すい晶しよう体たいをずぶずぶと潜もぐり、視神経を逆に辿たどって、脳底からその内側を優しく撫なでる。その指のひとつずつが恐おそるべき意味を持っていることにも、ナタは気づいていた。

（逆に、こちらの、情報を──）

　異様な感覚に喉のどを詰つまらせたナタへ、思念はこう続けたのだ。




　──お姉姐ちゃん姐!?




　怪物は、そう呼んだ。

　嬉うれしそうに、楽しそうに、眼球を弄いじったまま。

　こちらの奥の奥まで、底の底まで、無む邪じや気きな瞳ひとみと指で覗のぞいてくる。

　一番大事なものを、暴あばきにかかる。




　──お姉ちゃんが、あたしを見てたんだ！

　──お姉ちゃんが、あたしを見てくれたんだ！




　指から脳髄を伝い、思念がナタの内側に響ひびき渡わたる。

　まるで、肺の内側が大量の泡あわに埋うめ尽くされたかのようだった。地上で溺おぼれる魚のごとく、少女は喉を搔きむしる。

　あまりにも直裁に、あまりにも無造作に、こちらを貪むさぼってくる。

　その思念が、とある記き憶おくに食いついた。




　──あれ？

　──お姉ちゃん？

　──お姉ちゃんの中に、誰か、いる？




（っ……そ、れ……）

　びくりと、背筋が震ふるえた。

　ナタにとって最も神聖な、最も大切な記憶。記録。言葉。




　──『俺、ボディガードなんだよ。多分、ほかのどこより格安だと思うぞ』

　──『高校生がボディガードだったら悪いのかよ。ついでに言えばトラブル一回千円ぽっきり、放課後から深夜までの安心設定だぞ』




　──ボディガード？

　──その男の子、だあれ？

　──あたし、見たことあるよ？　さっき見た気がするよ？　あれ、あの子、やっぱりお姉ちゃんの知り合いだったの？




「っ……！」

　今度こそ。

　力ずくで、ナタは感応リンクを断たち切った。

　眼球から脳髄に刺さった感覚で、後こう遺い症しようが残るのもおかまいなしだった。そんなことにかまっていられなかった。全身全ぜん霊れいを注ぎ込み、相手からの接せつ触しよくを振ふり切った。

　千切れた。

　どっ、と力が抜けた。

　糸の切れた操あやつり人形みたいに、傾かたむいた白いワンピースの肩かたが、歓かん楽らく街の路地の壁かべをずりさがった。

「ナタくん？」

　太乙タイイーが懐に入れた手を戻もどす。

　少女は、汗あせまみれの顔を片手で覆おおい、吐はき出すように言った。

「……やら……れた。あちらの居場所と引き替かえに……こちらの……情報も……」

（馳郎、キミは──）

　荒あらげた息で言いながら、ナタは思う。

（あの場所で、本当にあれが──キミと会ったなら──あれが追うのは──）

「中ちゆう華か街がいだ！　急ぐぞ、太乙タイイー！」

　ぐっ、と膝ひざに力をこめる。

　壁に肩をもたせかけながら、それでも立ち上がった少女に、青年は軽く肩をすくめた。

「よく分からないが、やる気になってくれたのかな」

「いいから！」

　立ち上がる。

　ただがむしゃらに、膝に力を込める。

　最終兵器と呼ばれた少女の心は──今、かつてない焦あせりで蝕むしばまれていた。




　　　　２




　黄こう坂さか市しの中華街は、大きく四つの地域に分けられている。

　まず、一番有名な大通り・南なん凰おう街がいだ。観光客の多くはここの正門である『陽よう安あん門もん』から街に入り、百以上も立ち並んだ屋台や広場の見み世せ物ものを冷やかすことで、中華街の雰ふん囲い気きを満まん喫きつしていく。

　次に中華会館や博物館、美術館など、文化的な側面を代表する北ほつ亀き街がい。こちらは中華街の常連や落ち着いた老ろう夫ふう婦ふなどの出入りが目立つ。観光収入も二番目に多く、テレビや写真に映されているのは、案外南凰街よりもこちらだったりする。

　そして。

　今、馳郎たちを乗せたバンがやってきたのは、どちらでもなかった。

　黄坂市中華街のもうひとつの顔であり──市民の精神を支えてもいる──宗教的な側面を担になった、東とう龍りゆう街がいだった。

　関かん帝てい廟びよう。

　孔こう子し廟びよう。

　媽ま祖そ廟びよう。

　名だたる寺院たちの間に、ひっそりと埋もれた建物を彼らは選んだ。

　隣りん接せつする駐ちゆう車しや場でバンを止めて、寂さびれた正門からロビーに入ったところで、蓮リヤ花ンフアが馳郎へと話しかけたのだ。

「──ここからは、ひとりで行ってもらえる？」

「え、俺だけで？」

「長老の要望なのよ。そこの右の廊ろう下かを行ったら、すぐ分かるから」

　やや不満そうに、蓮リヤ花ンフアが唇くちびるをとがらせる。

　鬼仙の少女をしても、この一帯はわがままが通る場所ではないらしい。なんとなく、そんな少女の表情が面おも白しろくて、馳郎は微笑を押し殺した。……見つかったら、それこそどやされるぐらいじゃすまないだろうから。

「分かったよ。でも、手鞠先せん輩ぱいだけは連れて行っていいか？　放ほうっておけないし」

「そうね。その子を見てもらわないといけないし──いいわよね？」

　じろ、と睨にらんだ相手は包パオである。

「た、多分、大だい丈じよう夫ぶと思うっス！」

　脂し肪ぼうに首をひっこめるみたいにして、包パオが敬礼する。

　その返事に一礼して、馳郎は手鞠の身体からだを背負った。いつも学校中を走り回っている生徒会の先輩の身体は、驚おどろくぐらい軽かった。

「少しの間、ボディガードから離はなれるけどごめんな」

「だから、いちいち謝らないでよ」

　顔をそむけて、ひらひらと蓮リヤ花ンフアが手を振る。

　そういうところが、本当にいいヤツだなあと思うのだけど、口には出さなかった。

「じゃあ」

　短く言って、物もの怖おじすることなく、少年は右の廊下へと入った。

　外から見たよりも、ずっと内側は広かった。

（……あれ。ここも寺院なのか？）

　歩きながら、ふと思う。

　長い廊下を進んでいくと、窓や内装がなんとなく宗教的な意い匠しように変わっていったのだ。

　やがて、広い空間に出た。

「…………っ」

　聖堂だった。

　どのような流りゆう儀ぎや宗派か馳郎には分からないが、いくつもの灯とう籠ろうが左右に列をなしていた。その灯籠のひとつずつに線せん香こうが立てられ、複雑な匂においを混交させている。濃のう厚こうかつ洗練された香かおりの奔ほん流りゆうは、こちらの脳を直接揺ゆさぶるかのようだ。

　そんな空間の、一番奥。

　祭さい壇だんである。

　何かしらの神と思われる、きらびやかに彩さい色しよくされた像が置かれていた。金銀の派手な飾かざりを厭いとわないのは華か僑きようの特質でもあろうか。しかし、けして過か剰じようではなく、長い歴史に裏打ちされた思想と重みも感じられた。

　その前に、一ひと際きわ大きな影かげが佇たたずんでいる。

　ともすれば、それも神像と見み紛まがうほどの、荘そう厳ごんで落ち着いた人ひと影かげだった。

「君が……戌見馳郎か」

　その巨きよ影えいが、振り返ったのだ。

「あ──」

　馳郎が、息を吞のんだ。

　長老という呼び名に反して、まだ四十ばかりと思おぼしい壮そう漢かんであった。

　逞たくましい体つきで、羆ひぐまのごとき印象が強い。髪かみと長い顎あご髭ひげは灰色。馳郎より頭ひとつ高い身体に、これでもかと筋肉を詰つめ込んだようだ。黄色い道士服を纏まとった姿は紳しん士し然としているが、圧あつ倒とう的な覇は気きを隠かくせてはいない。

「……あなたが……長老？」

「ああ、そう呼ぶ者もいるな。この中華街で、鬼き仙せんとの仲立ちをつとめさせていただいている黄フアンという」

　ゆるりと拳こぶしを掌てのひらで覆おおう──中国の伝統的な礼である拱きよう手しゆを行い、長老は分厚い唇を優やさしくほころばせた。

「先代の白はく翁おうとは交誼を結ばせていただいていた。……面白い後こう継けい者しやを選んだようだ」

「え」

　その言葉に、馳郎がぱちぱちと瞬まばたきする。

　思いがけない台詞せりふだったが、同時に、この街の名士ならば知っていても当然かもしれなかった。

「……後継者、なんてもんじゃないですよ。受け継ついだ責任は取るつもりですけど」

「その物言いも、彼にそっくりだな」

　猪い首くびが、ゆるりとうなずく。

　そのまま、視線が馳郎の背後へと向いた。

「そちらのお嬢じようさんが……血を吸われたという？」

「あ、はい」

　しばらく目を細め、

「……なるほど、厄やつ介かいそうだ」

　と、長老は口にした。

「呪じゆ力りよくの糸パスが外部につながっているようだね。おそらく、その糸パスを通じて、ウーとかいう鬼仙の命令を受けているのだろう」

「分かるんですか!?」

「あくまで、朧おぼろに感じるといった程度だがね。残念ながら、私の浄じよう眼がんの精度はあまり高くない」

　長老が逞しい肩をすくめる。

「じゃあ……治ち療りようは！」

「少し待ちたまえ。まず、その少女を下ろすといい」

　黄フアンが手をあげ、聖堂の窓まど際ぎわに置かれた寝しん台だいを指した。

　蓮リヤ花ンフアの申し入れを受けて、あらかじめ用意していたらしかった。素す直なおに従い、手鞠を横たわらせた馳郎に、もう一度長老は口を開いた。

「この少女を詳くわしく診みるより先に、君には確かく認にんすべきことがある」

「確認？」

「ああ。君は白翁となることで、五岳がく三山の鬼仙と白はく鳳ほう六ろつ家けの〈おに〉の中間に立った。しかし、これ以上君が先に進むというならば、もうひとつの存在との交クロ差スポ点イントにも立つこととなる」

　そこで、長老は一いつ拍ぱく置いた。

　少年をゆっくりと見つめ、穏おだやかにこう口にしたのだ。




「──私たち、魔ま法ほう使つかいとね」




　馳郎の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん揺ゆれた。

　愕がく然ぜんと胸に手を置いた少年に、長老が続けて訊きく。

「今いま更さら不思議かな。鬼仙にも〈おに〉にも出会ったはずの君が？」

「いや、その……」

　言われてみれば、その通りではある。

　蓮リヤ花ンフアの口から、あらかじめ聞かされてもいた。だけど──魔法使いという言葉の持つ幻げん想そう性は、鬼仙や〈おに〉とはまるで違ちがっていたのだ。

　ひどく、足元がふわふわとしてしまうような。

　まるで、自分自身のいる場所自体が、根底から入れ替かわってしまったかのような。

　ごくりと唾つばを飲み込み、少年が訊く。

「魔法使いって……おとぎ話にいるような？」

「ふむ。グリムやアンデルセン童話のことなら、かなり概がい念ねん的に嚙かみ砕くだいた黒くろ魔ま術じゆつのイメージが濃こいかな。今私が言っているのは、もう少し具体的な──西洋でも東洋でもだいたいの国の歴史で、近世までは関かかわってきた技術系統のことさ。たとえば」

　そこで長老は言葉を区切り、懐ふところから薄うすい紙切れを取り出した。

　黄色い長方形の紙に、鮮あざやかな朱しゆ色いろで紋もん様ようや文字を書き込んだ──そう、映画に出てくるような霊れい符ふであった。




「──疾チツ」




　短い呪じゆ句くとともに。

　ぼっ、とその霊符が鬼おに火びのような炎ほのおを放った。

「…………！」

　馳郎が目を剝むいた。自らの手で炎をかざした長老は、まるで熱がる様子もなく、十分少年に見せつけたと判断してから、逆の手で覆って握にぎりつぶしたのである。

「今の、は……」

「これもそうした技術だ。もっとも、魔ま術じゆつのほとんどは科学に及およぶべくもないし、仮に同じだけの成果を出せるとしてもコストは十倍でも利きかない。そういう意味で鬼仙や〈おに〉とはほど遠いな」

「何か、違うんですか？」

「少し、語ご弊へいのある言い方になるがね。彼らは神秘を取り込んだ存在だからさ。生者と死者の違いはあれど、自ら神秘となった彼らにとって、呪力や異能を使うことはただの生態に過ぎない。鳥になぜ飛べるのかと訊いても彼らは答えを返せまいよ」

　軽く、長老はかぶりを振ふる。

　馳郎には汲くみきれなかったが、さまざまなニュアンスのこもった言葉だった。霊符の燃えかすをぎゅっと親指と人差し指でにじり、壮漢は低い声で続けた。

「──だが、私たち魔法使いにとって、神秘とは外部の存在だ。空を舞まうには飛行機をつくる必要がある。いいやその数十倍、数百倍の費用や時間をかけて空飛ぶ箒ほうきをつくらねばならない。現代でもなおいくつかの途轍もない例外はあるが、おおよそ魔法使いであるというのはそういうことなんだよ」

「…………」

　なんとなく、馳郎にも分かった。

　鬼仙や〈おに〉は、人外として世界の秩ちつ序じよの外にある。

　しかし、魔法使いは──ギリギリではあれども──まだその内側にいるのだ。秩序の内側にいるならば、その外に触ふれようとするだけで想像を絶する労苦が必要となるだろう。

　だけど。

　別のことにも、同時に少年は思い至った。

　人であるからこそ、当然の限界があるのなら……人であるからこそ、できることもあるのではないかと。

「気づいたかね」

　苦笑いとともに、長老は道士服の胸に触れる。

「神秘と切り離はなされ、客観視できる分だけ、我々魔法使いの方が扱あつかいに長たけている部分もある。先ほど糸パスと言ったのはそのような意味さ。──これも、厳密には魔法使いであることとは別なんだがね」

「じゃあ……」

「治療できる可能性はある」

　灰色の顎髭を、長老はさすった。

「だが、私とて初めて聞く不死属性だ。確実とは言えない。──それに、交こう換かん条件となってしまうが、私からも頼たのみたいことはある」

　そこで、もう一度長老は少年に向き直った。

　厳おごそかに、こう尋たずねたのだ。

「その、ウーと名乗った鬼仙を捕とらえられるかな？」

「……あの、子を？　確か、もともと蓮リヤ花ンフアに追うよう命じたのも長老なんですよね？　中ちゆう華か街がいでおかしな氣チイが撒まかれて、何人も倒たおれる人が出てきたからだって」

「ああ。先ほど言ったように、この街での鬼仙との仲立ちは私が任されている。なのに問題が生じて解決できぬとあっては、私の監かん督とく責任を疑問視されて、〈協会〉から魔法使いを罰ばつする魔法使いが派は遣けんされかねんのでな」

「〈協会〉？」

　初めて聞く名前に眉まゆをひそめると、長老は淡く微苦笑した。

「まあ、魔法使いを管理してる互ご助じよ組合と思ってくれたまえ。彼らは世界に異能が知れ渡わたったり、大きな影えい響きようを及ぼすのを好ましく思っていない。場合によっては、その原因を排はい除じよするための刺し客かくを送るぐらいにはね」

「…………」

　少年の知らない、非日常世界の秩序。

　日常と非日常の、その境界を守るための組織。

　首の裏がびりびりとざわつく。片手で押さえ、馳郎は小さくかぶりを振った。

「だったら、頼まれるまでもありません。蓮リヤ花ンフアが俺の雇やとい主である以上、俺はあいつを護まもります。その蓮リヤ花ンフアがウーを捕つかまえようとしているなら、きっと俺だって手伝わされるでしょう」

「……千円ボディガードだったかね」

「はい」

「白はく翁おうには不似合いな仕事だ。君は本来狙ねらわれる側の人間であって、護る側の人間ではないだろう」

　長老の言葉は当然だ。

　今の馳郎には多くの狙われる理由がある。先月起きた白鳳六家との諍いさかいも、発ほつ端たんは自分が白翁の遺産を受け継いだことだった。身の安全を考えるなら、今から専門の護衛隊を編成しても良いぐらいだ。

「それでも、俺の夢です。あのおっさんが目の前で倒れたときから、ずっと考えていたことです。才能がないかもしれないし、ひょっとするとそれどころじゃないのかもしれない。それでも譲ゆずれない夢です」

　馳郎の言葉を受けて、壮そう漢かんはじっと少年を見下ろした。

「……おっさんとは、前の白翁のことかね？」

「はい」

「そうか。目の前で倒れたか……」

　長老が瞼まぶたを閉じた。ほんの数秒。旧友であったというこの壮漢の脳のう裏りに、はたしてどのような想おもいが交こう錯さくしたか。

　再び開かれた眼まなこからは、その答えは窺うかがい知れなかった。

「ともあれ、互たがいに協力できそうなら──まず、前まえ払ばらい分を支し払はらおうか」

　長老が、数歩前に出る。

　寝台に横たわった手鞠の額へ、その手が伸のびた。

　指先でひらりと翻ひるがえった霊符は、前と違う紋様と文字を記されていた。




「身中諸内境　三萬六千神　動作履行藏　前劫並後業

　願我身自在　常住三寶中　當於劫壊時　彼身常不滅

　誦此真文時　身心口業皆清浄　急速急来応願」




　馳郎は知らず──口ずさまれた呪の名は、浄じよう三さん業ごう神しん呪じゆ。

　体内を循じゆん環かんする呪じゆ力りよくを浄きよめ、あらゆる災わざわいより対象を守るとされる道術は、ごくごく静かにその作用をもたらした。

「……ん、んん？」

　薄く、少女が目を開いたのだ。

「手鞠先せん輩ぱい！」

「……ん～ん？　ああ……戌見後こう輩はいかあ」

　淡あわく、少女が笑う。

　いつもの破は天てん荒こうな元気さからは信じられない──目を離せば、消えてしまいそうなぐらい、儚はかない笑え顔がお。

「なんか、妙みように眠ねむいな。いくらでも眠れそうだよ……あれ。あたし、どうしてたんだっけ？　確か……中華街で買い物してたと思うんだけど……」

　ふわふわと、地に足の着いていないような様子だった。

　長老が言う。

「回復したわけではない。あくまで表層的な部分を浄じよう化かしたことで、一時的に意識が戻もどっているだけだ」

「……分かった」

　馳郎がうなずくと、手鞠はぱちぱちと瞬まばたきした。

「ん？　ひょっとして……あたし倒れたりした？　帰りが遅おそくなりそうなら……母上と父上に連れん絡らくをいれなきゃなんだが」

　もそもそと動くが、上半身を持ち上げるにも至らない。

　そっと、その肩を少年は押さえた。

「俺が、やっておきますから」

　というよりも、こちらは〈カエアン〉がすでに手配していた。

　今の手鞠は、親友である生徒会長・春はる荻おぎ一いち姫ひめの家に泊とまり込んでることになっている。もちろん一姫の方にも口裏は合わせてあった。

　対して、手鞠はぼんやりした瞳ひとみで問うた。

「んんん。戌見後輩は、また誰だれかに世話をやいてるのか？」

「そんな……感じです」

「そっかあ」

　にっこりと、少女は微笑したのだ。

「じゃあ仕方ないなあ。戌見後輩はボディガードなのだものな」

　寝しん台だいの枕まくらへ埋うもれるように脱だつ力りよくし、瞼を閉じる。

　その仕草があまりにも弱々しくて、馳郎が声をあげかけたところで、

「──でもさ戌見後輩」

　ぱっちり、少女が瞼を開いたのだ。

「仕事もいいけど、戌見後輩は、ちゃんと戌見後輩の大切なものを見つけるべきだぞ」

「手鞠先輩」

「いいから、たまには先せん輩ぱいの言うことも聞いとけ。どうにも戌見後輩はそのへん分かってない節があるからね。なんでもかんでも目についたものを守っていたら、戌見後輩だけじゃなく、周りだってすりきれるぞ？　人間は優先順位があって当然で、全部守るとかなんでも頑がん張ばるとかは、漫まん画がの主人公にでも任せておけばいいんだよ」

　懇こん々こんと、珍めずらしくも先輩らしいことを、偉えらそうに言ってのける。

　この少女と出会ってから五指にも満たないような事こと柄がらを、よりにもよってこんなとき、空気も読まずにやってのける。

　ある意味で、ひどく手鞠朝葉らしかった。

　だから、

「……分かりましたよ」

「むう、本当に分かったのかな？」

「もちろんです。だから先輩は寝ねててください。でないと、ナタを連れてきませんよ」

　わざと、いつもと同じノリの会話を選せん択たくした。

「やあ、それは困るなあ。コスプレ衣装が余っちゃう」

「俺の知ったことじゃないでしょう」

「ひどい。戌見後輩ってば、いつの間にそんな人にん非ぴ人にんに」

「ほいほい他人を売ったら奴ど隷れい商人でしょうが」

「ぐみゅ」

　兎うさぎが踏ふんづけられたような声をあげて──手鞠は、ほうと息をついた。

「うん、じゃあ少し休むよ。……ナタちゃんに……よろしくねえ」

　それきりで、少女が目を閉じた。

　今度は、開かなかった。

　眠ったのだと分かっていても、心臓が強く鳴った。じっとりと噴ふき出る冷や汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい、馳郎は唇くちびるを嚙かんだ。

「……ありがとうございます」

「ちゃんとした治ち療りようはこれからだ。感謝されるには早いだろう」

　長老が言う。

　それから、手鞠に視線を移して訊きいた。

「この少女は、君の大切な人なのかね」

「大切な先輩です」

「ふむ」

　かすかに目を細め、また長老は言う。

「君は、鬼き仙せんの兵器──ナタを保護していたね」

　中華街において鬼仙との仲立ちを行っているなら、その情報も知っていて当然だろう。もとより、馳郎が白翁となったのはナタの存在あってのことだ。

「はい」

「だったら、その賢けん明めいな少女も言っていたが、君は優先順位をつけた方がいい」

　重く、長老は告げた。

「誰かを守るということは、誰かを守らないということだ。いいや、時には誰かを傷つけることさえ意味する。──今のこの状じよう況きようは、君がナタを保護したためかもしれない」

「……かも、しれません」

　馳郎も認めた。

　あのウーという少女がナタを追ってきたのなら……手鞠が襲おそわれたのは、自分とナタの巻き添ぞえを食ったともいえる。

　つまりは、手鞠のこの状態も、

「先輩がこうなったのは、俺のせいかも、しれません」

　少年が、胸むな元もとで拳こぶしを握にぎり込む。

　一ヶ月前、白はく鳳ほう六ろつ家けの人間も言っていた。




　──『白翁様が、鬼仙とコトを構えるつもりでないのなら、その鬼仙兵器を向こうへ返へん却きやくなさった方がよろしいのではないですか』

　──『曖あい昧まいな態度は事態をこじらせるばかりで、誰にとっても不幸な結果を招きましょう』




　そう、予想出来なかったことではないのだ。

　被ひ害がいにあうのが自分の関係者になると、そこまでは考えなかったとしても、何らかの事件が発生する可能性を馳郎は確かに認にん識しきしていた。無む為いに過ごしていたわけではないにせよ、一いつ切さいの責任がないとはとても言えぬ。

　どのような行こう為いにもつきまとう、反作用。

　白翁や鬼仙兵器ともなれば、その反作用が多くの人を傷つけるにも足るという話。たまたまそれが見える範はん囲いで起こっただけで、これまでの馳郎の行為によってもっと深刻な被害が出ていないとも限らない。

　あるいは、これからも。

「……それでも、続けることが夢かね？」

　長老の声は、優やさしく聖堂に響ひびいた。

「もしも、その兵器ナタが発端なら、それを差し出すことで丸く収まるかもしれない。君がかまわなければ、私が口くち添ぞえしてもいい」

　鷹おう揚ように向けられた勧かん告こくは、けして安易な誘ゆう惑わくではなかった。

　長老として中ちゆう華か街がいで過ごしてきた時間が、彼の言葉に重みを与あたえるのだろう。人間以上の能力を持つ鬼仙とのやりとりは、綺き麗れい事ごとだけですむようなものではなかったはずだ。

「…………」

　少年は、沈ちん黙もくする。

　数秒の間をおいて、こう口にした。

「──だから、誰もあいつを守らなかったんだと思います」

　その言葉に、長老が片眉まゆをあげる。

　ゆっくりと、しかし毅き然ぜんとした意志を込めて、少年は壮そう漢かんを見つめ返す。

「守らないための立派な理由があるから──守るべきじゃない言い訳はいくらでもできるから、だから長い長い間、誰もあいつを守ろうとしなかった。鬼仙も人間も関係なく、みんながその言い訳を信じ切っていたから」

「人の上に立つ者なら、それも甘かん受じゆすべき痛みじゃないかね」

「きっと、そうなんでしょう」

　長老の鋭するどい視線を、もはや馳郎は避さけようとしなかった。代わりに正面から堂々と、自らの言葉を投げ返す。

「俺は多分、あなたから見ると穴だらけです。白はく翁おうとしてもボディガードとしても」

　そこまで言って、一いつ拍ぱくおいた。




「だけど俺は、未熟だから、あいつを守ります」




　一いつ瞬しゆん、長老は目を丸くして、少年を見つめた。

　それから、

「──く」

　と、軽く噴き出したのだ。分厚い唇に拳をおいて、いかにも楽しそうにくつくつと道士服の肩かたを揺ゆらした。

「なるほど、未熟だからか。自分の未熟さも利用するのか。これは考えなかった。つくづく君は面おも白しろい相手だな。ああ、意外と現代の白翁向きなのかもしれない」

「……嫌いや味みですか」

「いやいや、これは本気で言ってるのさ。だが、具体的にこれからどうするね」

「あなたの依い頼らい通り、ウーを追いますよ」

　と、少年は告げた。

「ほう。どうやって？」

「蓮リヤ花ンフアは、あなたと会うことでウーを追えるかもと言ってました。──その方法か何かが、さっき話した糸パスということじゃないんですか」

「ふむ。未熟ではあっても、愚おろかではないか」

「っ、試ためしたんですか？」

「はは。こんなのは推理でもなんでもなくて、ただ記き憶おく力と胆たん力りよくの問題だろう？　試した内にも入らない。あいつでもそう言うだろうさ」

　洒落しやれっ気たっぷりに片目をつむると、残った左目がかすかな青みを帯びた。

「では、早さつ速そくそちらの術を──」

　言いかけて、壮漢は動きを止めた。

「長老？」

　馳郎が怪け訝げんそうに尋たずねても、しばらくの間長老は微び動どうだにせず、食い入るように聖堂の壁かべを見つめていた。

　そして、

「……どうも、厄やつ介かいなことになってるらしいな」

　その言葉と、聖堂の扉とびらが開かれるのがほぼ同時だった。

「ちょ、長老様！」

「馳郎！　黄フアン長老！」

　包パオについで、少年と長老の名を呼んで入ってきたのは、蓮リヤ花ンフアだった。

　真しん紅くのチャイナドレスを翻ひるがえし、鬼仙の少女はこう叫さけんだのだ。

「──この建物、妙みようなヤツラに囲まれてるわよ！」




　　　　３




　──ひどく、異様な光景だった。




　中華街の、とある建物の路地裏や裏門のあたりを、数十の人ひと影かげが徘はい徊かいしているのだ。

　それがまともではない証しよう拠こに、誰だれひとりとして視線と動きが一いつ致ちしていなかった。歩みひとつとってもぎこちなく、関節と筋肉の動きは完全にずれてしまっている。こんな状況なのに誰ひとり転てん倒とうしないのが、なおさら異常だった。

　小さな子供が操あやつり人形で遊んでいるのを、無む理り矢や理り誰かが補整しているかのようだ。

　当然、その分だけ人形には負担がかかるはずなのだが、誰も苦く悶もんの表情を浮うかべぬばかりか、眉ひとつ上げ下げもしない。

　男女の比率はさほど変わらなかったが、十代から二十代後半までの年代がとりわけ多かった。

　ぐるぐると、彼らは水アク族アリ館ウムの魚にも似て回遊する。

　古代の王に命じられた奴ど隷れいたちのようでもあった。

　ただし、その瞳ひとみは──歩み巡めぐる全員が、ほのかな赤色に染めて。

「……なるほど。私が思っていた以上に、侵しん入にゆう者による汚お染せんは広がっていたみたいだな」

　雨戸の隙すき間まから、それを覗のぞいていたもうひとつの瞳がこぼした。

　聖堂の内側へと、振ふり返る。

「この少女──手鞠とか言ったか──が操られていたというのと、同じか」

　長老が、部屋の寝しん台だいに視線を移す。

　ショートカットの少女の額には、黄色い霊れい符ふが貼はられていた。再び、外の徘はい徊かい者たちのように操られないための措そ置ちであるという。どうしようもなく蒼あお白じろい顔と霊符の組み合わせは、ずっと昔観みた中国のオカルト映画を思わせて、馳郎の胸を苦く覆おおった。

「ここは、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「一応、この寺院には結界が張ってある。少々操られただけの人間が簡単に入り込めたりはしないさ」

　長老は軽く、複雑な意い匠しようを凝こらされた柱を叩たたく。

　道術に関連する紋もん様ようや様式は馳郎にはよく分からないが、どうやらその柱が長老の自信を支えているらしい。

　結界とは──確か、余計なものが入らないようにする『区切り』だったろうか。

　もとは神しん道とうか仏教の用語で、縄なわ張ばりという言葉と語源をともにするとか、何かで聞いた気がする。つまるところ、『ここはほかと違ちがう場所だ』と主張することで、聖性や神性を維い持じするための仕切りだ。

　広義に取れば、さりげない衝つい立たてや店の暖の簾れんもそれに準じる。

　関係ないものを入らせないための、『区切り』。

「……だが、ここから出るとなると、話は変わるぞ？」

　壮漢が低く言う。

　少し考え込んでから、馳郎が口を開いた。

「ウーを押さえれば、あの人たちは元に戻もどると思いますか」

「ふむ。……おそらくだが、命令を与え続けることで、対象を操る不死属性だと思う。だとすれば、ウーとやらが意識を失えば、表面上は元に戻るだろうな」

「分かりました」

　うなずき、少年は隣となりを向いた。

「いいよな、蓮リヤ花ンフア」

「分かってるわよ。最初からそのつもりだし、でないとうるさいのはこの長老だもん」

「そう言われてもな。──伝統的に中華街は君たち鬼き仙せんの領域だし、便べん宜ぎも払はらう。だが、君たち鬼仙の間で持ち上がった面めん倒どうは、こちらでは解決しかねるのも道理だろう」

　ひらひらと手を振った少女に、壮漢は当然のごとく言ってのける。

　その理り屈くつは納なつ得とくしているものか、蓮リヤ花ンフアは鼻を鳴らすだけで抗こう弁べんはしなかった。このあたりの微び妙みような関係は、鬼仙と魔ま法ほう使つかいのあれこれが関かかわってるらしい。

「手鞠先せん輩ぱいは、ここで預かっていただいていいですか？」

「もとより、そのつもりだ。君が良ければだがね」

「よろしくお願いします」

　返答に、頭を下げる。

「では……ウーとやらを追う標しるべを出そう」

　壮漢が、手をこねた。

　指先へ新たに現れた霊符を掲かかげ、喉のど仏ぼとけを震ふるわせたのだ。
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　聖堂を幾いく度どとなく響ひびきわたる、特とく殊しゆな発声だった。同時にそれは、糸パスと呼んだ不可視の導線を辿たどるための秘術でもあったろう。

　霊符は壮漢の太い指先で変じた。

　みるみる内に、それは一羽わの鳥と化したのだ。

　目のない鳥であった。

「その鳥を追っていきたまえ」

　長老が言うと、鳥は大きく羽ばたいた。

　扉などないがごとく、すうと通り抜ぬけていく。

「あ、はい！」

　馳郎が会え釈しやくして、扉の向こうへ駆かけ出していた。

　ついで、仕方なさそうにチャイナドレスを翻して、蓮リヤ花ンフアもその後を追った。

　ただし、

「……ん、そうそう」

　長老の隣を通り過ぎる直前、鬼仙の少女はわずかに足を止めて、こんな内容を耳打ちしたのである。

「さっきのだけど、あんなの、手を出したヤツが悪いに決まってるじゃない」

「────っ」

　一瞬何のことか分からず瞬まばたきした壮そう漢かんは、しかしすぐに、その意味を察した。




　──『先輩がこうなったのは、俺のせいかも、しれません』




　苦く渋じゆうとともに吐はき出した少年の台詞せりふを、鬼仙たる少女の耳は捉とらえていたのだ。

「……ああ、なるほど。そこが明快なのは君の美徳だな。朱ジユウ蓮・リヤ花ンフア」

「余計なお世話よ」

　ふんと少女は鼻を鳴らした。

　そのまま、少年を追って聖堂を出て行く。

　扉が閉じて、ふたりともの気配が完全に消え失うせてから、長老は愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆらした。

「なんだ。新しい白翁は無能だとかどうだとかいろいろ言ってたが、案外気に入っているらしい」

「……あの、長老様」

　おずおずと、聖堂の隅すみで小さくなっていた包パオが声をあげる。

「ん？　君もかね、包パオ」

「い、いえ！　あんな暴力鬼仙とかへっぽこボディガードとか、どうでもいいっス！」

　胸を張って、球体の人じん仙せんは自分に言い聞かせるように何度もうなずく。

「でも……その、たった今、俺様気づいちゃったんですが、ひょっとしてウーって」

「分からんよ」

　遮さえぎるように、長老は言った。

　包パオの口が、ぴたりと閉とざされる。それこそ魔ま術じゆつのようだった。きゅっと唇くちびるを接着した包パオから目を離はなし、長老は寝台へと歩み寄った。

　今も眠ねむり続ける手鞠朝葉の、その髪かみに触ふれた。

「未熟だから守る……か」

　小さく、呟つぶやいた。

「なるほど、その言葉に矛む盾じゆんはない。代だい償しようの重みも妥だ協きようの叡えい智ちも知らぬ者が、決断だけを易やすくしても何の意味もありはしない」

　馳郎の言葉を、壮漢は嚙かみしめる。

　愛いとおしむようであり、哀あわれむようでもあった。

「だが……いつか未熟でなくなったなら、そのとき君はどういう選せん択たくをする？」

　一いつ切さい表情を変えぬまま、囁ささやきは聖堂の床ゆかを這はった。




「さて白はく翁おう殿どの。──君の選択すべきときは、いつやってくる？」




　　　　＊




　数分ほどして、ふたりの姿は屋根の上にあった。

「あーあーいるいる。まとめて潰つぶしちゃえば楽なのに」

　お茶ちや目めっぽく、額に手のひさしをつくって、蓮リヤ花ンフアが言った。

　掃そう除じ用の梯はし子ごを用いて、この屋根へと出たものだ。

　徘徊する人々は、地表からこちらを見上げているが、それ以上近づくこともできず一定の距きよ離りをおいたまま蠢うごめいている。建物をよじのぼってくるのではないかと冷や冷やしたが、どうも壁かべに触れることはできないらしい。──それも、長老の言っていた結界のためだろうか。

　ともあれ、先の蓮リヤ花ンフアの台詞せりふに、馳郎は言い返した。

「長老からも、騒さわぎを大きくしないことって言われてたろうが」

「ええー、白翁の権力なら少々やっちゃっても口くち封ふうじできたりしないわけ？」

「最悪の場合以外、そんなのはナシだ」

　その返しに、蓮リヤ花ンフアがくるりと振り向いて、ふうんと笑えみらしい表情をつくった。

「……一応最悪の場合を考えてるのが、あんたのいいところね」

「なんだよそれ」

　抗弁すると、少女はうんしょと立ち上がりながら、片目をつむる。

「褒ほめてるのよ。少なくとも地に足がついてるもの」

「んむ」

　そう言われると、馳郎も黙だまり込むしかない。

　対する少女は、ひどく真しん剣けんな眼まな差ざしで地表の徘はい徊かい者たちを見つめていた。口元を押さえ、もごもごと呟いた。

「……あ、あれだけの、全員の血を吸ったのかしら」

「そういうことかな。先輩の血も吸ってたし」

　馳郎が苦い顔になる。

　あの、奇き怪かいな首輪をつけた少女──ウーに抱だきかかえられていた手鞠先輩。美しい唇を濡ぬらした、不気味なアカイロ。

　少年の意識をつかのまもぎとった、おぞましくも鮮せん烈れつな、地じ獄ごくのような光景。

「吸きゆう血けつ鬼きだから……って言ってたけれど、鬼仙でもそういうヤツいるのか？」

「いないわよ！」

　ぶん、と少女が細い手を振ふる。

　一見可愛かわいい仕草だが、威い力りよくを知る者にとっては冗じよう談だんごとではなかった。血相を変えて大きく避さけた馳郎に、少女はまなじりを決して叫さけんだ。

「あれは特別！　こんな見境なしに吸いまくったのと一いつ緒しよにしないで！　あたしらが血を吸うっていうのはね……」

「いうのは？」

　鸚おう鵡む返がえしに訊きいた馳郎に、はたして蓮リヤ花ンフアは硬こう直ちよくした。

（ん？）

　と、少年が首を傾かしげた。

　今までも、何度か蓮リヤ花ンフアがフリーズすることはあったが──これは初めて見る表情だったからだ。いつも鬼仙としての誇ほこりと威い厳げんを忘れぬ少女が、まるでこの瞬しゆん間かんだけは、いつも学校で机を並べている普ふ通つうの少女のような。

　だから。

　馳郎も、置かれた状じよう況きようを忘れて、少女の顔に見入ってしまった。

「……か、か、関係ないから！　だいたいあんただって、ナタには吸われまくってるんでしょ！」

「へ？　い、いや……氣チイはともかく、血はないけど」

　発音に気を遣つかいながら少年が言うと、蓮リヤ花ンフアが目を丸くした。

「え、ないの？　一度も？」

「な、ないよ！」

　慌あわてて手を振ると、少女も妙みようにぎくしゃくした感じでうなずいた。

「そ、そうか。ないんだ。ないんだ。……ふうん」

　納なつ得とくしたように、視線をそらす。

　なぜだか、頰ほおをごしごしと擦こすっていた。

　少年も同じだった。ただ、事情は少し違ちがっていたかもしれない。

　思い出してしまったのだ。




　──『少しだけ……ほんの少しだけ、キミの氣チイをもらってもいいか？』

　──『……あ、ああ。お詫わびとして、も、もらっておくぞ』




　氣チイを受け取るからという名目で、少年はナタに舐なめられたことがある。

　けして、長い時間ではなかった。

　回数も、鬼き仙せんの正体を知ってからはたった二度。

　だけど、少年は忘れていなかった。温かく濡れた唇のもどかしさを。柔やわらかな舌先から、ぴりっと電流が走ったかのような痺しびれを。

　切なくて疼うずくようで、けして胸の奥から離れないその記き憶おくを。

　恥はずかしさで顔が耳まで熱くなって、しかし、

（……ナタ）

　少女を、思った。

　いつも冷静で、理り屈くつっぽくて、好こう奇き心しんたっぷりで、そのくせ氣チイを受け取るというだけなのに──自分と同じぐらい恥ずかしそうにしていた、白いワンピースの少女を。

「どうしたの？」

「いや……」

　なんでもないと言いつつ、気持ちが切り替かわった。

「まだ、ナタは捕つかまってないよな」

「多分ね。さっきのあいつの様子だと、捜さがしてるところみたいだったし。あたしらをここまで追ってきたのは、手がかりか何かと思ったんじゃない？」

「そっか」

　うなずく。

「鳥は、見えるか？」

「向こうよ」

　蓮リヤ花ンフアが、細い指先を持ち上げた。

　ひたすら南の方へと、鳥は飛んでいく。魔術によってつくりあげられたためか、鳥の姿をしていても、夜の闇やみをものともしていなかった。

　少女の鬼仙の瞳ひとみも、けしてそれを見み逃のがさない。

「じゃあ、行くぞ」

「はいはい。捕まらないでね」

「まあ、なんとかするよ」

　苦笑いしつつ、少年が別の相手に囁いた。

「……〈カエアン〉」

『イエス、マスター』

　機械音声は、正しく主あるじの指令に応こたえた。

　操あやつられた人々の間を突つっ切って、黒いバン──〈ヘリオス〉が走り込んできたのだ。路地を埋うめ尽つくした徘徊者たちに体当たりしながらも、骨折や重傷は避けるよう、最低限の配はい慮りよをしてのけたのは、世界最高を標ひよう榜ぼうする人工知能の冴さえであった。

「せいっ！」

　助走をつけて、少年が跳ちよう躍やくする。

　建物から数メートルは隔へだてた距離を、〈カエアン〉の内側に設けられた人マツ工スル筋肉パツ機構ケージが後押しする。空中でダンクみたいに足を動かし、ぎりぎりでバランスを保ったまま、見事バンの屋根に着地。

　だが、押しのけられた徘徊者たちもまた、車高の高いバンへ爪つめを立てた。

　無む理り矢や理りによじのぼろうとする彼らが鋭するどく牙きばを剝むき──その口中より、残らず紫電を吐はき出そうとは。

　ぶすぶすと音をたてて、感電した徘徊者たちが倒たおれ、馳郎がにっこり笑った。

「サンキュ。〈カエアン〉」

『装そう甲こう部はまだ通電中です。絶ぜつ縁えんしている足以外は触ふれないようにしてくださいませ』

　スマートに、注意事じ項こうのみを返す〈カエアン〉であった。

「はいはい、どいてどいて！」

　ついで、蓮リヤ花ンフアが飛び降りる。

　こちらは、もはや猛もう獣じゆうであった。

　手鞠の例からすれば、徘徊者たちもある種のリミッターは振り切れているようだが、その程度で鬼仙にも冠かんたる剛ごう力りきを止められるはずもない。

　まとめて、全員がひきずられた。

　十数人からの人間の山が、一切の遅ち滞たいなくひとりの少女に持って行かれる、不自然極きわまる光景。

「だから、無む茶ちやするなって！　その人ら被ひ害がい者しやなんだぞ！」

「いちいち配慮してられないでしょ！　あんただってビリビリ感電させてたんだし、ぶんなぐってないだけマシと思いなさいよ！」

　バンからの馳郎の声に、蓮リヤ花ンフアが怒ど鳴なり返す。

「ああもう！」

　少年が、ジャケットを押さえた。

「──〈カエアン〉！　追サプリ加メントユニット！」

『要リク請エス起ト・動ブート。追加ユニット受じゆ諾だく』

　漆しつ黒こくのバン──〈ヘリオス〉の後部より、高こう射しや砲ほうのごとき機器が覗のぞいたのだ。

　屋根を再び蹴けり、路地裏へ飛び出した馳郎の背中を、その砲ほう門もんが追う。射出された直後、砲ほう弾だんは黒い翼つばさを広げて、少年の身体からだを掬すくい上げたのだ。

　ごお、とエンジンノズルが噴ふん射しや炎えんとともに吼ほえた。

『接続完かん了りよう。揚よう力りよく確保。バランサー良好。各機能、異常なし』

　機械音声がたてつづけにチェッカーを起動し、最後をこう結んだ。




『飛ひ翔しようプログラム０２──〈イカロス〉、起動』




「うっしゃあ！」

　ごく狭せまい路地裏を縫ぬって、馳郎は飛んだ。

　一ヶ月前の事件でも使われた飛翔ユニット・〈イカロス〉。先の戦いのフィードバックを受けてより小型化されたそれが、〈ヘリオス〉にも積まれていたのだ。

　チチッと、翼よく端たんが壁かべに火花を散らせながら、少年は手を伸のばした。

　徘徊者たちをひきずる鬼仙の少女へと。

「あ、あ、あ！　こ、こら、離はなせ馬ば鹿か！　べたべた触さわらないで！」

「離せるかっつの！」

　ぶんぶんと暴れる少女の身体を強ごう引いんに羽は交がい締じめにして、少年は夜空へと急きゆう上じよう昇しようする。

「あああっ！　そ、そこ駄だ目めだってば！　絶対駄目！　離して！　離してってば！」

「やめやめやめろって！　落ちる落とす落ちる！」

「むしろ落として！　ううあうう～」

　恥ずかしげな少女の声が、エンジンノズルからの噴ふん射しや音に打ち消される。

　徘徊者たちをまとめて牽けん引いんした剛力が、自分ひとりで押さえ込めている不思議について、少年は思い至らなかった。

[image: ]

　遠く、目のない鳥が羽ばたいていく。

　それを追って、少年たちは黄坂市の南へと飛翔していった。
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　──同じ夜を、もう一組の男女が走っていた。




　深夜とあって、人通りはほとんどない。しかし見る者がいたならば、そのありえぬ速度に目を剝いただろう。

　かたや、伝統的な深しん衣いを纏まとう青年。

　かたや、白い帽ぼう子しをかぶり、もっと白いワンピースに身を包んだ少女。

　華きや奢しやな姿はいっそ妖よう精せいのようにも映るのに、そんな印象を裏切るほど、少女は必死に走っていた。

「馳郎……！」

　掠かすれた声が、風に紛まぎれた。

　ナタは、ひどく焦あせっていた。

　あれと感応リンクしたからだ。

　断だん片ぺん的に脳のう裏りをよぎったイメージで、あれと馳郎は出会っていた。一度は逃にげられたようだったが、自分と感応することで、あれはいくつもの情報を得てしまった。

　馳郎を、中間ターゲットとするには十分なだけの情報を。




　──あの少年野郎の性質ならば、きっとあれに立ち向かってしまう。




「待って、くれよ……！」

　思いが、桃もも色いろの唇くちびるからこぼれた。

　人間を遥はるかに上回る速度で走りながら、胸中の願いを口走ってしまう。

（あれにだけは、手を出さないでいてくれ……！）

　不安を押し殺し、ただ地面を蹴る。

　そして、

「…………」

　背後を走る青年は、そんな少女の背中を見やり。

　どこか愉たのしそうに、どこか嬉うれしそうに、ほんのりと微笑ほほえんでいるのであった。
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　そして。

　もうひとり。




　──その男も、夜を走っていた。




　その姿は、蒼あおい迅じん雷らいのごとし。

　単純に速さだけを問うならば、ナタと太乙タイイーのそれをさらに二回りも上回っていた。二足歩行ばかりか、地上を行く生物としてはほとんど限界に達していると──そう言ってもよい速度であった。

　たまに力が入りすぎるのか、方向転てん換かんのたび、蹴け立たてるアスファルトにはひびが入る。

　そうした力のロスも、彼にとっては苛いら立だたしいらしかった。

「……糞お嬢様」

　ぎり、と鋭い歯が擦こすれる。

　血が一条、唇より垂れて、蒼い長チヤ袍ンパオを汚よごした。深衣と双そう璧へきをなす、大陸における伝統的な衣服は、この男にひどく似つかわしかった。

　跳はねる。

　異様なほどに鋭く、その身体は斜ななめに跳ね上がった。

　文字通り、建物をひとっとびに飛び越こえ、電柱を蹴ってさらに跳躍。もはやその姿はまともな視し認にんもおぼつかぬ。見るものがあるとすれば、それこそ流れる雲の隙すき間まから覗いた、蒼あお白じろい月ぐらいのものだろう。

　凄すさまじい速度をますますあげていきながら、青年は囁ささやく。

　呪のろいのように、怨えん嗟さのように、忠誠のように、罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしてのけた。

「ほんの少しでも脳のう味み噌そがまともなら、あの糞くそ兵器とやりあうのだけは待っててくださいよ……蓮リヤ花ンフア腐くされお嬢じよう様さま……！」
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　いつになく、雲の動きが速い夜だった。




　時に崩くずれ、時に重なり、時に泡あわ立だつごとくその姿を変えて。

　合間より見え隠かくれする月は、まるで泣いているようだ。

　実際、ぽつぽつと雨も降り始めている。

　ひょっとすると、嵐あらしになるかもしれなかった。天気予報を信じた人間は舌打ちするか、明日あすの朝までに降り止やむことを祈いのるところだろう。湿しつ度どを増してきた重い空気は、いかにも長雨になりそうな予感を秘ひめていて──一足早い梅雨つゆの到とう来らいも感じさせる。

　そんな夜、暗い雫しずくに打たれながら、一羽わの鳥がとある土地へと舞まい降りたのだ。

　目のない鳥であった。

　廃はい墟きよであった。

　中ちゆう華か街がいより幾いく分ぶん外れた、港近くの地域だ。

　いくつもいくつも立ち並び、錆さびの臭においを漂ただよわせた鉄の檻おり。はたまた憂ゆう鬱うつに葉を広げ、迷めい宮きゆうのように茂しげった見慣れない植物群。多くの建物にはどろりと溶とけた壁へき画がが描えがかれており、その不気味さに拍はく車しやをかけている。

　檻の内側では、転がった餌えさ皿にこびりついた獣じゆう毛もう、切り出された岩や緑に汚れた人工池がただ闇やみに沈しずんでいる。

　もとは、動物園であったのだ。

　黄こう坂さか市立動物園。

　わりと珍めずらしい東アジア主体の動物が楽しめるということで、開園当初はマニアな層から人気を博していた場所なのだが──担当者と経営陣じんがあまりにマニアに偏かたよりすぎたせいか、翌年より客足は激減。

　やがて、黄坂市の財源が枯こ渇かつするに従って廃はい業ぎように追いやられ、さりとて更さら地ちにするほどの資金が市から出されることもなく、今こうして冷たい雨に打たれているのであった。かろうじて動物たちは近きん隣りんの動物園などが手分けして引き取ったらしいが、今も野生に戻もどった虎とらや猿さるが潜ひそんでいるという都市伝説は、毎年のように黄坂市の地方ラジオなどで持ち上がっている。

　そんな動物園の、入り口だった。

　マスコットであった、猿と兎うさぎを足して二で割ったようなデフォルメ生物──動物園いわく〈コウサッキー〉の描かれた門の前に、噴ふん射しや炎えんが巻き上がった。

　目のない鳥に、少し遅おくれての到とう着ちやくである。

　馳はせ郎ろうは、着地と同時に〈イカロス〉を解除し、帰き還かんモードに切り替かえる。自動的に上じよう昇しようしたユニットは、そのまま夜空へと戻っていった。後は、遠からず追つい尾びしてくるはずの〈ヘリオス〉が、回収してくれるはずだ。

　問題は、別にあった。

「……うううう」

「……に、睨にらむなよ」

　降ろした蓮リヤ花ンフアが、ひどく恨うらめしげにこちらを見つめていたのである。

　上うわ目め遣づかいな少女は一見可愛かわいらしくもあるが、その拳こぶしがたやすく自分の脊せき椎ついも砕くだくと知っている以上、これは怒おこったグリズリーの前に立つのも同じだった。

「や、その、だから無む理り矢や理り持ち上げたのは悪かったって！」

「持ち上げただけじゃないでしょ！　あんた、思いっきり……」

　そこで、少女が口ごもる。

「お、思いっきり？」

「覚えてないの!?」

「あ、その、必死だったし……」

　馳郎が、ぶんぶんとかぶりを振ふる。

　蓮リヤ花ンフアはしばらく、両手で隠すようにチャイナドレスの胸むな元もとを押さえていたが──その返事を聞いて、大きく深呼吸した。

「……本当に、覚えてないのね？」

「お、おう」

「じゃあ、それを信じてあげる」

　ぷい、と視線をそむけた。

　壊こわれたゲートのレバーを押して、強ごう引いんに入っていく。

　恐おそろしいのはそのレバーがごり、と音を立ててもぎとられたことだ。手に残ったレバーはまるで飴あめみたいにぐにゃぐにゃ曲げられて、ぽいと放ほうり捨てられた。

　がらんがらんがらん、と地面で鳴った金属音に、少年が息を止める。

「……うほう」

「早く来なさいよ！　さっさとあのウーとかいうのとっつかまえて終わらせるわよ！」

「あ、ああ」

　かくかくとうなずき、馳郎は少女を追ったのであった。
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　内側に入ると、動物園はなおさら鬱うつ蒼そうとした姿を晒さらした。

　ねっとりとした……濃こい緑の香かおりが、鼻をつく。

　粘ねん膜まくを侵おかされるようだった。

　もともと、手て触ざわり感のある園を目め指ざすとかいうことで、訪問用の順路も中東や東南アジアの植物で埋うめ尽つくされていたのである。そのやりすぎ感が後の廃はい園えんにつながるわけだが、今の場合、

（……なんつうか、喰い合ってるみたいだ）

　率そつ直ちよくな感想を、少年は抱いだいた。

　スタッフの助けなしでは日本の気候に耐たえられず立ち枯がれた植物や、自然と舞い込んだ雑草、はたまた適応して土着の植物と交配したものも入り混じり、ひどく混こん沌とんとした森と化している。

　手の入ってない自然は人間を拒きよ絶ぜつするものだが、ここにあるのはかつて人間によってつくられながらも見捨てられた──自然と人工、作さく為いと無作為、偶ぐう然ぜんと必然の入り混じった樹林であった。

　枯れた樹木が養分となり、貪むさぼるように周囲の植物が集つどう、弱肉強食の端たん的てきな構図。

「ここに、さっきのウーが……？」

　電灯も死に絶えた道を、馳郎が見回す。

　先にはめておいたコンタクトレンズが、〈カエアン〉によって自動補整された景色を映し出しているので、視界に不自由はない。これも鬼き仙せん関係の事件は夜が多くなるからということで、この二ヶ月の間に新たに付ふ与よされた機能であった。

「ふうん。悪くない趣しゆ味みね」

　対して、蓮リヤ花ンフアは感心したようにうなずいた。

「氣チイの補ほ充じゆうにはもってこいだし、人が来ることもないし。──何より、廃墟というのがいい。うん、仮住まいとしては悪くないわ」

「へえ、蓮リヤ花ンフアもこういうの好きなのか？」

　意外な気がして聞き返すと、蓮リヤ花ンフアは少し難しい顔になった。

「鬼仙はね、終わった場所を好むのよ」

「終わった場所？」

「一度は栄さかえた場所。二度とはその栄えい華がを取り戻せぬ場所。いるべき者がなく、ただ通り過ぎた人の残り香がだけを漂わせた場所」

　歌うように、少女は言う。

「支し族ぞくの慣習や不死属性にもよるけれど、そうね、八割方はそんな好みを持ってるんじゃないかしら。あたしはあまり考えたことないけど、少シヤ影オインは鬼仙には滅ほろびを好む性質があるからとか言ってたわ」

「滅び……」

　なんとなく、少年は鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。

　いつもこちらを振り回す少女からは思いがけない発言だったが、同時に少年にも心当たりがあったのだ。

　ナタとともに旅していた鬼仙の黒くろ猫ねこ──エイジャにも似た気質があった。どこがというわけでもないのだが、憎にくたらしい物言いを好むあの猫の底には、拭ぬぐいがたい虚無ニヒ主義リズムが潜んでいた。

　不老不死。

　鬼仙の、その特性のためだろうか。

　厳密に不老や不死であるかは知らないのだが、少なくとも数百年以上の時間を生き延びて、生物の限界を超こえた生命力を持ち合わせているのは事実だ。馳郎にしてみれば、実際の不老不死と区別がつかないほどに、彼らは超ちよう越えつしている。

　だけど。

　だからこそ、その生に飽あきるということも、あるのかもしれない。




　──死なないからこそ、死に憧あこがれる。

　──老いないからこそ、滅びを夢見る。




　ひっくりかえった価値観を、しかし少年は親しいもののように感じた。

　自分たちと反転しているからこそ、それはけして遠い感覚ではなく、むしろ同じコインの裏表みたいな関係に思えたのである。

　そんなときだった。

　少年の瞳ひとみが樹林の奥に、吸い寄せられた。

「……馳郎？」

　蓮リヤ花ンフアが訊きく。

　その呼びかけは、馳郎に届かなかった。

　まったく別のことに、少年は気を奪うばわれていたからだ。

「……あれ、何だ？」

　蓮リヤ花ンフアよりも先に──科学のセンサーが反応した現象だった。

　霧きりである。

　闇やみの内側に、ひどく濃い霧がたちこめていた。

　最初はゆっくりと染しみ出すように、すぐ加速度的に樹林の内側を蹂じゆう躙りんしていく。舐ねぶり尽くすかのように、濃のう白はくの色で土ど壌じようや樹皮や檻おりの内側をひたしていく。




「……来てくれたの？」




　声だけがした。

　真っ白な霧と、真っ黒な闇の双そう方ほうを、少年の補整された瞳は認にん識しきできた。それでも、さらに内側に潜んでいるはずのウーは見み極きわめられなかった。




「……ねえ、お姉ちゃんは、どこ？」




　再び、樹林に声が響ひびいた。

「お姉ちゃん？」

　馳郎の眉まゆがひそめられる。

「……お前、ナタを捕つかまえに来たんじゃないのか？」

　そう問うたのは、いままでの経験があるからだ。

　ナタと初めて会ったときの事件で、少年は判断を誤ったことがある。味方だったはずのエイジャに裏切られ、敵だったはずの蓮リヤ花ンフアと少シヤ影オインと手を組むことになった一連の出来事である。

　先の操あやつられた徘はい徊かい者たちのことを思えば、けしてまともな味方であるとは思えなかったが、何らかの事情がある可能性も否定しえなかった。

　しかし、

「捕まえに？」

　きょとんと流れた声は、何かまったく別の方向性ベクトルを含ふくんだ。

「ああ、そうだ！　太乙タイイーはそんなこと言ってた！　言ってたね！」

　急に、口調が変わる。

　陰いん鬱うつだった気配は対極の陽気に変へん換かんされ、今にもこちらに飛びついてきそうなほどの喜き悦えつを孕はらんだ。

「太乙タイイーですって？」

　蓮リヤ花ンフアが怒ど気きを込めて、地面をにじった。

「知り合いか？」

「知り合いも何も、太乙タイイーって言えば──」

　言いかけた蓮リヤ花ンフアを、さらに少女の声こわ音ねが遮さえぎった。

「──敵？」

　くすくすくす、と笑い声が響く。

　すぐにそれは、耳を塞ふさぎたくなるような哄こう笑しようへと変じた。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

「────っ！」

　樹林に響きわたり、濃のう霧むを揺ゆらすほどの、長く尾おを引く笑い声。

　気け圧おされた馳郎へ、

「ねえ。敵ってなあに？」

　さらに、声が問いかける。

　無む邪じや気きに、あどけなく、声は訊いてくる。




「あなたが、あたしの敵になれるの？」




　ぶおっ、と風が巻いた。

　吹ふき払はらわれた霧の向こうに、いくつもの錆さびついた檻と、漆しつ黒こくの少女を見た。

　ナタと正反対の──黒い衣ころもを纏まとう、金きん髪ぱつの少女。その美しい双そう眸ぼうは、すでに火か眼がん金きん睛せいに燃えていた。

　隣となりにたたずむ、血でできた獅し子しも。

「獅子シージー」

「馳郎！　避よけて！」

　蓮リヤ花ンフアの声を、馳郎は意識の外で聞いた。

　真正面から跳ちよう躍やくした血の獅子が、少年の反応しようもない速度で、頭部へと爪つめを振ふり落とした。
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　打ち捨てられた動物園の入り口へ、一組の男女が辿たどり着いたのは、先の一組と目のない鳥が到とう達たつしたよりももう少し後のことだった。

「……多分、ここだ」

　ナタが、囁ささやく。

　少女の息は荒あれてはいなかった。

　鬼仙としての性能スペツクは、この程度の全力疾しつ走そうで肉体を疲ひ労ろうさせるに至らない。人間以上をもってなる肉体は、背後の青年もまた同様である。

「ははあ動物園。……なるほど、あちこちの動物を一カ所に集めて、わざわざ見物するための施し設せつですか。昔、秦しんの皇こう帝ていも似たことをしてましたが、人間のやることは変わらないものですね」

　看板を見つめて、うんうん、と太乙タイイーがうなずいたのだ。

　こちらはこちらで、ナタや蓮リヤ花ンフア以上に世間とずれているらしかった。

　返事はせず、ナタはマスコット〈コウサッキー〉の描えがかれた門をくぐる。

　もがれたゲートのレバーを少しだけ見つめて、

「いいから、早く行くぞ」

「あ。僕はここで待たせてもらっていいですかね」

「……キミは」

　白い帽ぼう子しを押さえ、ナタが振り返る。

　すると、太乙タイイーはいやいやと手を振って、瘦やせた肩かたをすくめたのだ。

「いやほらね。僕がついていっても戦力にならないのは知ってるでしょ？　半日限定で〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉の封ふう印いんを解けるようにしておくし、どうもさっき占うらなったのだと、今日の僕、動物の多いところは凶きようだそうでして」

「相変わらず卜ぼく占せんの類たぐいが好きなことだな」

　呆あきれたように、ナタが言う。

「あはは。もともと、そういう卦けが出たから日本に来たぐらいなので」

「だったら、今回は大外れなんじゃないのか？　あれはキミの管理から外れたあげく、私を捕まえるどころか暴走してるだろう。これ以上の不運はちょっと考えられないんじゃないかな」

「さてさて」

　ナタの追つい及きゆうに、太乙タイイーはどこ吹く風でにこにこ笑っている。

「だが、ここで問答してる時間も惜おしい。キミは好きにしてるといい」

　言い捨てると、ナタが急ぎ足で入っていく。

　少年を追うべく、少女の足取りは一いつ切さいの迷いがなかった。

　はたして、その気配が絶えてから、太乙タイイーはそっと瞼まぶたを閉じた。

「……うん、噓うそはつかなかったよ」

　ごくごく小さく、呟つぶやいた。

　それから。

　こう、付け足した。

「でもねナタくん。……占いは、これ以上ないぐらいの大当たりだったんだ」
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　動物園の内側に入って、ナタはぶるりと身を震ふるわせた。

「……霧か」

　六月というのに、異様に冷たい霧だった。

　その霧が干かん渉しようしているのか、氣チイは感じられるのだが、細かい場所まで分からない。何らかの術という可能性もあった。

（……だが、かまってられないか）

　思う。

　たとえ罠わなだとしても、今はそれを懸け念ねんするほど時間がない。

　いつから、自分はこうなったのだろう。

　どうして、あの少年を──こんなにも失いたくないと、思っているのだろう。

（馳郎……）

　ぎゅ、とワンピースの胸を摑つかむ。

　生物として比ひ肩けんするものなどない鬼き仙せんの身体からだが、こんなにも苦しい。心臓を直接摑まれたって、きっとこんなに息苦しくならないだろうに。

　どうしてだろう。

　いつからだろう。

　霧きりの中を探さぐりつつ、少女の内側をいくつもの記憶オモイデが通り過ぎていった。




　──『だけど、人間が鬼仙に勝てないのかどうかは──今俺が確かめてやる』




　あれは、二ヶ月前の事件。

　ただのハッタリだ。

〈おに〉か魔ま法ほう使つかいのような異能者でもない限り、ただの人間が鬼仙にかなうはずもない。さまざまな兵器や仕し掛かけを用い、果てはミサイルまでも持ち出すことで、馳郎は鬼仙に対たい抗こうした。

　最終兵器である自分と、戦った。

「…………」

　そう、あのときかもしれない。

　守ってもらっていいのだと、教えられたとき。

　自分でも、ここにいていいのだと、そう教えられたとき。

　この胸の一番大切なところに刻まれた──

（────ああ）

　無む性しように会いたかった。

　たった半日離はなれただけで、こんなにももどかしい。

　いつもまともな仕事がないことに愚ぐ痴ちって、それでいて妙みように嬉うれしそうで、困ったふりをしてるようなあの顔を見たかった。冬の暖だん炉ろみたいに優やさしく灯ともった温度が、ずっと心から去っていかなかった。

（会いたい……なあ……）

　そんな自分が、ひどく弱くなった気もして──少女は微笑してしまった。

　あんなにも終わっていた自分が、ただの錯さつ覚かくとは分かっていても普ふ通つうの人間に戻もどれた気がして、どうしようもない気持ちがこみあがってしまった。

　そんな想おもいを、無む理り矢や理り抑おさえつけるように、顔をあげる。

「まずは、あいつを見つけないと──」

　突とつ然ぜん、ナタは身を翻ひるがえした。

　短テ距離レ瞬間ポ移動ートめいた消失と出現は、鍛きたえ抜ぬいた歩法のひとつ。一いつ瞬しゆん前まで少女の額があった位置を、鋼はがねの光が走り抜ける。

　近くの長なが椅い子すに深々と刺ささったナイフを一いち瞥べつして、少女は霧の奥へ向き直った。

「あ、避けられた！」

　軽い調子で、霧の内側から気配が喋しやべったのだ。

「君は──」

「うんうん、知ってるよ。あんたナタだろ。やっぱり凄すげえんだなあ！　このタイミングで不意打ちすれば、いくらなんでも当たると思ったのに！」

　異様に高いテンションで、ひょいひょいと何度か素す振ぶりみたいに手を動かして、その人ひと影かげは霧を歩み出てきた。

　十七、八の若者であった。

　もう初夏だというのに、膝下まで覆ったコートは彼なりの趣味だろうか。

　こんな状じよう況きよう下にあって、ひどく爽さわやかな笑え顔がおを湛たたえていた。整った眉び目もくは銀幕に出てもなお観客の視線を簒さん奪だつするだろう。何より印象的なのは、この闇やみ夜よにあって燃えるごとき緋ひ色いろの髪かみだ。瞳ひとみは色素の薄うすい灰色で、自らの感情をみだりに窺うかがわせない。

　おそらくは、異国の血が混じっているのだろう。

「俺は、ジンっていうんだ！　灰はい岡おかジン」

　くるくると、革かわ手て袋ぶくろをした手でナイフが回る。

　さきほど投げられたナイフであったが、普通の品でないのは明らかだった。長椅子に柄つかまで埋うまった切れ味は異常としかいいようがない。あれなら、鬼仙である自分の肌はだも傷つけられるだろう。

（……こいつは、危険だ）

　少女の感覚が訴うつたえる。

　鬼仙というよりも、もっと本能的な部分でそう感じていた。単なる戦せん闘とう能力や立場の問題ではなく──しかし、自分の根幹を脅おびやかすほどに『危険』な相手なのだと。

「私を知っているんだな」

　油断せず身構えながら、問う。

「なのに、私の前に立つのはあまり賢かしこい選せん択たくとは思えないが。今日の私は、あまり手加減ができる気分じゃない」

「いやいやいや！　それは逆だよ」

　飄ひよう々ひようと肩をすくめて、ジンと名乗った若者は言う。

「逆？」

「ほれ、あんた、鬼仙とやりあうと無敵なんだろ」

　ジンの言葉はあくまで軽く。

　続く台詞せりふは、ナタの大切な思い出を抉えぐった。




「だったら、人間の俺が止めないといけないじゃん？」




「────っ！」

　抉り抜いた。

　自分を守ってくれた少年の──少女が大切にしている言葉と、そっくりの台詞を、この若者はまったく逆のカタチで吐はいたのだ。
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　正面から降り落ちた獅し子しの爪つめが、硬かたい音を立てた。

　夜を断たち割るような音だった。

　その音が響ひびきわたった次の瞬しゆん間かん、馳郎は大きく背後へ飛びすさっていた。

　ジャケットから仕掛マニピけ腕ユレータが飛び出し、獅子の爪を受け止めたのだ。爪を迎むかえ撃うった特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんは、獅子の重量こそ殺しきれなかったものの、少年が背後へと跳ちよう躍やくする隙すきをつくったのであった。

『マスター』

「……サ、サンキュ〈カエアン〉。死ぬかと、思った」

　喘ぜん鳴めいとともに、馳郎が機械音声へ応こたえる。

　嫌いやな汗あせと、一条の血が、こめかみを伝った。

　紙かみ一ひと重えどころではなく、獅子の爪は少年の頭皮を切り裂さいていたのだ。わずかに掠かすめただけで衝しよう撃げきは脳を揺ゆさぶり、ごく軽い脳のう震しん盪とうの症しよう状じようまで引き起こしていた。

（……なんだ、これ）

　恐怖を、嚙かみしめる。

　今までも、命の危機はあった。

　ただ破は壊かい力を問うのであれば、封ふう印いんを解放されたナタにも、風の〈おに〉・空うつほ隼はや人とにも、この少女と獅子は劣おとるだろう。しかし、この少女が発散する空気には、そのふたりにさえ勝まさる何かがあったのだ。

　それは──

「ふうん。一頭なら大だい丈じよう夫ぶ？」

　ウーが、首を傾かしげる。

　そっと持ち上げた手首が、再び自然に裂けた。

　ゴシックの服を汚よごし、手のひらにたまった後、とろとろと霧の内側へ落ちゆくアカイロの流れ。たちまちそれは盛り上がり、新たなカタチを携たずさえて、少女の隣となりに立ち上がった。

　たとえば虎とらであり、たとえば熊くまであり、たとえば新たな獅子であった。

　血の猛もう獣じゆうがつくられていく。

「は。これっぽっちなら、すぐ叩たたきつぶしてあげるわよ」

　蓮リヤ花ンフアが、好戦的に歯を剝むきだした。

　鋭するどく尖とがった糸切り歯は、彼女たち鬼仙を吸きゆう血けつ鬼きと呼ぶに足る。虎と自分とどちらが上かなど比べる必要もないと、無言の内に主張している。

　しかし、

「……いいえ」

　ウーが否定し、

「────っ！」

　突然、廃はい棄きされた電灯が光を放った。

　まともに点灯したのではない。霧に含ふくまれた何かに反応したのか、バチッと弾はじけただけなのだが、ウーの背後に広がる異様な光景を視し認にんするには十分であった。

　次々と、アカイロの影かげが姿を現したのだ。

　虎。

　熊。

　獅子。

　はたまた象であり。

　あるいは大だい蛇じやであり。

　絶ぜつ滅めつした種の狼おおかみや、大陸の神しん獣じゆうたる麒き麟りんの姿も交じっていた。

　もはや、その総勢は数十でも足りぬ。ざっと見ただけでも百頭以上……地上だけではなく、空中にもアカイロの鷲わしや蝙蝠こうもりが飛ひ翔しようしており、このひととき、動物園はかつての栄えい華がを取り戻したかのようだった。

　ただし、この動物園で檻おりに閉じこめられるのはきっと逆だ。

　人間こそ多くの檻に閉じこめられ、獰どう猛もうなる血けつ獣じゆうたちに引き裂かれるときを待つだけとなりはてるのだろう。

「前からつくって……彼の言いつけで、ここに隠かくしてたの」

　ウーが言う。

　ゆるゆると集まってくる獣たちは、その息づかいでこの世界を歪ゆがませるようだ。獣じゆう臭しゆうまで再現しているわけではないが、血けつ臭しゆうはさらに強きよう烈れつに、さらに濃のう密みつに深まっていく。

「こんな、数……中ちゆう華か街がいのすぐそばに隠してたっての？」

　さしもの蓮リヤ花ンフアさえ、動どう揺ようを隠さなかった。

　普通なら、気づくはずだった。血を操あやつるのがウーとやらの不死属性として、これだけの大規模で行えば、氣チイの変動を抑おさえているのは不可能だ。

　それが分からなかったのは、やはりこの霧きりのためだろうか。

　さっきから動物園を覆おおっている、白はく霧む。

　ぞろぞろとウーを囲う猛獣の群は、少女に付き従う軍隊のようでもあった。

（これ……か？）

　と、馳郎は思う。

　この少女と出会ったときから感じていた嫌な予感の正体は──この恐おそるべき軍隊だったのだろうか。

　血臭のためか、奪うばわれる氣チイのためか、朦もう朧ろうとした視界に、

「……いいえ」

　凛りん然ぜんとした声が、その意識を揺さぶり起こした。

　すぐ隣で、チャイナドレスの少女は楽しそうに笑っていたのである。

「やっぱり、これっぽっちよ。──馳郎、動かないでね」

　なみいる猛獣たちなど物ともしない、残ざん酷こくで獰猛な笑みだった。

　瞳は火眼金睛に燃えて。ぺろりと糸切り歯を舐なめた舌は艶なまめかしく。蓮リヤ花ンフアという少女の心に隠れていた一部が、たった今現出したかのようでもあった。

　右耳の、黒玉のイヤリングをもぎとる。

「……また、それ使う気なの？　みんなを潰つぶすまで、何回振ふり回すつもり？」

「彗すい星せい錘すいが、ぶんなぐるだけだと思わないで」

　蓮リヤ花ンフアが、イヤリングを掲かかげる。




「朱沙の血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず」




　ぞ──と。

　世界が、奪われた。

　生物が存在するための、根源的なエネルギー。

　少女の周囲ではみるみる内に雑草が枯かれ、樹木の葉が萎しなびていく。立ち尽つくしたままの馳郎も、目め眩まいを堪こらえる中で見た。

　足あし下もとで、地じ盤ばんが剝はがれた。

　獣舎の柵さくや網あみがべりべりと破れ、杭くいは引き抜ぬかれ、猿さる山やまの岩が持ち上がった。そのすべてがひとところに殺さつ到とうし、蓮リヤ花ンフアのイヤリングを核かくとして圧縮され、少女自身の上半身ほどもある巨きよ大だいな黒球と化した。

　これぞ、彗星錘。

　少女が頼たのみとする鬼き宝ほうの、真の姿。

「……つぉ」

　その超ちよう重じゆう黒球を手にしたまま、少女は螺ら旋せんのように身体からだをねじ曲げる。




「──黒曜喰くらいて流れ落ちよ、彗星錘！」




　口こう訣けつが終わると同時に、その螺旋が解放された。

「りゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　巨大化した黒球を、鬼仙としての全身を稼か働どうさせて、全力で夜空へと放ほうり投げたのだ。

「────」

　初めて。

　ウーの瞳ひとみに、変化が訪おとずれた。

　とん……とその足が地面を蹴ける。力を入れた様子など微み塵じんもないのに、その身体は数メートルも浮ういた。

　だが、それよりも早く。

「彗星錘、変化の一」

　ぽつりと、少女が告げた。




「流星散さん華げ」




　まさしく、それは流星だった。

　投とう擲てきされた中空で、彗星錘は破は裂れつしたのだ。

　戦せん車しや砲ほうにも匹ひつ敵てきする超ちよう質量の金属塊かいが、たちまち豪ごう雨うのごとく抉り落ちる。たとえ複合装そう甲こうであろうとも、その礫つぶてにすれば紙も同然。半径数十メートルを打ち砕くだく天よりの鉄てつ槌ついは、無む尽じんのごとく降り続いた。

　ゆえに。

　かの光景は、流星散華。

　一ひと粒つぶでさえ地表を破壊するに足る隕いん石せきの連続落下。

　途と轍てつもない轟ごう音おんと粉ふん塵じんの渦うずが園内を埋うめ尽くし、あたかも世界の終わりのごとき様子を現出させた。

　しばらくして、咳せき込む人ひと影かげが立ち上がった。

「……りゃ、蓮リヤ花ンフア……！」

「あ、生きてたんだ、あんた」

　悪戯いたずらっぽく、少女が振り返る。

「い、生きてたんだってなんだよこれ！　滅め茶ちや苦く茶ちやすぎるだろ！」

　無論、馳郎である。

　粉塵を吸い込んで咳き込む少年へ、えへんと胸を張るかのように、少女は片目をつむって見せた。

「あたし、ちゃんと動かないでって言ったわよ？」

「そ、そういう問題じゃねえだろ！」

「いいでしょ。全部吹ふき飛ばしたし」

　気持ちよさそうに言って、手をあげる。

　その中に、夜空から最後に落ちてきたイヤリングが吸い込まれて──もう一度、蓮リヤ花ンフアは猛もう然ぜんと振り返った。

「え──っ！」

「蓮リヤ花ンフア！」

　少年もまた気づいた。

　ゆっくりと粉塵が晴れていき、濃のう霧むがすり替かわっていく中、すべてを吹き飛ばしたはずの動物園に奇き妙みようなものが浮き上がっていた。

　天シエ蓋ルターであった。

　巨大な傘かさにも似たその天蓋が、降り注いだ無数の隕石にも耐たえたのか。

　信じられないように目を見張った蓮リヤ花ンフアの前で、さらに天蓋は奇き怪かいな変化を生じさせた。

　ぐるりと捻ねじれたかと思うと、およそ一メートルばかりの長細い金属棒となり、とある少女の手に収まったのだ。

「うん、凄すごい。彗星錘ってこんな使い方もできるようになってたんだ。あたしの人形、八割ぐらい吹き飛んだ」

　至し極ごく淡たん々たんと、声が流れた。

　金属棒を片手に、ウーはうつむいていた。

　よくよく見てみれば、その足下を中心にして、天蓋に守られた樹木たちも枯れていた。少女に収しゆう奪だつされたかのように、ウーに向かってうなだれていた。

「でも。子は親に勝てない」

「親？」

「あなたの鬼宝の、親」

　ウーが言う。

　穏おだやかに、波のごとく打ち寄せる鬼気を馳郎も感じた。

　そして、静かな断言に、蓮リヤ花ンフアの呼吸もかすかに揺ゆらいだ。

「……まさ、か」

　少女が、呻うめく。

「ウーって、いうのは……」
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　凄すさまじい轟音と粉塵は、ナタの区域にも押し寄せた。

　流星散華のなした破は壊かいの余波は、奇怪な濃霧によって相当押し隠されてはいたが、硬こう直ちよくしていた少女たちにも届いたのである。

「うおっ！」

　ジンと名乗った若者が、あわてて夜空へと目を向ける。

　その隙すきに──我に返ったナタが走った。

「どけっ！」

　叫さけび、少女は印形をつくった。

（ここなら……氣チイも不足しない……っ！）

　走り行く両りよう脇わきで、打ちひしがれるように雑草が枯れていった。

　周囲の樹林を瞬またたく間に枯こ渇かつさせ、あらゆる生物の上に立つ鬼き仙せんは、その力をもって高らかに口訣を謳うたう。




「──古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は筋きん斗と雲うんの三番目の娘むすめに乞こい願う！」




　その言葉は、すなわち鬼宝の起動口訣。

　少女の身体に秘ひめられた、幾いく多たの鬼宝のひとつに呼びかける合パス図ワード。




「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双ふた輪わならびて蒼そう穹きゆうを走れ。風ふう火か輪りん！」




　ごお、と燃える宝輪が眼前に現れた。

　移動鬼宝・風火輪。回りながら燃えるふたつの宝輪へと足をかけ、ナタの姿が虚こ空くうへと飛ひ翔しようする。

　逃にげるように、かもしれなかった。

　実際、遠ざかった少女を見送って、残された若者はこんな風に愚ぐ痴ちったのである。

「あーあー、糞くそ！　力いっぱいこちらを無視しやがって！」

　ちぇっちぇっ、とつまらなげに舌打ちしながら、足を伸のばした。

　腰こしを落とし、ラジオ体操みたいに軽くストレッチして、若者はナタの消えた方向へ身を屈かがめた。

　陸上競技でよく見られる、クラウチングスタートの体勢だった。

「じゃあ、追いかけるしかないよなあ」
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「花か果か山ざん水すい簾れん洞どう美び猴こう王おうの血をもって、汝の兵器は始祖たる鬼宝に乞い願う！」




　口訣を謳いつつ、少女の動きはひどくなめらかだった。

　金属棒を携たずさえたウーの手が、まるで手品師のステッキのごとく、軽々と横に流れた。




「──天に昇のぼりて三十三天、地に潜もぐりては十八層そう獄ごく」




　巨きよ棒ぼうが唸うなった。

　いいや、振ふり回される過程でぐんぐんと伸び、そこらの電柱を連ね束ねたかのような巨棒と化したのだ。

　その姿は、日本人でも知らぬものなどいまい。




「一万三千五百斤きん、天上天下もろともに砕け！　如意金箍棒！」




　始祖鬼宝・如によ意い金きん箍こ棒ぼう。

　表面に刻まれたる重さ、一万三千五百斤。

　現代の単位になおせばおよそ八トンであるとも、変化自在のその特性から百倍にもなるとも言われる超質量が、動物園の区画を薙なぎ倒たおす！

　獣じゆう舎しやも鉄てつ柵さくも長なが椅い子すも遊具も、先の流星散華をかろうじて耐え抜ぬいた何もかもが、その一いつ閃せんで吹き飛ばされた。

　いいや。

　その暴ぼう虐ぎやくを、もうひとつの鬼き宝ほうが迎むかえ撃うったのだ。




「──黒曜喰くらいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい！」




　異形のモーニングスター・彗星錘に横合いから打たれて、如によ意い棒ぼうの軌き跡せきはわずか──ほんのわずかにそれた。

「っざけないでよ……！」

　瓦が礫れきの中から、少女が立ち上がった。

　蓮リヤ花ンフアの手には、再び彗星錘が握にぎられていた。

　自身の上半身ほどもある異形のモーニングスター。咄とつ嗟さに再び鬼宝を起動し、打ち振ることで、かろうじて巨棒の軌跡をずらしたらしい。

　それでも、被ひ害がいは甚じん大だいだった。

　ウーがふりまわした扇おうぎ状じようの範はん囲いは、すべての施し設せつが打ち砕かれ、その軌跡をそらした彗星錘もまた少女の手元で大きくひびをいれたのだ。

　たちまちひびは大きくなり、彗星錘が崩ほう壊かいする。

　砕け散った。

「子は……親に勝てない……」

　残ったイヤリングだけを握りしめ、蓮リヤ花ンフアは震ふるえる声で口にした。

「じゃあ、あんたは、本当に……！」

「……斉チー天テイア大ンダー聖シエン」

　呟つぶやきは、夜に紛まぎれた。

　あまりにも有名すぎるその名。

　大陸では、孫そん行ぎよう者しやと呼ばれることがほとんどだった。悟空ウーコンという名は避諱ひきという慣習で使われることが少なく、だからこそ蓮リヤ花ンフアが正体を察するのも遅おくれたのだろう。

「でも、その名前、好きじゃない」

　如意棒を構え、首チヨ輪ーカーの少女は告げる。

「あたしは、ウー。それでいい」

「だったら……名前とか気にならないようにしてあげるわよ」

　蓮リヤ花ンフアがイヤリングを持ち上げる。主あるじの命に応こたえ、三み度たびイヤリングは本来のカタチを取り戻もどすべく、氣チイと資材を強ごう奪だつし出す。

　しかし、

「それは、もう終わってる」

　ウーが、かぶりを振った。




「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏指の狭はざ間まを超こえん。

　──恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むを統すべよ、筋斗雲」




　霧が、渦うず巻まいた。

　その結果を、少女は自分の身で思い知った。

　異様なまでに凝ぎよう集しゆうされた霧は──ありえないほどの干かん渉しよう力を持つに至り、少女の身体からだを束そく縛ばくしたのだ。

「な……っ！」

　彗星錘の形成さえも止まり、少女が呻いた。

　剛ごう力りきにおいては誰だれに勝まさるとも劣おとらない少女が、この凝集した霧に腕うでを捻ひねられると、押し返すこともできずに硬直したのである。

「この霧が……筋斗雲ですって……！」

「あなたは優ゆう秀しゆう。大戦の頃ころでも十分に通じるぐらい」

　小さくうなずいて、ウーは蓮リヤ花ンフアを評価する。

　この動物園を陣じん地ちとするため、少女は自らの鬼宝を敷ふ設せつしていたのだ。多くの血獣を配置しながら、その氣チイに蓮リヤ花ンフアが気づけなかったのも、同じ理由であった。

　もうひとつの始祖鬼宝・筋斗雲の、力。

「でも、それだけ。この霧を見破れなかったぐらいじゃ、すぐ滅ほろびる」

　不老不死の鬼仙にふさわしい終しゆう焉えんを、ウーはよどみなく告げた。

　ゴシックを纏まとう細い手には、最初の大きさに戻った如意棒が握られている。その一いち撃げきを食くらえば、たとえ蓮リヤ花ンフアの再生能力をもってしても滅びを免まぬかれまい。

　窮きゆう地ちとしか言いようのないその局面で、

「そうかしら？」

　なおも、少女は強気に微笑して見せた。

　瞼まぶたを閉じ、蓮リヤ花ンフアはすうと息を吸って、こう叫んだのだ。

「──馳郎！」

「おお！」

　叫びに、声が応じた。

　蓮リヤ花ンフアの背後ではなく。

　ウーの、斜ななめ後ろから。

　さしもの大仙ウーも、目を泳がせた。




　そんな場所にいるはずのなかった少年馳郎が、瓦礫の間を縫ぬい、思い切り姿勢を低くして恐おそるべき斉天大聖の懐ふところへ飛び込んだ。
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　種を明かしてしまえば、簡単だ。

　如意棒に対して彗星錘を振るったとき、蓮リヤ花ンフアは同時に少年をウーの死角へと投とう擲てきしていたのである。

　無論、蓮リヤ花ンフアと申し合わせていたわけではない。

　しかし、こうすべきだと、視線を交かわしただけでお互たがいが納なつ得とくした。この半日、いまだ過ごした時間は短いが、話さずとも通じるだけの何かを、確かにふたりは築いていた。

「止めるぞ〈カエアン〉！　仕掛マニピけ腕ユレータ結合！」

『要リク請エス起ト・動ブート。──一式・特攻パン用複ツア合電ー・磁腕アーム』

　仕掛マニピけ腕ユレータが、少年自身の右みぎ腕うでと結合する。

　いくつもの人工筋肉がより効率的に再配置され、ひとつの巨きよ大だいな機械腕と化す。余よ剰じようエネルギーが空気中へ紫し電でんを撒まき散らしつつ、限界まで電圧を上げる。

　次の瞬しゆん間かん。

　杭打パイルち機バンカーの原理で、機械腕が射出された。

「おおおおおおおおおおああああああああああああああああっ！」

　炸さく裂れつする。

　凄すさまじい轟ごう音おんが、こだました。

　咄嗟に構え直された如意棒が、電磁腕と激げき突とつしたのだ。

　最新科学と始祖鬼宝の拮きつ抗こうは、刹せつ那なのことでもあった。馳郎の拳こぶしを覆おおう装そう甲こうが、びしりと亀き裂れつをいれる。破損はそれにとどまらず、内側のコードと回路を血肉のごとく剝むき出しにしながら、まるで硝子ガラスのように砕くだけ散っていった。

「……無む駄だ」

　ウーが、ぽつりと呟く。

　抑よく揚ようからは何の感情も窺うかがえず、それゆえに絶対的な響ひびきを帯びて、夜に流れた。

「……人間じゃ、鬼き仙せんに勝てない」

　真理のように。

　摂せつ理りのように。

　だからこそ、少年は笑った。

　半ば剝き出しになった右手を隠かくさずに、ぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「……前もそう言ってたヤツがいたよ」

「じゃあ、どうして分からないの？」

「……分かってたさ」

　少年が言う。

「孫そん悟ご空くうだとかどうとかはともかく……あんたがナタを追ってきたのなら、ナタに匹ひつ敵てきする能力を持っていなくちゃならない。そりゃ真っ向からやってそうそう敵かなうような相手じゃないだろうさ」

「なら、どうして？」

「今は、蓮リヤ花ンフアのボディガードだからだよ。あいつが逃にげないなら俺も逃げられない。長老からあんたを捕つかまえる依い頼らいも受けた」

「…………」

　ウーは沈ちん黙もくする。

　ほんのわずか、眉み間けんに皺しわが寄っていた。

　少女にとって、馳郎の行動はあまりに意味不明すぎた。

「あなたにはできない。だったらこんな行こう為いは無駄」

「俺は、できると思ってる」

　少年が断言する。

　首輪の少女が発散する、透とう明めいな敵意から目を背そむけず、睨にらみつける。

「それに──」

　振ふり返らずに、少年は叫さけんだ。




「来い、ナタ！」




「馳郎！」

　空の彼方かなたから、彗すい星せいのように、応える影かげが降り落ちた。
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　知っていたわけではない。

　このタイミングでやってきてくれると、確信していたわけではない。

〈カエアン〉のセンサーはこの霧による干渉を軽度にしか受けていなかったが、それでも接近するナタを感知したのはついさっきのことだ。

　だけど、なぜだか関係ないと思えた。

　理り屈くつも予感も抜ぬきに、ただ最初から知っていたかのように、動くことができた。

　そして今、

（……会えた）

　どちらともなく、思った。

　この半日を一年のように焦こがれていたのはふたりともなのだと、分かり合った。胸の内でずっと乾かわいていた何かが、すぐさま満たされていくような実感があった。

（それなら、やれる──）

　だから、その想おもいが湧わきあがる。

　ふたりなら、できると。

　勝てると。

　たとえ、相手が伝説の斉天大聖であろうと──！
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　風火輪を加速させつつ、ナタはぐんぐん近づく地表を睨んだ。

　状じよう況きようは見えている。

　もはや廃はい墟きよを通り越こしてほとんど更さら地ちになった園内区域と、そこに残った血けつ獣じゆう、獣たちを統べるごとき首チヨ輪ーカーの媛ヒメを見た。

（やはり、斉チー天テイア大ンダー聖シエン──）

　その名を、少女は太乙タイイーから聞いた。




　──『ええ。そうですよ。君の封ふう印いん後、僕はもうひとつの兵器をつくりまして』

　──『斉天大聖。君と違ちがって素体となる人間をおかず、一からつくりあげた鬼き宝ほう兵器です。君のときと違って支族からの提供は最低限でしたが、その分とっておきの始祖鬼宝を持たせています』




（始祖鬼宝……！）

　如によ意い金きん箍こ棒ぼうに筋斗雲。

　その称しよう号ごうがどれほど厄やつ介かいな代しろ物ものか、ナタは身に染しみて知っている。ただの鬼宝でさえひとつずつが山を砕き、海を割るほどの代物なのに、始祖となればいかほどの力を発揮するか。

　だから、躊ちゆう躇ちよはしなかった。

（解除させてもらうぞ、太乙タイイー！）

　呼吸とともに、氣チイを取り込む。

　臍へその下まで息を落とし、丹たん田でんにて氣チイを凝ぎよう縮しゆく。螺ら旋せんのイメージと方向性ベクトルを与あたえ、正中線の任脈を通してぐるぐると身体からだを巡めぐらせる。

　小しよう周しゆう天てんともいわれる気功の技法だった。

　より効率よく氣チイを循じゆん環かんさせ、増ぞう幅ふくさせ、ナタは叫ぶ。




「──古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は、蓮れん華げの化け身しんたる我が身に乞こい願う！」




　それこそ、解放の呪じゆ言ごん。

〈七鍵勅書〉を持つ者の許可なくしては効果を得られない。

（本当に、これで──？）

　そう思った、刹せつ那なであった。

「────っ！」

　身体を巡らせていた氣チイが、突とつ然ぜん点火したようだった。血液が残らず溶よう岩がんと化し、すべての神経が燃え上がった灼しやく熱ねつの感覚。悶もだえることもできず、同時にナタは別のものをも認にん識しきした。

　臍の下で、巨大な炎ほのおが熾おこったようだった。

　力が、漲みなぎる。

　途と轍てつもない熱とともに、自分の身内から膨ふくれあがる。

「ああああああああああっ！」

　その熱と力が。

　少女の身体を、いくつもの鬼宝で包み上げた。

　左手には陰いん陽よう剣けんが、右手には火か尖せん槍そうが、腰こしに混こん天てん綾りよう、両手の手首に乾けん坤こん圏けんが生まれた。さらに背中には竜りゆうを模した籠かご・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうが吊つり下げられ、少女の姿を一変させていた。

　今こそ、少女は兵器であった。

「…………！」

（九竜以外は……いける……！）

　そう、判断した。

　ナタの持つ鬼宝の中でも、九竜神火罩は特別だ。

　最強たるその鬼宝は──自らの意思を持ち、気まぐれでしか手伝ってくれない。ほかの鬼宝もそれぞれに個性や好みを持っているが、解放状態のナタを無視するのはこれだけだ。

　だから、十分。

　最終兵器と呼ばれた力は、もはやとどまるところを知らぬ。少女の意志を体現して、ほかのすべての鬼宝が氣チイを吸収し、臨戦態勢へと突とつ入にゆうする。

「……お姉ちゃん……！」

　感知したウーも、すぐさま離はなれようとした。

　しかし、

「──え」

　馳郎の摑つかんだ手が、離れない。

　違う。

　少年自身は離れていた。

　破損したはずの仕掛マニピけ腕ユレータが分ぶん離りして、ウーに絡からみついていたのである。

「これが──！」

　狙ねらいだったのかと、ウーが目を見張った。

　思いもかけない連コンビネ携ーシヨンに、だがこの少女もまた流されるばかりではなかった。

「鷹イン！　大ダー象シヤン！　獅子シージー！」

　仕掛マニピけ腕ユレータを振り払はらいつつ、叫ぶ。

　主命を受けて、血獣たちがナタへと殺さつ到とうした。

　鷹は飛び、地表へ近づいた最終兵器ナタに象の牙きばが唸うなりをあげる。




「蒼そう天てん断たち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火尖槍！」




　白兵戦において、少女が最も頼たよりとする火か焰えんの剛ごう槍そう。

〈白びやつ華か絶ぜつ槍そう〉とも謳うたわれたナタ自身の武術の冴さえもあいまって、業ごう火かの軌き跡せきは鷹の翼つばさと象の顔をもろともに断ち切った。地表に降り立った反動を利用してさらに加速。三方から続けて襲おそった獅子が、たちまち燃える斬ざん線せんのみ残してただの血液へと戻もどる。

　さらに、追いすがろうとした血獣へ、




「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連ね巡り結びて阻はばみたまえ、陰陽剣！」




　自動的に、守護鬼宝たる双剣けんが射出された。

　何頭もの虎とらの爪つめが、大だい蛇じやの牙が、少女に届く寸前その双剣によっていなされる。まるでナタの周囲に、達人の護衛が控ひかえているようだった。

　駆かけ出す。

　あまりにも大きな歩ほ幅はばは、解き放たれた矢にも等しい。

　その矢を阻むべく立ちはだかった血獣たちへ、白い帽ぼう子しの少女は手首を打ち振った。




「陰いん陽よう、万刃ばんじん、一いつ切さい断たち切れ！　乾坤圏！」




　自動追つい尾びし、敵を切り裂さく斬ざん裂れつ鬼宝。

　インド圏けんの円チヤ輪クラムにも似た金属輪は、たちまち障害となる血獣を的確に排はい除じよする。

　打ち伏ふし、血液に戻った獣たちなど一いち瞥べつもせず、少女は一直線にもうひとつの鬼宝兵器への道をひた走った。

「斉天大聖──────────っ！」

　火尖槍を、振ふりかぶる。

　槍の穂ほ先さきより一ひと際きわ大きく火焰が噴ふき上がり、夜天そらを灼やいた。

　紅ぐ蓮れんの宝槍は、斉天大聖ウーの操あやつる如意金箍棒と真っ向から相打った。
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　至近距きよ離りでの炎えん熱ねつにも、ウーは怯ひるまなかった。

　また、如意金箍棒と激げき突とつした火尖槍も、砕くだけ散ることはなかった。

（数合ぐらいなら、耐たえられる──）

　手て応ごたえから、ナタはそう判断した。何度となく打ち合っていれば、いずれは押し負けるが、短時間の戦せん闘とうなら問題ない。

　その判断をきっかけに、呼びかける。

「お前が、太乙タイイーの作った新しい兵器か！」

[image: ]

　言いながら、如によ意い棒ぼうと火尖槍がそれぞれに疾はしった。

　如意棒は抉えぐり込むように直線的に、あまり打ち合わせたくない火尖槍は優美ながらも鋭するどい弧こを描えがく。軌跡を上下に移し、体勢を自在に変化させ、あらかじめ申し合わされた演えん舞ぶのごとく鮮あざやかに、黒白の少女たちはいずれ劣おとることなく縦じゆう横おう無む尽じんに撃刃を交かわした。

　三合、七合、十五合。

　間合いの開いた瞬しゆん間かん、再びナタが口こう訣けつを刻んだ。




「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫さけべ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」




　ねじりこむように、五火神焰扇を打ち振ったのだ。

　火尖槍が収束された熱ねつ刃じんなら、こちらは回かい避ひしようもない面の制圧攻こう撃げきであった。視界を埋うめ尽つくすほどの膨ぼう大だいな炎が、ウーのみならず周囲の血獣も巻き込んで荒あれ狂くるった。

　同時、ウーも呼気とともに言い放った。




「──筋斗雲！」




　短く絞しぼり込んだ口訣が、霧きりを動かす。

　凝縮された霧が、五火神焰扇の炎を阻んだのだ。

　ただの水分の結果ではありえない。これも始祖鬼き宝ほうの力だった。単純性能だけではなく応用の幅はば広ひろさ──潜せん在ざい能力の高さこそ恐おそろしい。そうでなくても解放状態のナタの鬼宝は、出力面で通常の数倍に迫せまるのに、これをやすやすと受け止める異常性もまた斉天大聖の名に恥はじぬ。

　そして。

　どちらも、結果を待つようなことはしなかった。

　ひとつの行動には先の布石を打ち、先の布石をさらに先読みする、武術の論理。

（──これは──）

　ひそやかに、ナタは瞠どう目もくした。

　この少女が経てきた戦闘経験は、自分に匹ひつ敵てきする。同じ鬼宝兵器として当然かもしれなかったが、やはり驚きよう愕がくに値あたいした。

　だが、その驚愕をも切り離して、ナタの身体は動く。

　五火神焰扇の炎を放ったその瞬間、少女は大きく跳ちよう躍やくして頭上より強きよう襲しゆうしていた。ウーもまた、筋斗雲に告げると同時に姿勢を低くして、体重移動とともに如意棒を打ち放つ。

「陰陽剣！」

　命じられた双剣がナタの一いち撃げきに追つい随ずいした。

　少女の顔付近から先兵となって雪崩なだれ落ち、ウーの左右から押し迫る。わざとその双剣に肩かた口ぐちを皮一枚切らせて、ウーは突つき上げた如意棒へと命じた。

「我が意の如ごとくせよ、如意金箍棒！」

　ウー自身の身しん体たい運用に、如意棒の変化速度が上乗せされた。空中で無防備なナタの額へとその先せん端たんが滑すべり込み──

「乾坤圏！」

　咄とつ嗟さに引き戻した乾坤圏を蹴けり、跳躍の軌跡を変えてもなお紙かみ一ひと重え。いいや数十本の髪かみの毛が持って行かれた。それでも負傷を免まぬかれ得た鬼宝兵器ナタは裂れつ帛ぱくの気合いとともに、片手殴なぐりで火尖槍を振り落とす。

　一際高い音を立てて、再び火尖槍と如意棒が鍔つば迫ぜり合った。

「……やっぱり、お姉ちゃんだ」

　ウーの唇くちびるが、ほころぶ。

　繊せん細さいさと大だい胆たんさの入り混じる白兵戦を繰くり広げながら、首輪の少女はいかにも嬉うれしそうに笑っていた。

「こんなに、あたしと遊んでくれる人、初めて」

「遊び──？」

　ナタの瞳ひとみが鋭く光る。

　その間も、火か尖せん槍そうと如意棒に込められた力は増していく。

　みし……と嫌いやな音を聞いた気がした。さきほどの激突は、一度目よりずっと鬼宝の芯しんに響ひびいた音だった。

「うん、遊びだよ。だってあたしはね。お姉ちゃんを助けに来たんだもの」

「何を、言ってる！」

「本当だよ？　そのために、あの太乙タイイーから逃にげたんだから」

　解放状態のナタの全力を迎むかえ撃うち、ウーは涼すずやかに言う。

　人間としての素体をもたない分だけ、単純な性能は斉天大聖たる少女が上回るのかもしれなかった。

「助けに来たなら、なぜ余計な事件を引き起こす」

「事件？」

「この街で、お前は何人もの血を吸っただろう！」

　ナタが感かん応のうした、いくつかの事件。

　異様な快感と満足感とを覚えさせられた、ウーの所業。

「それの、何がいけないの？」

　きょとんと、少女は言った。

「美味おいしかったでしょう？　たまらなかったでしょう？　心の底から満たされたでしょう？　あたしたちにとって氣チイが食しよく糧りようなら、血液は最高の嗜し好こう品でしょう？　ねえ、なのにどうして、人間から吸ったらいけないの？」

「……何、だって？」

「だって、そうでしょう。人の社会なんかあたしたちに関係ない。鬼き仙せんの規律だって関係ない。あたしたちはただ自由であるべきなのよ？　ねえ、そうでしょう。お姉ちゃんだってずっと自由になりたかったでしょう？　あたしと一いつ緒しよで、人間も鬼仙も全部最低の屑くずだって思うでしょう？」

　如意棒を火尖槍に擦こすり合わせながら、うっとりとウーが告白する。

　少女の言葉は、純じゆん粋すいな希望と好意に満ちていた。

　かつて、同じ兵器であったものとして。

　つくられたものとして。

「お姉ちゃんは、あたしが助けてあげるからね？　お姉ちゃんを縛しばるものならなんだってあたしが壊こわしてあげるからね？　ほらあたし、こんなにこんなに強いでしょう？　どんなにお姉ちゃんの敵が強くたって、あたしなら簡単に滅ほろぼせるよ」

　状じよう況きようからすれば異常極きわまりない饒じよう舌ぜつも、その好意があまりにも純粋なゆえに、ナタの表情を一いつ瞬しゆん切なく強こわ張ばらせるに足りた。

　しかし。

　言えることなど、決まっていた。

「私は……違ちがう」

　と、かぶりを振った。

　苦く渋じゆうのように、突きつけるように、続きを口にする。

「私は……もう、助けられている」

「……え？」

　初めて、少女が停止した。

　目を大きく剝むいて、まったくその言葉が分からないというように、虚うつろで透とう明めいな妖よう瞳どうのまま首を傾かしげる。

「私は……もう馳郎に助けられた。何も私を縛ってなどいない」

　ナタは振り返らず、鬼仙の知覚だけを斜ななめ後ろへ向けた。

　少年は、いまだ血けつ獣じゆうたちと争っている。残った仕掛マニピけ腕ユレータを操り、多くの血獣たちをいなしていた。

「、…………」

　ウーの呼吸までも停止する。

　意味が分からないと瞬まばたきする少女へ、自分でも残ざん酷こくだと思いながら、ナタは続けた。

「だから、早くこんな戦いはやめろ。お前の言う通りなら、私たちが戦い合う理由などない。太乙タイイーにもお前を連れ戻もどさないように交こう渉しようしよう。ほかに何かあるならそれも聞く。──だから、その如意棒をひいてくれ」

　ナタの言葉はひどくかぼそかった。

　兵器としての自分に説得など必要なかったし、それ以前の自分はなおさらだったからだ。空々しいと思う言葉を連ねてみるしか、ナタにはやれることがなかった。

　それでも、この結果は想像しなかった。

「……ない」

　ぽつり、と少女が口にしたのだ。

「？」

「……ありえない。そんなこと、あるはずない」

　視線は、ひどく揺ゆれていた。

　ナタでなく、地面でなく、血獣でなく、馳郎でなく、そのすべてを壊れた時計の針みたいに何度もジグザグと右往左往した。

「ありえない！」

　怒ど号ごうであった。

　認めない、と世界すべてを否定する断絶であった。

「あたしが、あたしだけが、あたしだけの手でお姉ちゃんを助けられるんだ！　五岳がく三山を滅ぼしても白はく鳳ほう六ろつ家けを殺しても、世界全部を潰つぶしたってそれでもお姉ちゃんひとりだけはあたしが助けるんだそうじゃないとおかしいんだそうじゃないとそうじゃないとそうじゃないとそうじゃないとそうじゃないと──！」

　はたして、ナタにもその狂きよう気きは伝わった。

　斉天大聖の中で、何か大事な歯車が壊れたのだと、今彼女も気づいたのだ。

「斉天大聖……」

「……違う！」

　少女が、吼ほえた。

　ぶおん、と如によ意い棒ぼうが振ふり回される。鍔つば迫ぜり合いから解放されたナタがこれは余よ裕ゆうをもって避さけ、遠ざかった姉を少女は文字通りの鬼き気き迫せまる瞳で見つめた。

「あたしはウー。お姉ちゃんはあたしが助けるの」

　言い切る。

　道理も条理も打ち捨てて、その思考はもはや他者を受け入れない。新たに切り開いた認識もまた、現実を土台ではなく、ただの障害と看かん破ぱした。

「だから、間ま違ちがいはあたしが正す」

　ふふ、とウーは笑ったのだ。

　ふふふ、ふふふ、ふふふふふ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタ。

　微笑が、見てはならないものを孕はらんだ。

　その意味を悟さとって、ナタが制止にかかろうとした刹せつ那な、少女は笑いながら如意棒を斜め後ろへと打ち振った。

「馳郎──！」

　血獣を凌しのいでいた少年へ、如意棒が殺意とともに襲おそいかかる。

　刹那、

「彗すい星せい錘すい、変化の二。──落星黒こく砦さい」

　冷ややかに、声が響いた。




「黒曜喰くらいて砦とりでとなせ、彗星錘！」




　まさに、鬼き宝ほうが少年を貫つらぬかんとした一瞬だった。

　突とつ如じよとして剝はがれた地じ盤ばんが漆しつ黒こくの障しよう壁へきと化し、眼前にそびえ立ったのだ。如意棒の一撃はそれをも打ち砕くだいたが、少年に身を投げ出すだけの時間を与あたえた。結果として如意棒は数頭の血獣と馳郎の袖そで口ぐちをちぎるにとどまった。

（〈カエアン〉の装そう甲こうが──！）

　わずかに肉も持って行かれたが、痛みより熱が勝った。

「しっかりしなさいよ、馬ば鹿か！」

　たちまち手元に戻った黒玉を回収し、蓮リヤ花ンフアが当たりちらさんばかりに叫さけぶ。五ご火か神しん焰えん扇せんの炎ほのおを阻はばんだ際緩ゆるまった筋斗雲の拘こう束そくを、全力で少女はふりほどいていたのである。

「……悪わりぃ！」

　少女の言いぐさに、立ち上がりざま少年も微び苦く笑しようする。

（…………）

　その光景に。

　少年が助かったという安あん堵どとともに、一瞬だけ、ずきりとナタの胸が痛んだ。自分でも理由の分からない痛みだった。

「こっち、も──！」

　同時、馳郎が手を横に伸のばした。

　地面に、再び変化が生じる。

　血獣たちの多くが潰され、空白地帯となった大地が、がばりと鮫さめの口のごとく大きく開いたのである。

「こいつが、俺の仕掛けだ──！」

　白翁として、黄坂市に施ほどこしていた幾いく多たの仕掛けのひとつ。

　この廃はい墟きよとなった動物園にも、地下との隠かくしゲートは通じていた。ウーの隠れ家がが中ちゆう華か街がいの南と判明してすぐに指令を出していた品が、たった今届いたのだ。

　五つの、銀色の球体だった。

　ひとつずつが大の男ほどもある巨きよ大だいな球体が、半ば更さら地ちと化した動物園内に転がり出たのである。

　一ヶ月前の事件の顚てん末まつを知る者なら、それだけで啞あ然ぜんとしたことだろう。

　球体は〈武アー器セナ庫ル〉と呼ばれる品だったのだ。

『要リク請エス起ト・動ブート。〈武アー器セナ庫ル〉、同期シーケンス終しゆう了りよう。特異連結砲ほう門もん構造形成開始。特とく殊しゆ攻こう性せいプログラム０２改──〈ヴリトラハン〉起動』

　寄り添そった球体と少年の腕が結合し、五つの球体もまたそれぞれケーブルを繫つなぎ合わせて、五つの砲門を形成する。

　──二式改・五連高フアイ電離気ブ・プ体投ラズマ射砲カノン。

「…………！」

　その威い力りよくは、吸血鬼ウーには分からない。それでも油断できぬ武器であることだけは修しゆ羅ら場ばをくぐった経験が訴うつたえていた。だからこそすぐさま如意棒を引き戻し、万全の防護をするべく構え直す。

　しかし。

　それさえも、罠だった。

　ほんのわずか、彼女の注意がそれた一瞬に、別の動きがウーへと牙きばを剝いたのだ。

　気づいて振り向いたときには、遅おそかった。

「……お姉……ちゃん……？」

　間合いをおいて、白いワンピースの少女は、こちらへ手を向けていたのだ。

　黒々と、その手のひらに、穴が開いていた。

　しみひとつない美しい肌はだだからこそ、その異様さとおぞましさは際だった。

「お姉ちゃ……ん？　どうして……？」




「渾こん沌とん回帰」




　呟つぶやきとともに、その黒穴より吹いた風がたちまち如意棒を干からびさせたのだ。

「ぁ……！」

　ナタの不死属性。

　鬼き仙せんを人間に戻す──少女を最終兵器たらしめる〈力〉。

　いかな斉天大聖であろうと、この〈力〉だけは逆らえぬ。しかし、その特性上、ほかの鬼宝と同時にこの〈力〉を使うこともかなわなかったし、鬼宝無しで斉天大聖の前に立つことはさすがのナタにとっても困難だった。

　だからこそ。

　避けられないこの瞬しゆん間かんを、ナタはずっと待ちかまえていたのだ。

「キミにも言いたいことはあるだろう。訴えたいこともあるだろう」

　手首を固定し、妖あやしの風を操あやつりながら、少女が言う。

「だが、それはキミの力を奪うばってから聞かせてもらう。恨うらむなら恨め。それも──今の私の仕事の内だ」

　ぐ、と歯を食いしばる。

　ますます強く、手首を握にぎりしめる。

　力を解き放つための呪じゆ言ごんを、一息に叫んだ。




「我は裁く者！　我は封ふうじる者！　汝なんじが七しち孔こう七しち度ど塞ふさぎて、あれかし姿に帰れ──」




　風が、勢いを増した。

　常とこ世よの風が。

　死者鬼仙を生者人間へと戻もどす、逆理の風が。

　ナタの不死属性を受けて、斉天大聖も人間に戻されるか──いいや、一からつくりあげたというこの斉天大聖の場合、はたして人間になるのか、元の無機物に戻るのか？

　決着の瞬間とき。

　そのとき──




　　　　＊




　そのとき──風とウーの間へ、ひとりの影かげが割り込んだのだ。




　　　　＊




「な……っ！」

　逆理の風を真正面から受けて、人ひと影かげはびくともしなかった。

　風の欠片かけらもウーには触ふれさせないように、人影は用心深く少女を抱だき、甘くその頰ほおを撫なでる。

「よお！　なぁんか盛り上がっちゃってんのな！」

　少女に言う。

　その響ひびきに──あろうことか、少女の目め尻じりに淡あわく雫しずくが浮うかび上がった。

「……遅い。それに約束も違ちがう」

　胸を叩たたく。

　ぽすんという音に、人影は軽く肩かたをすくめた。

「悪い悪い！　そのナタって子、ちゃんと足止めするつもりだったんだけど、こう全力でバックレられてさ！　いやはや大おお見み得え切って止めにいったものだから、恥はずかしいやねどうも」

　ぽりぽりと、頰を搔かいた。

　十七、八の若者であった。

　燃え立つような真しん紅くの髪かみに、灰色の瞳ひとみ。風変わりなコートを纏まとい、ぱんぱんと付着した埃ほこりを手で払はらった。直線距きよ離りで飛ひ翔しようしたナタはともかく、あそこから走ってきたのだとしたら、人間ではありえないタイムだった。

　だが。

　瞠どう目もくとともに硬こう直ちよくしたのは、ナタではなく──馳郎だった。

「お、前──」

「おおっと！　まずその玩具おもちやは危なすぎるから、止とめてもらうぜ!?」

『要リク請エス起ト・動ブート。電子干かん渉しようプログラム０７──〈シャッター〉』

　機械音声だった。

　若者が纏まとうコートが発したのである。

　途と端たん、臨界まで高まっていた五連高フアイ電離気ブ・プ体投ラズマ射砲カノンは、残らず沈ちん黙もくした。

　無む理り矢や理りに、キャンセルさせられたのだ。

「〈カエアン〉!?」

『異常エラーが発生しました』

　ぎこちなく、少年のジャケットからも機械音声があがった。

『私の命令系統に……外部からの干渉が発生……』

「干渉!?」

「うん。まあお前のことだから、いろいろ仕し掛かけしてるだろうなーと思って、こっちも見張らせてたんだよ！　案の定、やっばい機械をガンガン送りつけてるだろ？　でもさあ、さすがに高電プ離気ラズ体投マカ射砲ノン五つとか呆あきれたぞ！　お前どんだけぶっとんでんだよ。──なあ、ハセ公」

　やれやれと、若者がかぶりを振ふる。

　しかし、ふざけた態度と裏腹に、彼の行状はあまりにも異常であった。

「馳郎!?　こいつは──！」

　振り返ったナタの視界で、少年は硬直したままだ。

　とある思い出が、今の言葉でリフレインしたのである。




　──『とろくせえからだよ、ハセ公』




　唇くちびるを歪ゆがめて、いつも自分を犬みたいに呼んでいた面おも影かげ。

　だから。

　かろうじて動くその唇で、

「ジン……！」

　と、馳郎は口にした。




　　　　＊




　ひそやかに、馳郎は確信する。

　自分が怖おそれていたのはこれだと。

　他人の血を吸う吸血鬼としての習性でも、血けつ獣じゆうをつくる不死属性でもなく、如によ意い棒ぼうでも筋斗雲でも斉天大聖という称しよう号ごうでもなく、その陰かげに見え隠かくれしていたこの若者こそを怖れていたのだと──。

「灰岡、ジン……！」

「おいおい！　ひさしぶりに会った幼なじみに、ずいぶん他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方じゃないかそれ?!」

　軽い口調と高いテンションで、ジンが言う。

　途と切ぎれた逆理の風に、安心してこちらを振り返った。

『マスター。許可が出ましたら、あの不良品を破は壊かいしますが』

「うん、まあちょっと待っててくれよ。つか、お前らも兄弟関係なんだから仲良くやれって。いやそれとも姉し弟ていかな!?　兄きよう妹だいかな!?　意外と姉妹だったり!?」

　そんな風に、機械音声とふざけたやりとりをして、コートから伸のびた仕掛マニピけ腕ユレータをこつんとやる。

　馳郎は、渇かわいた喉のどで問うた。

「なんで、お前が〈カエアン〉を……」

「こいつは〈カエアン〉じゃなくて〈ツール〉って呼んでるんだがね。──あ、そっか。悪い悪い。そういや、お前にも言ったことなかったもんな！」

　うんうんと、わざとらしくうなずく。

　そして、




「実はさ。本当は、俺が白はく翁おうになるはずだったんだ！」




　衝しよう撃げき的というにも余りあるその事実を、若者が朗ほがらかに告げた。

　背後の少女を強ごう引いんに抱だき寄せ、

「そんでさ。こいつは……俺の嫁よめなんだよ」

　ひどく儚はかなげな身体からだを両手で抱きしめたまま、その紅潮した頰を、べろりと舐なめあげたのであった。

[image: ]




　　　　５




　ぽつぽつ、と冷たい音が鳴った。

　雨が降っている。

　廃はい墟きよとなった動物園の入り口にもその氷ひ雨さめは降り注ぎ、とある人影は夜空を仰あおいだ。

「……うん、ほらね」

　と、太タイ乙イー真シエ人ンレンは囁ささやいたのだ。

　たとえ雲に覆おおわれても、真人たる彼にとって、天の運行を確かめる妨さまたげとはならない。

　隠された星々の動きを見つめ、彼は言う。

「天道は正しく巡めぐっている」

　雨あま粒つぶに顔を打たれながら、とてもとても嬉うれしそうに、五岳三山に冠かんたる真人は続けた。




「──君たちは、やっぱり巡り会う宿命だったんだ」





〈続く〉









　あとがき




　お待たせしました。

『クロス×レガリア』三巻となる『滅びのヒメ』をお届けします。

　今回は全体のターニングポイントとなる巻ですね。その分、一、二巻とは構成が違ちがっていて驚おどろいた方もいるかと思います。

　今回のラストを受けて、物語は大きく加速します。

　たとえば、守る者と、守られる者。

　鬼おにと人。

　神秘たる者と、神秘を操あやつる者。

　あるいは──王と、そうでない者。

　すべては絡からみ合い、助け合い、潰つぶし合う。

　新しく現れたキャラクターたちはそれぞれの立場で、それぞれのやり方で、それぞれの切り口から物語へと介かい入にゆうしてるのです。

　これは、そういう物語です。




　彼らの交クロ差スポ点イントを、どうぞ楽しんでいただけますように。




　　　　＊




　ここで、前回のあとがきについて謝罪を。

　少シヤ影オインのファンはごめんなさい。

　前回ああして約束していたにもかかわらず、蓮リヤ花ンフアが思った以上に跳はね回り、馳はせ郎ろうを引っ張っていってしまいました。本当に彼女の暴れぶりときたら、書いている僕自身が驚いてしまうほどだったのです。

　今回出番が圧あつ迫ぱくされてしまった彼も、次の巻には確実に登場しますので、どうぞお許しくださいますよう。




　また、今回は鬼き仙せんの話であるため、漢字系のキャラやアイテムも増えていますね。

　日本と同様、大陸の漢字も長い歴史で変へん遷せんし変形してるのですが、本作中では標準漢字（今回の場合はＪＩＳコード）にないものは、なるべく当て字を使うようにしています。主要読者である現代日本人に読みやすいようにとか、僕と編集部と印刷所の間で文字化けしないようにとかが理由なのですが、どうぞご了りよう承しようくださいませ。

　今後、もしも『クロス×レガリア』が中国で翻ほん訳やく出版されたら、このあたりがどうなるのか、僕も気になりますね（笑）。




　　　　＊




　さて、次巻の発売は年末の予定です。

　サブタイトルは、『死神の花はな嫁よめ』。

　なにしろ、今回がああいう終わりなので、あまりお待たせしないつもりです。

　あとがきの次のページには予告もつくってもらってますので、よかったら見てやってくださいませ。




　最後になりましたが、新キャラのウーに気合いの入ったラフを何枚も起こしてくれたゆーげんさん、〈カエアン〉や魔ま術じゆつの考証をお願いした三み輪わ清きよ宗むねさん、特典などに協力いただいたpakoさん、スケジュール調整で右往左往してもらった担当の（い）さん（角川スニーカー文庫のtwitter上での表記に統一しました）にお礼を。

　そして、読者の皆みな様さまに最大級の感謝を。




　リアルでもデジタルでも、再び書店でお会いできましたら光栄です。




　二○一二年七月


『スーパーダンガンロンパ２』を遊びながら　
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